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２ 横田基地の概要 
 
（１）概 要 
 

横田基地は米空軍の基地であり、福

生市・立川市・昭島市・武蔵村山市・

羽村市・瑞穂町の５市１町にまたがり

所在する本土（沖縄県を除く。）では

最大の米空軍基地であるとともに、在

日米軍司令部及び第５空軍司令部が

おかれている極東における主要基地

であり輸送中継基地としての機能を

有している。 
また、現在は「再編実施のための日

米ロードマップ」に基づき、航空自衛

隊航空総隊司令部及び関連部隊の府中基地からの移転も行われ、平成２４年３月２６日には、正式に

航空自衛隊横田基地の運用が始まり、共同統合運用調整所が設置されるなど、米軍の輸送中継基地か

ら、日本の防空及びミサイル防衛の機能を持った、日米が共同で使用する基地として態様を変えてい

る。 
滑走路を中心に南西側（福生市域側）が管理区域であり、東側（武蔵村山市域側）及び北西側（羽

村市域側）が住宅地区を有する飛行場である。 
ゲートは、福生市域内にフッサゲート（第２ゲート）、サプライゲート（第５ゲート）、サウスゲー

ト（第１８ゲート）、羽村市域内にメインゲート（第１２ゲート）、ウエストゲート（第１５ゲート）、

武蔵村山市域内にイーストゲート（第１７ゲート）が設けられている。一般的にはフッサゲート（Ｊ

Ｒ青梅線福生駅から約１Ｋｍ、ＪＲ八高線東福生駅から約０．５Ｋｍ）が利用されているが、航空自

衛隊の移駐に伴い、第５ゲートが自衛隊と米軍により共同使用されている。 
横田基地は、昭和１５年に旧日本陸軍の多摩飛行場として設置されたことからはじまり、終戦によ

り昭和２０年９月６日に米軍の進駐が行われ接収された。（当時の滑走路は約１，３００ｍであっ

た。） 
接収後、大規模な滑走路工事が行われ、翌昭和２１年８月１５日には厚木に進駐していた第３爆撃

飛行大隊（Ａ－２６後にＢ－２６）が進駐してきた。なお、この日をもって公式に基地が開設され、

米軍が戦時中から使用していた米軍極東地図局が作成した地図中の「YOKOTA」から、横田飛行場

（基地）と称されることとなった。（「横田」は村山町〈現在の武蔵村山市〉の当時の字名） 
続いて第４１航空師団隷下の管理部隊等が進駐してきたが、昭和２５年迄は第３爆撃飛行大隊が

主任務部隊であった。６月にはＢ－２９爆撃機を主力とする爆撃部隊や戦闘機部隊（Ｆ－８０．Ｆ

－８２）が駐留し、朝鮮戦争の勃発により主要出撃基地となった。この時期から米軍用機がジェット

機化されてきた。なお、この朝鮮戦争（昭和２６年～２８年）の間に基地は数次による拡張があり、

さらに昭和３０年に滑走路及びオーバーランの延長が決定され、北側に拡張用地及び航空障害物制限

区域等約５０万㎡が提供されて、昭和３５年には面積約７００万㎡、滑走路３，３５０ｍのほぼ現在

の規模となった。このために、基地の南側では五日市街道の付け替え、北側では国道１６号線及び八
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高線の移設等が行われている。 
昭和３５年には埼玉県入間のジョンソン基地の滑走路施設返還によって、第４１航空師団及びＢ－

５７とＦ－１０２の迎撃戦闘機をもつ第３爆撃連隊が移駐してきた。なお、昭和３９年４月に第３爆

撃連隊は米本国に引き揚げ、５月には板付基地からＦ－１０５Ｄ戦闘爆撃機を主力とする第８戦闘爆

撃師団の３個中隊が移駐してきた。昭和４３年１月には第３４７戦術戦闘機連隊が編成されてＦ－

１０５Ｄに代わってＦ－４Ｃファントムが配備され、極東戦闘部隊の最重要基地となった。 
更に昭和４４年末には立川基地の飛行活動停止に伴い空輸部隊（Ｃ－１３０）等が移駐し、翌昭和

４５年には米空軍最大の輸送機Ｃ－５Ａ（ギャラクシー）が発着を始めた。 
昭和４６年５月には戦闘機部隊が沖縄等に移駐したため、この時点で戦闘基地としての機能はなく

なり、基地は兵站基地的性格が強くなり、さらにベトナム戦争の激化に伴って、輸送基地としての重

要性を増した。また、新たに第６１００基地管理連隊が発足した。（１１月に第４７５基地管理連隊

と名称変更され、更に第４７５航空団「 ４７５ｔｈ Ａｉｒｂａｓｅ Ｗｉｎｇ」となった。） 
こうして基地は、Ｃ－１４１，Ｃ－５Ａ等軍用輸送機のほかＤＣ－８，ボーイング７２７その他米

軍チャーター民間機の発着する極東空輸中継基地へと機能を一変するとともに、関東全域の米空軍部

隊の支援に当たることとなった。更に昭和５０年９月には嘉手納基地からＣ－１３０を擁する第

３４５戦術空輸部隊が移駐してきた。 
この頃、在日米軍施設の整理・統合が盛んに行われており、昭和４６年に羽村学校地区と新倉倉庫

地区の代替施設、昭和４６年７月から昭和５１年３月の間にグランドハイツ及び武蔵野住宅地区返還

のための代替施設が建設されている。更に昭和４８年１月に関東空軍施設整理統合計画（ＫＰＣＰ）

が決定し、昭和４８年～昭和５３年にわたり住宅２７５戸をはじめ在日米軍司令部、病院、倉庫等が

建設されるとともに、昭和４９年１１月７日には、府中空軍施設から移転してきた「在日米軍司令部」

及び「第５空軍司令部」がおかれ、基地はますます充実強化され、司令部機能も併せ持つ、より重要

な基地となった。 
また、隣接する国道１６号線拡幅による基地の一部返還等が行われ、関連施設の移設工事や昭和５

４年から在日米軍施設の日本側経費負担（いわゆる思いやり工事）による施設整備が進められ、高層

家族住宅やゴミ処理施設、さらに、平成１２年１１月１６日には、日米合同委員会において滑走路の

全面改修を行うことが合意され、工事費４９億円は日本側の負担により、平成１４年６月に新滑走路

が建設されるなど、施設面でも基地機能の強化が図られた。 
なお、平成１３年９月１１日、ニューヨークの世界貿易センタービルなどを標的とした米国同時多

発テロ事件の発生後、大型拡声機等を利用した運用即応演習が基地内で定期的に行なわれるようにな

った。 
また、平成１７年１０月２９日、日米安全保障協議委員会（２＋２）の中間報告を経て、平成１８

年５月１日には、「再編実施のための日米のロードマップ（最終とりまとめ）」が発表され、在日米軍

及び関連する自衛隊の再編に向けた計画が示された。 
横田基地及び横田空域に関しては、１）航空自衛隊航空総隊司令部及び関連部隊を横田飛行場へ移

転すること、２）横田空域の一部については、２００８年９月までに管制業務を日本に返還し、在日

米軍と日本の管制官を併置すること、３）横田基地のあり得べき軍民共同使用の具体的な条件や態様

に関する検討を実施し１２ヶ月以内に終了させること等が明記された。 
その後、１）については、平成２４年３月２６日より航空自衛隊横田基地の運用が開始され、２）

については、平成１９年５月に横田ラプコン施設に自衛官が配置され、平成２０年９月には横田空域
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の一部の管制業務が日本に返還されている。また、３）については、平成１８年１０月に軍民共用化

に関するスタディグループを立ち上げ検討がなされたが、結論に至らず現在も二国間での協議が継続

している。 
このように、現在の横田基地は、従来の米軍の司令部機能と輸送中継機能を有する基地から、航空

自衛隊航空総隊司令部と在日米軍の第５空軍司令部との併置により、日米共同統合運用調整所が設置

され、日米双方の司令部組織間の連携や相互運用性（インターオペラビリティ）の向上が図られ、日

本の防空及びミサイル防衛の機能も併せ持つ、日米が共同で使用する最重要施設へと態様も変化して

いる。 
また、最近では大規模な編隊飛行や人員降下訓練の実施、ＭＶ－２２オスプレイの横田基地への飛

来など、運用もより一層活発化している。 
 
 

（２）変 遷 
 
昭和 年 ・旧陸軍が民有の山林、農地であった本地区を陸軍用地として買収を開始する。

昭和 年７月 ・１ヶ月の予定で測量を開始する。

～ ・土地が軍部に売り渡され、陸軍飛行実験部、航空整備学校、気象部等の施設の

建設が始まる。

昭和 年４月 ・旧日本陸軍立川飛行場の付属施設「多摩飛行場」（面積約 ｈａ、滑走路約

ｍ）として発足し、陸軍飛行実験部（昭和 年 月組織等の改正があり陸軍航空

審査部に改称）が立川から移転する。

・陸軍航空整備学校、陸軍航空審査部、陸軍航空発動機試験所、陸軍航空気象部

が設置された。また、これより以前に熊川倉庫または、燃料倉庫と呼ばれた陸軍

航空廠熊川出張所が拝島駅の北側に設置されている。特に陸軍航空審査部は、陸

軍航空技術研究所等において研究施策された新鋭機のテストが行われ、花形飛行

場として脚光を浴びた。また、終戦までは日本東部防衛の基地であった。

昭和 年７月 ・飛行場関係者のため青梅線牛浜駅が開設される。

昭和 年８月 ・終戦

９月 ・米軍第１騎兵団一個中隊が初めて進駐し、引き続き米軍第２航空輸送団が移駐

する。当時の面積は約 ｈａ、滑走路は約 ｍであった。

昭和 年 ・このころから滑走路拡張工事が行われ、多摩川の砂利や今の福生野球場から第

三小学校にかけて多量の砂利が採取され使用された。

８月 ・第３爆撃飛行大隊が 日に進駐し、この日をもって公式に基地が開設された。

また、米軍によって基地の北東部、村山町（現武蔵村山市内）の当時の字名「横

田」をとって横田飛行場と称されるようになった。

昭和 年５月 ・日本国憲法施行

昭和 年７月 ・米軍第 航空師団（ジョンソン基地）隷下第 航空管理部隊が進駐し、第

航空師団第 戦闘支援部隊、第 偵察中隊等が配備された。

昭和 年５月 ・第３爆撃飛行大隊がジョンソン基地に移動

６月 ・朝鮮戦争勃発（～昭和 年 月）
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・Ｂ 爆撃機を主力とする第 、第 爆撃隊、第 戦闘機連隊が駐留し、Ｆ 、

Ｆ 、Ｆ 、Ｂ などが離発着し朝鮮戦争の主要基地となった。

・この時期から米軍用機のジェット機化が行われ、滑走路の延長も行われた。

（約 ｍ）

昭和 年９月 ・サンフランシスコ平和条約調印、 旧 日米安全保障条約調印

（昭和 年４月発効）

昭和 年４月 ・（旧）安保条約の成立に基づき、国は、横田基地を米国に提供した。（７月、行

政協定に基づく施設及び区域としてＦＡＣ－ 横田飛行場となる）

昭和 年～ ・このころから基地拡張のための土地買収が始まる。

昭和 年７月 ・混血児の収容施設として「福生ホーム」が多摩川沿いの市営プール付近に米軍

及び町の篤志家により建設、運営された。（昭和 年９月閉鎖）

・朝鮮戦争休戦協定調印

・日本国に駐留するアメリカ合衆国軍隊等の行為による特別損失の補償に関する

法律施行

昭和 年 ・「６飛行場の拡張計画」において、極東に高性能ジェット機を配備するため、横

田基地の拡張計画が日本側に示された。

５月 ・政府も、航空機の進歩と極東における客観的情勢から、日本防衛のため事情や

むを得ないものとの閣議了解（外務省、調達庁）し、飛行場拡張に関する政府声

明を行った。

７月 ・防衛庁設置

昭和 年５月 ・東京調達局が立川基地滑走路拡張計画を発表する。

・同計画に反対する砂川闘争が始まる。（昭和 年延長計画中止）

６月 ・第 戦闘機連隊の下に第 迎撃戦闘中隊が配備（Ｆ ）された。

昭和 年６月 ・基地南側の五日市街道の付替（区域変更都告示）がある。

８月 ・国は、瑞穂町との覚書により、滑走路拡張用地約 ㎡を買収して提供し、

さらにその隣地 ㎡を借り上げ、航空障害物制限区域を設定した。

昭和 年 ・このころ滑走路は、 ｍとなり大型ジェット機や戦闘機の頻繁な離発着が可

能となった。

昭和 年７月 ・極東航空軍（ＦＥＡＦ）が太平洋航空軍（ＰＡＣＡＦ）に改編される。

月 ・第 戦闘機連隊が解散する。

昭和 年３月 ・国道 号線及び国鉄八高線の移設が完了する。

５月 ・駐留軍関係離職者等臨時措置法公布

昭和 年 ・滑走路北側に ㎡南側に ㎡の障害物制限区域を設定した。

・滑走路を ｍに延長補強し、更にオーバーランを滑走路両側に各々約 ｍ

設置する。（現在の規模になる。）

１月 ・日米新安全保障条約調印（６月 日発効）

６月 ・国は、新安保条約及び地位協定に基づき、横田基地を米軍に提供することを継

続した。

月 ・埼玉県入間市のジョンソン基地の滑走路施設返還によって、第 航空師団及び
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第３爆撃連隊がＢ 爆撃機やＦ 迎撃戦闘機を伴い移駐する。（Ｆ がＦ

に変わる。）

昭和 年２月 ・昭島市、福生町、村山町、砂川町、瑞穂町の１市４町が、「横田基地爆音対策協

議会」を結成し、衆参両院議長に対する請願、米国大統領に対する申し入れ、防

衛庁長官及び基地司令官に対する「接近灯設置反対」の決議書の提出を行った。

昭和 年１月 ・滑走路両側に接近灯（アプローチ・ライト）が設置された。

・渉外関係主要都道府県知事連絡協議会が設置された。

月 ・進入灯設置用地が提供され基地面積は次のとおりとなった。

（接 収 時） （昭和 年 月時）

土 地 ㎡ ㎡

建 物 棟 棟

滑 走 路 ｍ ｍ

オーバーラン ｍ

月 ・防衛施設庁及び東京防衛施設局が発足する。

昭和 年５月 ・横田基地所属の米第５空軍Ｂ 爆撃機が埼玉県入間郡毛呂山町の毛呂山病院に

墜落（死者１、重傷３、軽傷 、家屋全焼２、半焼１）

月 ・在日米軍の配置調整（縮小）について日米共同発表がある。

１．Ｆ Ｄ機の３個飛行隊を昭和 年中頃までに、板付飛行場から横田飛行場

に移駐させる。

２．横田飛行場に配備されているＢ の航空団は米本国に撤収する。

（他に三沢、立川飛行場関係もある）

昭和 年２月 ・上記の関係による駐留軍等従業員の大幅人員整理の準備が開始される。

４月 ・第３爆撃連隊が米本国へ引揚げる。

・日米合同委員会において、「横田飛行場の騒音軽減に関する勧告」が決定された。

５月 ・第８戦闘爆撃師団の第 、 及び第 戦術戦闘機中隊が板付空軍基地からＦ

ＤとＫＣ を伴って移駐し、第 航空師団の所属となった。また、Ｆ の第

迎撃戦闘中隊は、米本国に引揚げる。

９月 ・ジェットエンジンテスト用消音装置が５基設置される。

昭和 年 ・基地周辺の一部の地区でＮＨＫより、テレビ受信料の半額免除制度が始まる。

昭和 年２月 ・ベトナム戦争米軍北爆開始

４月 ・第 戦術戦闘航空団が編成され、第 、 及び第 戦術戦闘機中隊、第

偵察飛行隊が傘下となる。

７月 ・戦略輸送機の主力であるＣ スターリフターが、初飛来する。

月 ・基地と福生町で「消防活動相互援助協定」を締結する。

昭和 年７月 ・防衛施設周辺の整備に関する法律公布（昭和 年６月廃止）

月 ・第 戦術戦闘航空団が解散し、傘下の部隊は第 航空師団の所属に戻る。

昭和 年２月 ・横田基地南側の昭島市及び福生町の地域において、井戸に油が流入している事

故が発生。

３月 ・防衛施設周辺の整備等に関する法律 昭和 年法律第 号 に基づく特定防衛施

設に指定される。
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月 ・基地と福生町で「消防活動相互援助協定」を締結する。

昭和 年７月 ・防衛施設周辺の整備に関する法律公布（昭和 年６月廃止）

月 ・第 戦術戦闘航空団が解散し、傘下の部隊は第 航空師団の所属に戻る。

昭和 年２月 ・横田基地南側の昭島市及び福生町の地域において、井戸に油が流入している事

故が発生。

３月 ・防衛施設周辺の整備等に関する法律 昭和 年法律第 号 に基づく特定防衛施

設に指定される。
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第３爆撃連隊がＢ 爆撃機やＦ 迎撃戦闘機を伴い移駐する。（Ｆ がＦ

に変わる。）

昭和 年２月 ・昭島市、福生町、村山町、砂川町、瑞穂町の１市４町が、「横田基地爆音対策協

議会」を結成し、衆参両院議長に対する請願、米国大統領に対する申し入れ、防

衛庁長官及び基地司令官に対する「接近灯設置反対」の決議書の提出を行った。

昭和 年１月 ・滑走路両側に接近灯（アプローチ・ライト）が設置された。

・渉外関係主要都道府県知事連絡協議会が設置された。

月 ・進入灯設置用地が提供され基地面積は次のとおりとなった。

（接 収 時） （昭和 年 月時）

土 地 ㎡ ㎡

建 物 棟 棟

滑 走 路 ｍ ｍ

オーバーラン ｍ

月 ・防衛施設庁及び東京防衛施設局が発足する。

昭和 年５月 ・横田基地所属の米第５空軍Ｂ 爆撃機が埼玉県入間郡毛呂山町の毛呂山病院に

墜落（死者１、重傷３、軽傷 、家屋全焼２、半焼１）

月 ・在日米軍の配置調整（縮小）について日米共同発表がある。

１．Ｆ Ｄ機の３個飛行隊を昭和 年中頃までに、板付飛行場から横田飛行場

に移駐させる。

２．横田飛行場に配備されているＢ の航空団は米本国に撤収する。

（他に三沢、立川飛行場関係もある）

昭和 年２月 ・上記の関係による駐留軍等従業員の大幅人員整理の準備が開始される。

４月 ・第３爆撃連隊が米本国へ引揚げる。

・日米合同委員会において、「横田飛行場の騒音軽減に関する勧告」が決定された。

５月 ・第８戦闘爆撃師団の第 、 及び第 戦術戦闘機中隊が板付空軍基地からＦ

ＤとＫＣ を伴って移駐し、第 航空師団の所属となった。また、Ｆ の第

迎撃戦闘中隊は、米本国に引揚げる。

９月 ・ジェットエンジンテスト用消音装置が５基設置される。

昭和 年 ・基地周辺の一部の地区でＮＨＫより、テレビ受信料の半額免除制度が始まる。

昭和 年２月 ・ベトナム戦争米軍北爆開始

４月 ・第 戦術戦闘航空団が編成され、第 、 及び第 戦術戦闘機中隊、第

偵察飛行隊が傘下となる。

７月 ・戦略輸送機の主力であるＣ スターリフターが、初飛来する。

月 ・基地と福生町で「消防活動相互援助協定」を締結する。

昭和 年７月 ・防衛施設周辺の整備に関する法律公布（昭和 年６月廃止）

月 ・第 戦術戦闘航空団が解散し、傘下の部隊は第 航空師団の所属に戻る。

昭和 年２月 ・横田基地南側の昭島市及び福生町の地域において、井戸に油が流入している事

故が発生。

３月 ・防衛施設周辺の整備等に関する法律 昭和 年法律第 号 に基づく特定防衛施

設に指定される。
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・Ｂ 爆撃機を主力とする第 、第 爆撃隊、第 戦闘機連隊が駐留し、Ｆ 、

Ｆ 、Ｆ 、Ｂ などが離発着し朝鮮戦争の主要基地となった。

・この時期から米軍用機のジェット機化が行われ、滑走路の延長も行われた。

（約 ｍ）

昭和 年９月 ・サンフランシスコ平和条約調印、 旧 日米安全保障条約調印

（昭和 年４月発効）

昭和 年４月 ・（旧）安保条約の成立に基づき、国は、横田基地を米国に提供した。（７月、行

政協定に基づく施設及び区域としてＦＡＣ－ 横田飛行場となる）

昭和 年～ ・このころから基地拡張のための土地買収が始まる。

昭和 年７月 ・混血児の収容施設として「福生ホーム」が多摩川沿いの市営プール付近に米軍

及び町の篤志家により建設、運営された。（昭和 年９月閉鎖）

・朝鮮戦争休戦協定調印

・日本国に駐留するアメリカ合衆国軍隊等の行為による特別損失の補償に関する

法律施行

昭和 年 ・「６飛行場の拡張計画」において、極東に高性能ジェット機を配備するため、横

田基地の拡張計画が日本側に示された。

５月 ・政府も、航空機の進歩と極東における客観的情勢から、日本防衛のため事情や

むを得ないものとの閣議了解（外務省、調達庁）し、飛行場拡張に関する政府声

明を行った。

７月 ・防衛庁設置

昭和 年５月 ・東京調達局が立川基地滑走路拡張計画を発表する。

・同計画に反対する砂川闘争が始まる。（昭和 年延長計画中止）

６月 ・第 戦闘機連隊の下に第 迎撃戦闘中隊が配備（Ｆ ）された。

昭和 年６月 ・基地南側の五日市街道の付替（区域変更都告示）がある。

８月 ・国は、瑞穂町との覚書により、滑走路拡張用地約 ㎡を買収して提供し、

さらにその隣地 ㎡を借り上げ、航空障害物制限区域を設定した。

昭和 年 ・このころ滑走路は、 ｍとなり大型ジェット機や戦闘機の頻繁な離発着が可

能となった。

昭和 年７月 ・極東航空軍（ＦＥＡＦ）が太平洋航空軍（ＰＡＣＡＦ）に改編される。

月 ・第 戦闘機連隊が解散する。

昭和 年３月 ・国道 号線及び国鉄八高線の移設が完了する。

５月 ・駐留軍関係離職者等臨時措置法公布

昭和 年 ・滑走路北側に ㎡南側に ㎡の障害物制限区域を設定した。

・滑走路を ｍに延長補強し、更にオーバーランを滑走路両側に各々約 ｍ

設置する。（現在の規模になる。）

１月 ・日米新安全保障条約調印（６月 日発効）

６月 ・国は、新安保条約及び地位協定に基づき、横田基地を米軍に提供することを継

続した。

月 ・埼玉県入間市のジョンソン基地の滑走路施設返還によって、第 航空師団及び
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第３爆撃連隊がＢ 爆撃機やＦ 迎撃戦闘機を伴い移駐する。（Ｆ がＦ

に変わる。）

昭和 年２月 ・昭島市、福生町、村山町、砂川町、瑞穂町の１市４町が、「横田基地爆音対策協

議会」を結成し、衆参両院議長に対する請願、米国大統領に対する申し入れ、防

衛庁長官及び基地司令官に対する「接近灯設置反対」の決議書の提出を行った。

昭和 年１月 ・滑走路両側に接近灯（アプローチ・ライト）が設置された。

・渉外関係主要都道府県知事連絡協議会が設置された。

月 ・進入灯設置用地が提供され基地面積は次のとおりとなった。

（接 収 時） （昭和 年 月時）

土 地 ㎡ ㎡

建 物 棟 棟

滑 走 路 ｍ ｍ

オーバーラン ｍ

月 ・防衛施設庁及び東京防衛施設局が発足する。

昭和 年５月 ・横田基地所属の米第５空軍Ｂ 爆撃機が埼玉県入間郡毛呂山町の毛呂山病院に

墜落（死者１、重傷３、軽傷 、家屋全焼２、半焼１）

月 ・在日米軍の配置調整（縮小）について日米共同発表がある。

１．Ｆ Ｄ機の３個飛行隊を昭和 年中頃までに、板付飛行場から横田飛行場

に移駐させる。

２．横田飛行場に配備されているＢ の航空団は米本国に撤収する。

（他に三沢、立川飛行場関係もある）

昭和 年２月 ・上記の関係による駐留軍等従業員の大幅人員整理の準備が開始される。

４月 ・第３爆撃連隊が米本国へ引揚げる。

・日米合同委員会において、「横田飛行場の騒音軽減に関する勧告」が決定された。

５月 ・第８戦闘爆撃師団の第 、 及び第 戦術戦闘機中隊が板付空軍基地からＦ

ＤとＫＣ を伴って移駐し、第 航空師団の所属となった。また、Ｆ の第

迎撃戦闘中隊は、米本国に引揚げる。

９月 ・ジェットエンジンテスト用消音装置が５基設置される。

昭和 年 ・基地周辺の一部の地区でＮＨＫより、テレビ受信料の半額免除制度が始まる。

昭和 年２月 ・ベトナム戦争米軍北爆開始

４月 ・第 戦術戦闘航空団が編成され、第 、 及び第 戦術戦闘機中隊、第

偵察飛行隊が傘下となる。

７月 ・戦略輸送機の主力であるＣ スターリフターが、初飛来する。

月 ・基地と福生町で「消防活動相互援助協定」を締結する。

昭和 年７月 ・防衛施設周辺の整備に関する法律公布（昭和 年６月廃止）

月 ・第 戦術戦闘航空団が解散し、傘下の部隊は第 航空師団の所属に戻る。

昭和 年２月 ・横田基地南側の昭島市及び福生町の地域において、井戸に油が流入している事

故が発生。

３月 ・防衛施設周辺の整備等に関する法律 昭和 年法律第 号 に基づく特定防衛施

設に指定される。
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（飛行場周辺の建物等の移転補償、土地の買い入れができる区域）

昭和 年１月 ・第 航空師団が解散し、第 戦術戦闘機連隊が編成された。所属機がＦ Ｄ

からＦ ４Ｃファントム戦闘爆撃機に代わり、極東戦闘部隊の最重要基地となっ

た。

３月 ・飛行場南側進入表面化の昭島市堀向地区の社宅 戸の集団移転が完了する。

昭和 年３月 ・パッセンジャーターミナルが完成した。

４月 ・防衛施設周辺の整備等に関する法律（昭和 年法律第 号）に基づく指定区域

及び除外区域の告示がある。

月 ・立川基地の航空機の運行が停止され第 航空救難救助中隊（Ｃ ハーキュリ

ーズ）が移駐した。

昭和 年３月 ・在日米軍から、防衛施設庁へ立川基地等の駐留軍等従業員 名を、昭和 年

６月 日付で解雇する旨の通知がある。（横田関係 名）

５月 ・旧 ゲート部分、約 ㎡及び滑走路の南東側面 ㎡を提供する。

６月 ・日米安保条約自動継続。

・立川基地にあった諸部隊は、横田基地の第 戦術戦闘機連隊の隷下、或いは国

外に移動する。

７月 ・超大型輸送機Ｃ Ａギャラクシーが初飛来する。

月 ・ベトナム戦争において米軍が北爆停止を声明する。

月 ・第 回安全保障協議委員会において、在日米軍部隊の配置変更に伴う施設の整

理統合が協議され、横田飛行場に関してはＦ ４Ｃファントム戦闘爆撃機を、昭

和 年末までに沖縄へ、また、偵察部隊を米本国に移駐することになった。

また、この関係で約１万人の日本人従業員の大量解雇を伴う予定とされた。

・在日米軍司令部から、防衛施設庁へ上記の会議で在日米軍基地の整理統合に伴

う駐留軍等従業員の人員整理として、陸海空軍合わせて 名を昭和 年３月

～６月の間に解雇する予定との通告がある。

・横田基地第 戦術戦闘機連隊司令官が、横田基地日米連絡協議会会員を招き、

横田基地の動向を発表する。

①第 戦術戦闘機連隊は解消され、兵員及び飛行機は嘉手納基地に吸収、偵察

技術中隊は、昭和 年６月末までに米本国に撤収、第 連隊所属の第 戦術

戦闘機中隊は解散。

②これに伴い、横田基地の軍人 名、家族を含めると約 名が削減され、

駐留軍等従業員約 名が人員整理される。

昭和 年５月 ・Ｆ Ｃファントム戦闘爆撃機群が沖縄・米本国に移駐し、第 戦術戦闘機連隊

は、沖縄の嘉手納基地第 戦術戦闘機隊に編入された。この時点で、それまでの

戦術基地としての機能はなくなり、第 基地管理連隊が発足し、Ｃ 、Ｃ

５Ａ等の軍用輸送機のほかＤＣ ８、ボーイング その他米軍チャーター民間機

の発着する極東空輸中継基地へと機能を一変した。

昭和 年７月 ・在日米軍施設区域の整理統合が行われ、練馬区のグランドハイツ及び武蔵野市

～ 年３月 のグリーンパーク（武蔵野住宅地区）の返還条件として、横田基地内に代替施
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設（住宅 棟、 戸、付帯施設 棟）が建設される。 
８月 ・ 月に返還される羽村学校地区の代替施設が建設される。

月 ・第 基地管理連隊は、第 基地管理連隊と名称を改め、更に米空軍横田基地

在日管理司令部第 航空団（ ）と呼称することになり、所沢、大

和田通信施設等の米空軍施設の管理にも当たることとなった。

昭和 年 月 ・新倉倉庫地区の代替施設が建設される。

～ 年３月

昭和 年１月 ・当時の福田外相が「関東地区の米軍施設を３年間で横田基地に整理統合するこ

とがロジャース米国務長官との間で合意に達した」と発表する。

２月 ・横田基地北側地域地区、約 ㎡が追加提供される。

３月 ・ミドルマーカー用地 ㎡、及び電力線地域 ㎡と電波障害クリアランス地

域 ㎡の計 ㎡が追加提供される。

４月 ・米軍、北爆再開。

・滑走路南側にミドルマーカー（中間表示信号所）を設置する。

９月 ・東京都は、基地内の都有地の明渡しを求める訴訟を提起したが、昭和 年 月

基地をとりまく諸般の情勢を勘案し訴訟を取り下げた。

昭和 年１月 ・防衛施設庁長官から、３市２町に対して横田集約についての説明、協力要請が

ある。

・第 回日米安全保障協議委員会が外務省で開かれ、関東平野地区における空軍

施設（府中空軍施設、立川飛行場、関東村住宅地区等）の大部分を横田基地に整

理統合する関東空軍施設整理統合計画（ＫＰＣＰ）が決定された。

・ベトナム和平協定調印（１月 日発効）

４月 ・関東空軍施設整理統合計画が３ヶ年の予定で開始された。

・福生市と立川市の境界の一部変更がある。

（基地による飛地部分であった基地内の国有地）

６月 ・議会に横田基地集約対策特別委員会が設置され、法改正運動に取組む。

・在日米軍は、空軍機能の統合に伴い、立川基地等の駐留軍等従業員 名の整理

を防衛施設庁へ通告する。（横田関係 名）

８月 ・武蔵村山市道 号線拡幅用地として土地の一部（ ㎡）が返還される。

・米軍によるミドルマーカー建設工事が完了し作動を開始する。

昭和 年３月 ・昭島市堀向地区の移転指定区域内の約 世帯が移転。

６月 ・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律（昭和 年法律第 号）が公布、

施行される。

・在日米軍は、空軍機能の統合に伴い、府中空軍施設等の駐留軍等従業員 名の

整理を防衛施設庁へ通告する。（横田関係 名）

月 ・在日陸海空三軍の調整等を主任務とする在日米軍司令部及び日本、韓国の米空

軍を統括する第５空軍司令部が府中空軍施設から移転してきた。

月 ・福生市と東京防衛施設局の間で「飛行場への給水協定」を締結する。

昭和 年３月 ・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律に基づき特定防衛施設に指定さ
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（飛行場周辺の建物等の移転補償、土地の買い入れができる区域）

昭和 年１月 ・第 航空師団が解散し、第 戦術戦闘機連隊が編成された。所属機がＦ Ｄ

からＦ ４Ｃファントム戦闘爆撃機に代わり、極東戦闘部隊の最重要基地となっ

た。

３月 ・飛行場南側進入表面化の昭島市堀向地区の社宅 戸の集団移転が完了する。

昭和 年３月 ・パッセンジャーターミナルが完成した。

４月 ・防衛施設周辺の整備等に関する法律（昭和 年法律第 号）に基づく指定区域

及び除外区域の告示がある。

月 ・立川基地の航空機の運行が停止され第 航空救難救助中隊（Ｃ ハーキュリ

ーズ）が移駐した。

昭和 年３月 ・在日米軍から、防衛施設庁へ立川基地等の駐留軍等従業員 名を、昭和 年

６月 日付で解雇する旨の通知がある。（横田関係 名）

５月 ・旧 ゲート部分、約 ㎡及び滑走路の南東側面 ㎡を提供する。

６月 ・日米安保条約自動継続。

・立川基地にあった諸部隊は、横田基地の第 戦術戦闘機連隊の隷下、或いは国

外に移動する。

７月 ・超大型輸送機Ｃ Ａギャラクシーが初飛来する。

月 ・ベトナム戦争において米軍が北爆停止を声明する。

月 ・第 回安全保障協議委員会において、在日米軍部隊の配置変更に伴う施設の整

理統合が協議され、横田飛行場に関してはＦ ４Ｃファントム戦闘爆撃機を、昭

和 年末までに沖縄へ、また、偵察部隊を米本国に移駐することになった。

また、この関係で約１万人の日本人従業員の大量解雇を伴う予定とされた。

・在日米軍司令部から、防衛施設庁へ上記の会議で在日米軍基地の整理統合に伴

う駐留軍等従業員の人員整理として、陸海空軍合わせて 名を昭和 年３月

～６月の間に解雇する予定との通告がある。

・横田基地第 戦術戦闘機連隊司令官が、横田基地日米連絡協議会会員を招き、

横田基地の動向を発表する。

①第 戦術戦闘機連隊は解消され、兵員及び飛行機は嘉手納基地に吸収、偵察

技術中隊は、昭和 年６月末までに米本国に撤収、第 連隊所属の第 戦術

戦闘機中隊は解散。

②これに伴い、横田基地の軍人 名、家族を含めると約 名が削減され、

駐留軍等従業員約 名が人員整理される。

昭和 年５月 ・Ｆ Ｃファントム戦闘爆撃機群が沖縄・米本国に移駐し、第 戦術戦闘機連隊

は、沖縄の嘉手納基地第 戦術戦闘機隊に編入された。この時点で、それまでの

戦術基地としての機能はなくなり、第 基地管理連隊が発足し、Ｃ 、Ｃ

５Ａ等の軍用輸送機のほかＤＣ ８、ボーイング その他米軍チャーター民間機

の発着する極東空輸中継基地へと機能を一変した。

昭和 年７月 ・在日米軍施設区域の整理統合が行われ、練馬区のグランドハイツ及び武蔵野市

～ 年３月 のグリーンパーク（武蔵野住宅地区）の返還条件として、横田基地内に代替施
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れる。

４月 ・ベトナム戦争終結。

７月 ・市内の基地周辺地区で住宅防音工事の申し込みと工事が始まる。

９月 ・第 戦術航空団傘下の第 戦術空輸部隊が沖縄の嘉手納基地からＣ Ｅハ

ーキュリーズ 機を伴って移駐する。

昭和 年 ・基地内に建設された施設によるテレビ受信障害が発生していたが、これを解消

する共同受信施設工事が開始される。

昭和 年１月 ・基地と東京消防庁との間で「消防相互応援協定」が締結される。

４月 ・基地周辺の住民が、昭和 年（第１次、 名）、翌昭和 年 月（第２次、

名）の２回にわたり、米軍機の夜間飛行の禁止と騒音被害に対する損害賠償を求

める公害訴訟を、国を相手どり東京地方裁判所八王子支部に提起する。

６月 ・米韓合同軍事演習（チームスピリット）が始まる。現在も実施時期を変更し行

っている。

８月 ・第 ゲートを新設し利用を開始する。病院、倉庫等、約 ㎡が完成する。

昭和 年８月 ・高層住宅 棟、 戸が完成する。

月 ・立川基地が全面返還される。

・都道２・１・５号線用地としてアプローチライト部分 ㎡が返還される。

昭和 年３月 ・東住宅地区沿の立川市道 号線用地として ㎡が返還される。

９月 ・航空機事故による被害が発生した場合の連絡調整体制の整備及び提供施設、区

域現地関係機関連絡協議会の整備についての通達がある。

（昭和 年２月東京都関係連絡会発足）

昭和 年２月 ・横田基地に隣接している国道 号線の交通渋滞を解消するため、拡幅に要する

土地の一部 ㎡が、当該地に所在する住宅建物等の移設工事を原因者負担で

実施するという条件の下に日米合同委員会において返還されることが合意され

た。

３月 ・関東空軍施設整理統合計画終了。この計画に基づき、日本政府は総額 億円を

費やし、住宅 戸、在日米軍司令部庁舎、下士官クラブ、体育館、病院、倉庫、

学校、劇場、教会、ＦＥＮ施設等を建設した。

・国道 号線拡幅のため、移設工事及び基地内の家族住宅、兵員宿舎、管理施設

等基地提供施設の整備工事（通称思いやり工事）に着手する。

８月 ・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律第４条、第５条の規定により第

１種区域 ＷＥＣＰＮＬ 以上 、第２種区域 ＷＥＣＰＮＬ 以上 が指定された。

月 ・基地内都有地明け渡し訴訟が取り下げられる。

昭和 年１月 ・基地常駐機ＵＨ １Ｐに代わりＵＨ １Ｎ ヘリコプター が配備された。

４月 ・国道 号線拡幅の代替地として、米軍構成員の住宅等建設用地 ㎡（ジャ

パマ地区）を追加提供することが閣議決定された。

８月 ・熊川交差点拡幅用地として、南側アプローチ用地 ㎡が返還される。

９月 ・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律第４条の規定による第１種区域

（ＷＥＣＰＮＬ 以上）が追加指定された。
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昭和 年２月 ・航空機事故等連絡調整体制の整備について、東京都関係連絡会議が発足する。

７月 ・東京地裁八王子支部は、横田基地騒音公害訴訟において、損害賠償請求につい

ては受忍限度を超えると認め、国に対して原告 名に過去分の慰謝料の一部の

支払いを命ずる判決を出した。また、飛行差し止めについては却下された。

・国、原告とも上記を不服として、東京高裁に控訴した。

８月 ・法務省入国管理局横田出張所庁舎用地として ㎡が返還された。

昭和 年６月 ・国道 号線拡幅に伴い横断歩道橋用地 ㎡が返還された。

７月 ・米軍機の夜間飛行の禁止、騒音被害に対する損害賠償を求める第３次訴訟が、

第１次、２次訴訟団の家族 名から東京地裁八王子支部に提起された。

昭和 年 ・国道 号線拡幅のための基地内移設工事は完了したが、基地内提供施設整備工

事は現在も引き続き実施されている。

１月 ・米空母ミッドウェーの艦載機Ｅ ２Ｂ（昭和 年 月からはＥ ２Ｃ）による離

着陸訓練が開始された。この訓練は関係市町の中止要請にもかかわらず平成

年９月まで実施されている。

昭和 年３月 ・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律第４条の規定により第１種区域

（ＷＥＣＰＮＬ 以上）が追加指定された。

昭和 年１月 ・横田基地常駐機Ｔ セイバーライナー機に代わってゲイツ・リアジェットＣ

Ａ２機（輸送、連絡機）が配備された。

９月 ・国道 号線拡幅に伴う用地、約 ㎡が返還された。

昭和 年７月 ・東京高裁による横田基地騒音公害訴訟控訴審判決が出された。これにより損害

賠償額は積み増しされたが、夜間飛行差し止め請求は却下された。国、原告とも

上告する。

昭和 年４月 ・国道 号線拡幅工事（幅員 ｍ）が完了する。

７月 ・在比米空軍クラーク基地から後方支援部隊の５部隊（第 空軍音楽隊、第

電子機器設置隊第 派遣隊、太平洋通信師団分遣隊Ａ班、第９航空医療救難飛行

隊、第 航空医療空輸隊）の移駐計画が発表され、再三にわたる中止要請にもか

かわらず、移駐が開始された。

平成元年３月 ・東京地裁八王子支部で第３次横田基地騒音公害訴訟の一審判決があり、夜間飛

行差し止め請求は却下されたが、過去の損害賠償請求の一部は認められ、被害に

ついて時効となった３名を除く原告全員（ 名）に、慰謝料の支払いを命じた。

・国、原告双方とも、上記を不服として控訴した。

９月 ・５部隊の移駐が完了し、軍人 名と家族 名、計 名と３機のＣ ９（医療

空輸機）が移駐してきた。

・在比米空軍クラーク基地から第 戦術空輸飛行中隊の移駐部隊の追加発表があ

る。

なお、これらの部隊移駐については、市及び市議会が中止要請を行なっている。

月 ・Ｃ 関係部隊の移駐が 月末で完了し、軍人 名と家族 名、計 名と４

機のＣ 輸送機 が移駐した。この結果Ｃ は 機となった。この部隊移駐

に伴い、第 戦術空輸航空団が横田へ配属となり、第 戦術空輸群司令部は解
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昭和 年２月 ・航空機事故等連絡調整体制の整備について、東京都関係連絡会議が発足する。

７月 ・東京地裁八王子支部は、横田基地騒音公害訴訟において、損害賠償請求につい

ては受忍限度を超えると認め、国に対して原告 名に過去分の慰謝料の一部の

支払いを命ずる判決を出した。また、飛行差し止めについては却下された。

・国、原告とも上記を不服として、東京高裁に控訴した。

８月 ・法務省入国管理局横田出張所庁舎用地として ㎡が返還された。

昭和 年６月 ・国道 号線拡幅に伴い横断歩道橋用地 ㎡が返還された。

７月 ・米軍機の夜間飛行の禁止、騒音被害に対する損害賠償を求める第３次訴訟が、

第１次、２次訴訟団の家族 名から東京地裁八王子支部に提起された。

昭和 年 ・国道 号線拡幅のための基地内移設工事は完了したが、基地内提供施設整備工

事は現在も引き続き実施されている。

１月 ・米空母ミッドウェーの艦載機Ｅ ２Ｂ（昭和 年 月からはＥ ２Ｃ）による離

着陸訓練が開始された。この訓練は関係市町の中止要請にもかかわらず平成

年９月まで実施されている。

昭和 年３月 ・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律第４条の規定により第１種区域

（ＷＥＣＰＮＬ 以上）が追加指定された。

昭和 年１月 ・横田基地常駐機Ｔ セイバーライナー機に代わってゲイツ・リアジェットＣ

Ａ２機（輸送、連絡機）が配備された。

９月 ・国道 号線拡幅に伴う用地、約 ㎡が返還された。

昭和 年７月 ・東京高裁による横田基地騒音公害訴訟控訴審判決が出された。これにより損害

賠償額は積み増しされたが、夜間飛行差し止め請求は却下された。国、原告とも

上告する。

昭和 年４月 ・国道 号線拡幅工事（幅員 ｍ）が完了する。

７月 ・在比米空軍クラーク基地から後方支援部隊の５部隊（第 空軍音楽隊、第

電子機器設置隊第 派遣隊、太平洋通信師団分遣隊Ａ班、第９航空医療救難飛行

隊、第 航空医療空輸隊）の移駐計画が発表され、再三にわたる中止要請にもか

かわらず、移駐が開始された。

平成元年３月 ・東京地裁八王子支部で第３次横田基地騒音公害訴訟の一審判決があり、夜間飛

行差し止め請求は却下されたが、過去の損害賠償請求の一部は認められ、被害に

ついて時効となった３名を除く原告全員（ 名）に、慰謝料の支払いを命じた。

・国、原告双方とも、上記を不服として控訴した。

９月 ・５部隊の移駐が完了し、軍人 名と家族 名、計 名と３機のＣ ９（医療

空輸機）が移駐してきた。

・在比米空軍クラーク基地から第 戦術空輸飛行中隊の移駐部隊の追加発表があ

る。

なお、これらの部隊移駐については、市及び市議会が中止要請を行なっている。

月 ・Ｃ 関係部隊の移駐が 月末で完了し、軍人 名と家族 名、計 名と４

機のＣ 輸送機 が移駐した。この結果Ｃ は 機となった。この部隊移駐

に伴い、第 戦術空輸航空団が横田へ配属となり、第 戦術空輸群司令部は解
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れる。

４月 ・ベトナム戦争終結。

７月 ・市内の基地周辺地区で住宅防音工事の申し込みと工事が始まる。

９月 ・第 戦術航空団傘下の第 戦術空輸部隊が沖縄の嘉手納基地からＣ Ｅハ

ーキュリーズ 機を伴って移駐する。

昭和 年 ・基地内に建設された施設によるテレビ受信障害が発生していたが、これを解消

する共同受信施設工事が開始される。

昭和 年１月 ・基地と東京消防庁との間で「消防相互応援協定」が締結される。

４月 ・基地周辺の住民が、昭和 年（第１次、 名）、翌昭和 年 月（第２次、

名）の２回にわたり、米軍機の夜間飛行の禁止と騒音被害に対する損害賠償を求

める公害訴訟を、国を相手どり東京地方裁判所八王子支部に提起する。

６月 ・米韓合同軍事演習（チームスピリット）が始まる。現在も実施時期を変更し行

っている。

８月 ・第 ゲートを新設し利用を開始する。病院、倉庫等、約 ㎡が完成する。

昭和 年８月 ・高層住宅 棟、 戸が完成する。

月 ・立川基地が全面返還される。

・都道２・１・５号線用地としてアプローチライト部分 ㎡が返還される。

昭和 年３月 ・東住宅地区沿の立川市道 号線用地として ㎡が返還される。

９月 ・航空機事故による被害が発生した場合の連絡調整体制の整備及び提供施設、区

域現地関係機関連絡協議会の整備についての通達がある。

（昭和 年２月東京都関係連絡会発足）

昭和 年２月 ・横田基地に隣接している国道 号線の交通渋滞を解消するため、拡幅に要する

土地の一部 ㎡が、当該地に所在する住宅建物等の移設工事を原因者負担で

実施するという条件の下に日米合同委員会において返還されることが合意され

た。

３月 ・関東空軍施設整理統合計画終了。この計画に基づき、日本政府は総額 億円を

費やし、住宅 戸、在日米軍司令部庁舎、下士官クラブ、体育館、病院、倉庫、

学校、劇場、教会、ＦＥＮ施設等を建設した。

・国道 号線拡幅のため、移設工事及び基地内の家族住宅、兵員宿舎、管理施設

等基地提供施設の整備工事（通称思いやり工事）に着手する。

８月 ・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律第４条、第５条の規定により第

１種区域 ＷＥＣＰＮＬ 以上 、第２種区域 ＷＥＣＰＮＬ 以上 が指定された。

月 ・基地内都有地明け渡し訴訟が取り下げられる。

昭和 年１月 ・基地常駐機ＵＨ １Ｐに代わりＵＨ １Ｎ ヘリコプター が配備された。

４月 ・国道 号線拡幅の代替地として、米軍構成員の住宅等建設用地 ㎡（ジャ

パマ地区）を追加提供することが閣議決定された。

８月 ・熊川交差点拡幅用地として、南側アプローチ用地 ㎡が返還される。

９月 ・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律第４条の規定による第１種区域

（ＷＥＣＰＮＬ 以上）が追加指定された。
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散して、Ｃ 関係部隊は第 戦術空輸飛行隊と第 戦術空輸飛行隊となった。

平成３年１月 ・中東湾岸戦争勃発

２月 ・中東湾岸戦争終結

７月 ・東京都が初めて国及び米軍に対してＮＬＰ 夜間離着陸訓練 の中止要請を行う。

８月 ・米軍が、初めて硫黄島でＮＬＰを実施する。

・米空母ミッドウェー退役のため離日

・リチャードＥ．ホーリー中将が 代在日米軍、第 空軍司令官に就任

９月 ・米空母インディペンデンスが横須賀港に初入港

・米空母艦載機による訓練の中止要請先を拡大し、初めて内閣総理大臣、米国大

使館、在日米海軍司令官、西太平洋艦隊航空司令官に対しても行う。

・東京都が東京防衛施設局長宛に、横田基地等の返還を文書で要請する。

月 ・初めてジェット機（Ｓ ３Ｂ）による離着陸訓練が実施され、 ホン（市役所屋

上）を記録する。

平成４年１月 ・横田基地内のメリーランド州立大横田分校が、日本人に門戸を開放する。

４月 ・米軍の再編成計画の一環として、第 航空団と第 戦術空輸団が合併し、基

地管理部隊として第 空輸航空団が活動を開始する。

・ジョージ ．デューラム 大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

６月 ・マイケルＪ．マッカーシー大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

・横田空域（関東西部から新潟、静岡両県にまたがる高度 ｍ以下の空間）の

うち、空域全体の約 ％に当たる、日野市から三浦半島にかけての南側の一部が

返還される。

７月 ・国有地のうち引込線部分約 ㎡が返還される。

月 ・マイケルＪ．マッカーシー大佐、昇格し准将となる。

平成５年２月 ・最高裁で「横田基地第１・２次騒音公害訴訟」の判決があり、１・２審判決を

支持し、夜間飛行差し止めは棄却、過去分の損害賠償を認める。

５月 ・基地内の北住宅地区の工事現場で、第２次大戦で使用されたとみられる の

不発弾が発見される。

・東京高裁は、第３次横田基地騒音公害訴訟に関し、原告、被告双方に和解をす

すめた。

７月 ・陸上自衛隊により不発弾が処理された。

月 ・横田基地内で キロリットル ドラム缶約 本分 の航空機燃料漏れが判明した。

・第３次横田基地騒音訴訟に関する和解案が東京高裁から提示された。

・横田基地で初めて艦載機の戦闘機・攻撃機の離着陸訓練が行われ、２日間（夜

間のみ）で市役所に寄せられた苦情は 件であった。

・日米合同委員会において、夜 時から翌朝６時までの飛行制限が合意された。

・リチャードＢ．マイヤーズ中将が 代在日米軍、第 空軍司令官に就任

月 ・日米合同委員会において、横田飛行場の騒音規制措置に関して夜 時から翌朝

６時までの飛行制限が合意される。

平成６年２月 ・第３次横田基地騒音訴訟の和解協議決裂
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３月 ・第３次横田基地騒音訴訟の東京高裁判決が出て、原告、被告ともに上告を断念

する。

８月 ・ケネスＷ．ヘス准将が、第 空輸航空団の司令官に就任

９月 ・基地住宅の下水道料金算定基準について、見直しを司令官に要請する。

月 ・「横田基地飛行差し止め訴訟団」が発足する。

月 ・昭島市、福生市などの住民 人が、国に対して新たに総額９億２千万円の損害

賠償と、夜間、早朝の訓練飛行差し止めなどを求める訴訟を東京地方裁判所八王

子支部に起こした。

平成７年３月 ・横田基地で初めて陸軍、海軍、空軍、海兵隊の 軍合同による防空演習（

）が行われ、戦闘機など 機が集結した。

８月 ・艦載機訓練の中止要請を初めて英文にて行う。

月 ・航空機燃料漏れに関する最終報告書が公表される。

・航空機燃料除去作業が開始される。

・航空機燃料漏れ現場確認

月 ・エドワードＬ．ラファンテイン大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

・基地住宅の下水道料金算出方法につき平成８年度から改定することで合意する。

平成８年１月 ・基地内環境保全説明会及び航空機燃料漏れ現場確認

４月 ・東京地方裁判所八王子支部に原告 名が「新横田基地公害訴訟」を提訴する。

・Ｃ 輸送機が投下訓練中、パラシュート付きの砂袋（約 ）を国有地の緩

衝地帯に誤投下

５月 ・Ｃ 輸送機がブレーキ故障を起こして発煙、化学消防隊が出動した。

・青島東京都知事が初めて横田基地を視察し、５市１町首長と会談及び記者会見

を行う。

６月 ・ラルフＥ．エバーハート中将が 代在日米軍、第５空軍司令官に就任

７月 ・環境庁、外務省、防衛施設庁、東京都、５市１町で航空機燃料漏れ現場を確認

・東京都に政策報道室基地対策担当が設置される。

月 ・航空機燃料漏れ等について、横田基地バードウェル広報部長から進捗状況の説

明がある。（立川市役所）

・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が発足する。

月 ・環境庁、厚生省、外務省、防衛施設庁、東京都、５市１町で航空機燃料漏れ現

場を確認

平成９年２月 ・アランＪ．ブライディング大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

・東京地方裁判所八王子支部に原告 名が「第２次新横田基地公害訴訟」を提

訴する。

５月 ・米軍がアラスカ州エルメンドルフ空軍基地にＣ 輸送機を一部移駐すると発

表する。

・環境庁、厚生省、外務省、防衛施設庁、東京都、５市１町で航空機燃料漏れ現

場を確認

６月 ・沖縄県道 号線越え実弾砲撃訓練の本土移転に伴い、民間チャーター機が横田
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衝地帯に誤投下

５月 ・Ｃ 輸送機がブレーキ故障を起こして発煙、化学消防隊が出動した。

・青島東京都知事が初めて横田基地を視察し、５市１町首長と会談及び記者会見

を行う。

６月 ・ラルフＥ．エバーハート中将が 代在日米軍、第５空軍司令官に就任

７月 ・環境庁、外務省、防衛施設庁、東京都、５市１町で航空機燃料漏れ現場を確認

・東京都に政策報道室基地対策担当が設置される。

月 ・航空機燃料漏れ等について、横田基地バードウェル広報部長から進捗状況の説

明がある。（立川市役所）

・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が発足する。

月 ・環境庁、厚生省、外務省、防衛施設庁、東京都、５市１町で航空機燃料漏れ現

場を確認

平成９年２月 ・アランＪ．ブライディング大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

・東京地方裁判所八王子支部に原告 名が「第２次新横田基地公害訴訟」を提

訴する。

５月 ・米軍がアラスカ州エルメンドルフ空軍基地にＣ 輸送機を一部移駐すると発

表する。

・環境庁、厚生省、外務省、防衛施設庁、東京都、５市１町で航空機燃料漏れ現

場を確認

６月 ・沖縄県道 号線越え実弾砲撃訓練の本土移転に伴い、民間チャーター機が横田
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散して、Ｃ 関係部隊は第 戦術空輸飛行隊と第 戦術空輸飛行隊となった。

平成３年１月 ・中東湾岸戦争勃発

２月 ・中東湾岸戦争終結
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３月 ・第３次横田基地騒音訴訟の東京高裁判決が出て、原告、被告ともに上告を断念
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９月 ・基地住宅の下水道料金算定基準について、見直しを司令官に要請する。
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８月 ・艦載機訓練の中止要請を初めて英文にて行う。

月 ・航空機燃料漏れに関する最終報告書が公表される。
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・航空機燃料漏れ現場確認

月 ・エドワードＬ．ラファンテイン大佐が第 空輸航空団の司令官に就任
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・Ｃ 輸送機が投下訓練中、パラシュート付きの砂袋（約 ）を国有地の緩

衝地帯に誤投下

５月 ・Ｃ 輸送機がブレーキ故障を起こして発煙、化学消防隊が出動した。

・青島東京都知事が初めて横田基地を視察し、５市１町首長と会談及び記者会見
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６月 ・ラルフＥ．エバーハート中将が 代在日米軍、第５空軍司令官に就任

７月 ・環境庁、外務省、防衛施設庁、東京都、５市１町で航空機燃料漏れ現場を確認

・東京都に政策報道室基地対策担当が設置される。

月 ・航空機燃料漏れ等について、横田基地バードウェル広報部長から進捗状況の説

明がある。（立川市役所）

・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が発足する。

月 ・環境庁、厚生省、外務省、防衛施設庁、東京都、５市１町で航空機燃料漏れ現

場を確認

平成９年２月 ・アランＪ．ブライディング大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

・東京地方裁判所八王子支部に原告 名が「第２次新横田基地公害訴訟」を提

訴する。

５月 ・米軍がアラスカ州エルメンドルフ空軍基地にＣ 輸送機を一部移駐すると発

表する。

・環境庁、厚生省、外務省、防衛施設庁、東京都、５市１町で航空機燃料漏れ現

場を確認

６月 ・沖縄県道 号線越え実弾砲撃訓練の本土移転に伴い、民間チャーター機が横田
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基地に着陸する。

・ジョンＢ．ホールジュニア中将が 代在日米軍、第５空軍司令官に就任

月 ・５市１町首長及び青島都知事との第２回会議が開催される。

月 ・環境庁、厚生省、外務省、防衛施設庁、東京都、５市１町で航空機燃料漏れ現

場を確認

平成 年３月 ･３月末までにＣ 輸送機７機がアラスカ州エルメンドルフ空軍基地に移駐した。

７月 ・環境庁、外務省、厚生省、防衛施設庁、東京防衛施設局、横田防衛施設事務所、

東京都、５市１町で航空機燃料漏れ現場を確認

・基地南側引込線のポンプステーション付近で、航空機燃料約 リットルから

リットルが作業中に漏れる事故が発生した。

８月 ・米空母インディペンデンスに代わりキティホークが横須賀港に配備される。

・マークＡ．ボルチェフ大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

月 ・横田基地所属のＣ ９がエンジンカバーの一部を落下する。（ ｍ× ｍの金

属製）場所は判明していない。（エンジンが火災を起こしていた。）

月 ・５市１町首長及び青島都知事との第３回会議が開催される。

月 ・午前２時頃横田基地所属の米軍人２名による傷害事件が発生する。

（被害者：瑞穂町住民、男性 才）

平成 年１月 ・コーエン国防長官が初めて米軍横田基地を訪れ、米兵らを激励した。

５月 ・横田基地所属のＣ が、５日の午後５時 分頃、基地の南９マイル（ ）

付近に、誤ってパラシュート付砂袋 ポンド（７ ）を落下させる事故が発生す

る。５月９日、町田市の民家の屋根で発見された。屋根瓦２～３枚を破損した。

・周辺事態に際して我が国の平和及び安全を確保するための措置に関する法律等

（ガイドライン関連法等）が成立し、承認される。

６月 ・石原都知事が基地並びに基地周辺を視察し、その後、５市１町首長と昭島市内

のホテルで臨時会が開催される。

９月 ・ポールＶ．ヘスター中将が 代在日米軍、第５空軍司令官に就任。

平成 年１月 ・マークＲ．ザムゾウ大佐が第 空輸航空団の司令官に就任。

９月 ・ＮＬＰが 日から 日までの５日間実施される。近年になく、低空による旋回

飛行と訓練時間も長かったことから、市に 件の苦情が寄せられた。

月 ・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会では「平成 年度横田基地対策

に関する総合要請」を国並びに在日米軍等に対し行った。その際、９月に実

施されたＮＬＰがひどかったことから、要請文の中に横田基地の整理・縮小・

返還の文言を条件付きながら初めて加えた。

・横田基地の滑走路を全面改修することが、在日米軍基地の整備を協議する日米

合同委員会で合意される。工事概要はオーバーレイ工法により実施され、改修され

る面積は約 万㎡。（滑走路はオーバーランを含め、長さ ｍ・幅 ｍであ

る。）工期は準備工を含め平成 年 月から平成 年６月まで。

平成 年９月 ・「防災の日」の９月１日、平成 年度東京都総合防災訓練（ビックレスキュー東

京 ～首都を救え～）で、初めて横田基地および赤坂プレスセンターの 箇所
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る。）工期は準備工を含め平成 年 月から平成 年６月まで。
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京 ～首都を救え～）で、初めて横田基地および赤坂プレスセンターの 箇所
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の米軍基地を利用して実施された。訓練会場には、自衛隊の大型輸送機４機、ヘ

リコプター２機による他県からの広域援助隊、救急車両の大型輸送機による受け

入れやヘリコプター等による都内各地からの傷病者の受け入れ、輸送機による他

県搬送など、人員、物資の広域輸送拠点としての訓練が実施された。

・ 日、ニュ―ヨークの世界貿易センタービル（ツインタワー）に旅客機２機が激

突、また、ワシントンの国防省（ペンタゴン）に旅客機１機が激突、さらに旅客

機 機がペンシルベニア州に墜落するハイジャックによる事件 テロ が発生する。

・横田基地を始め、各在日米軍基地で、警戒態勢（Ａ～Ｄ）で最高度に当たる「Ｄ

（デルタ）」の態勢が数日とられ、以後も警戒態勢が続いた。 
・米軍所属のＣ- 輸送機の機体の一部が飛行中に落下し、羽村市内の工場の屋根

に直撃する事故が発生した。 
月  ・横田基地内滑走路の本格工事始まる。（滑走路の凹凸や亀裂部分にアスファルト 

注入するなどの作業をし、その上に新たに厚さ ㎝のコンクリート版をかぶせ

る。）滑走路の北側（瑞穂町側）半分が閉鎖され、５か所のゲート（内仮設１ゲ

ート含む。）の内、市内２か所のゲート（第５・ ゲート）を使用して、資材を

ダンプカーで搬出入する作業が始まる。工期は、平成 年２月中旬に北側の工

事終了後、引き続き南側（昭島側）残り半分の工事を行い、平成 年６月末ま

でに完了した。

・滑走路本格工事のため 月より 年６月末までの間、滑走路の半分が使用出来な

いことから、常駐機Ｃ ９（医療輸送機）４機及びＣ （輸送・連絡機）４機の

計８機が嘉手納及び厚木米軍基地に移動した。

・米軍が９月 日の米同時多発テロ事件に対する報復として、アフガニスタンのタ

リバーン政権の軍事施設に対し空爆を開始した。

・テロ３法 テロ対策特別措置法・改正自衛隊法・改正海上保安庁法 が 日に成立

・マーク ．スターンズ准将が第 空輸航空団の司令官に就任

月 ・トーマス ．ワスコ－中将が 代在日米軍及び第 空軍司令官に就任

・テロ対策特別措置法に基づく対米支援やアフガニスタン被災民救援のため、海上 
自衛隊の艦船3隻が出航した。 

（自衛隊史上初めて後方支援の形で軍事作戦に参加する。） 
平成 年２月   ・ＮＬＰについて日米両政府間で了解がなされる。

１ ＮＬＰはできる限り硫黄島で実施する。

２ ＮＬＰを国内の基地で実施しなければならない場合においては、できるだ

け早く通知するとともに、騒音・環境面等に最大限配慮する。 
９月 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（２回目） 

平成 年３月 ・横田基地に向けて金属弾ゲリラ発生

５月   ・米大統領が、首相との会談において横田基地の軍民共用化に関し、「実現可能性 
について検討する」と発言する。 

・第四次横田基地飛行差し止め訴訟の一審判決。過去分の一部賠償請求のみ認める 
判決に対し、後日原告・国の双方が控訴する。 
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・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。 
７月    ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。 

・マーク ．シスラー大佐が第 空輸航空団の司令官に就任 
９月 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（３回目）周辺５市１町参加 

・第374航空医療搬送中隊が解散し、Ｃ-９航空機が撤収する。 
月 ・７月に起こった外国人男性への傷害事件の容疑者として横田基地勤務の一等空

兵が書類送検、起訴された。 
・国から横田基地をＮＬＰの代替施設として使用する可能性がある旨通告（通告期 
間 ～ ）。実施はされず。 

・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。サイレ

ン吹鳴無し。 
月 ・新横田基地訴訟の控訴審が東京高裁で開始される。

月 ・軍民共用化に向けて、東京都と関係省庁の連絡協議会の初会合が官邸で開かれ 
た。 

平成 年１月 ・横田基地に爆発物を仕掛けたとの内容のメモが基地内で発見されるケースが２ 
件あった。 
いずれも爆発物は発見されず、最初のケースについてはいたずらと判明した。 

・国から横田基地をＮＬＰの代替施設として使用する可能性がある旨通告 ～

。実施はされず。 
２月 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

４月 ・軍民共用化に向けて、東京都と関連省庁でつくる連絡協議会が開かれた。

５月 ・横田基地を離陸した米軍機Ｃ 輸送機（アラスカの基地所属）が埼玉県（比企

郡鳩山町あるいは玉川村付近）上空を飛行中に第１エンジン排気口の一部である

直径 、長さ のテールパイプを落とした。 
 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。 

 ・１月の爆弾騒ぎの件で米国人中学生２人が米国本土へ追放処分される。 
 ６月   ・横田基地所属の兵士 人がイラクなど中東に出発した。 
 ７月   ・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。

８月 ・横田基地所属のヘリコプター ＵＨ １Ｎ が横浜みなとみらいのヘリポートにエ

ンジントラブルのため 故障箇所は主要エンジンのギアボックス 緊急着陸した。

・友好祭のパラシュート落下デモンストレーション飛行中、Ｃ がヘルメットを

瑞穂町の工場敷地内に落下させた。

 ・横田基地が管理する所沢通信施設で停電などの際に代替電力として使用される発

電機用燃料として貯蔵されていた軽油の燃料漏れが起きた。 
 ９月   ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。 

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（４回目）周辺５市１町参加 
 月 ・新潟県中越地震の被害者支援のため、東京都と横田基地周辺５市１町の支援物資

が米軍の輸送機により横田基地から新潟空港に輸送された。 
 月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ Ｎ）が、沼津市のグランドに事故予防着陸
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瑞穂町の工場敷地内に落下させた。

 ・横田基地が管理する所沢通信施設で停電などの際に代替電力として使用される発

電機用燃料として貯蔵されていた軽油の燃料漏れが起きた。 
 ９月   ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。 

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（４回目）周辺５市１町参加 
 月 ・新潟県中越地震の被害者支援のため、東京都と横田基地周辺５市１町の支援物資

が米軍の輸送機により横田基地から新潟空港に輸送された。 
 月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ Ｎ）が、沼津市のグランドに事故予防着陸
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９月 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（３回目）周辺５市１町参加 

・第374航空医療搬送中隊が解散し、Ｃ-９航空機が撤収する。 
月 ・７月に起こった外国人男性への傷害事件の容疑者として横田基地勤務の一等空

兵が書類送検、起訴された。 
・国から横田基地をＮＬＰの代替施設として使用する可能性がある旨通告（通告期 
間 ～ ）。実施はされず。 

・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。サイレ

ン吹鳴無し。 
月 ・新横田基地訴訟の控訴審が東京高裁で開始される。

月 ・軍民共用化に向けて、東京都と関係省庁の連絡協議会の初会合が官邸で開かれ 
た。 

平成 年１月 ・横田基地に爆発物を仕掛けたとの内容のメモが基地内で発見されるケースが２ 
件あった。 
いずれも爆発物は発見されず、最初のケースについてはいたずらと判明した。 

・国から横田基地をＮＬＰの代替施設として使用する可能性がある旨通告 ～

。実施はされず。 
２月 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

４月 ・軍民共用化に向けて、東京都と関連省庁でつくる連絡協議会が開かれた。

５月 ・横田基地を離陸した米軍機Ｃ 輸送機（アラスカの基地所属）が埼玉県（比企

郡鳩山町あるいは玉川村付近）上空を飛行中に第１エンジン排気口の一部である

直径 、長さ のテールパイプを落とした。 
 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。 

 ・１月の爆弾騒ぎの件で米国人中学生２人が米国本土へ追放処分される。 
 ６月   ・横田基地所属の兵士 人がイラクなど中東に出発した。 
 ７月   ・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。

８月 ・横田基地所属のヘリコプター ＵＨ １Ｎ が横浜みなとみらいのヘリポートにエ

ンジントラブルのため 故障箇所は主要エンジンのギアボックス 緊急着陸した。

・友好祭のパラシュート落下デモンストレーション飛行中、Ｃ がヘルメットを

瑞穂町の工場敷地内に落下させた。

 ・横田基地が管理する所沢通信施設で停電などの際に代替電力として使用される発

電機用燃料として貯蔵されていた軽油の燃料漏れが起きた。 
 ９月   ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。 

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（４回目）周辺５市１町参加 
 月 ・新潟県中越地震の被害者支援のため、東京都と横田基地周辺５市１町の支援物資

が米軍の輸送機により横田基地から新潟空港に輸送された。 
 月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ Ｎ）が、沼津市のグランドに事故予防着陸
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した。

・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、調布飛行場に事故予防着陸した。

月 ・基地内において、自衛隊の警護出動訓練が行われた。

・スマトラ島沖の地震と津波災害地で、救援や人道支援にあたる拠点施設を立ち上

げるため、資器材や要員を積んだ横田基地所属のＣ １３０輸送機が、タイ・ウ

タパオに出発した。

平成 年１月 ・運用即応演習が行われた。（大型拡声器は使用されなかった。）

・地上爆発模擬装置 グランド･バースト･シミュレータ を使用した演習が行われた。

２月 ・ブルース Ａ ライト中将が 代第５空軍、在日米軍の司令官に就任

・日米の外務・防衛担当閣僚による日米安全保障協議委員会（２プラス２）が、ワ

シントンで開かれた。

３月 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

５月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ Ｎ）が、山梨県南都留郡鳴沢村の駐車場に

緊急着陸した。

・日米防衛・外務当局の審議官級会合が、ワシントンで開かれた。

６月 ・スコット Ｐ グッドウィン大佐が第 空輸航空団司令官に就任

９月 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（５回目）周辺５市１町参加

月 ・横田飛行場に係る第１種区域等の指定及び指定解除が告示された。

・日米安全保障協議委員会（２プラス２）で在日米軍再編に関する中間報告がま

とまった。（横田基地関連では、航空自衛隊航空総隊司令部及び関連部隊の米第

５空軍司令部との併置など）

月 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

・福生市議会が横田基地に関する在日米軍再編に係る情報の早期提供を求める意

見書を、内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣、防衛庁長官に対して提出する。

平成 年１月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応監査が行われた。

（運用即応演習を実施し、監査するもの）

５月 ・日米安全保障協議委員会において、閣僚は、同委員会文書（最終とりまとめ）「再

編実施のための日米ロードマップ」に記されている、 年 月の再編案の実施

の詳細を承認した。（横田基地関連では、航空自衛隊航空総隊司令部及び関連部

隊の移転、共同統合運用調整所の併置、横田空域の一部返還など）

・「在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取り組みについて」、在日米軍の兵

力構成見直し等に関する政府の取り組みについての具体的措置を含む最終とり

まとめが承認されるなどの７項目について閣議決定された。

・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫

黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛

行場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）
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げるため、資器材や要員を積んだ横田基地所属のＣ １３０輸送機が、タイ・ウ

タパオに出発した。

平成 年１月 ・運用即応演習が行われた。（大型拡声器は使用されなかった。）

・地上爆発模擬装置 グランド･バースト･シミュレータ を使用した演習が行われた。

２月 ・ブルース Ａ ライト中将が 代第５空軍、在日米軍の司令官に就任

・日米の外務・防衛担当閣僚による日米安全保障協議委員会（２プラス２）が、ワ

シントンで開かれた。

３月 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

５月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ Ｎ）が、山梨県南都留郡鳴沢村の駐車場に

緊急着陸した。

・日米防衛・外務当局の審議官級会合が、ワシントンで開かれた。

６月 ・スコット Ｐ グッドウィン大佐が第 空輸航空団司令官に就任

９月 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（５回目）周辺５市１町参加

月 ・横田飛行場に係る第１種区域等の指定及び指定解除が告示された。

・日米安全保障協議委員会（２プラス２）で在日米軍再編に関する中間報告がま

とまった。（横田基地関連では、航空自衛隊航空総隊司令部及び関連部隊の米第

５空軍司令部との併置など）

月 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

・福生市議会が横田基地に関する在日米軍再編に係る情報の早期提供を求める意

見書を、内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣、防衛庁長官に対して提出する。

平成 年１月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応監査が行われた。

（運用即応演習を実施し、監査するもの）

５月 ・日米安全保障協議委員会において、閣僚は、同委員会文書（最終とりまとめ）「再

編実施のための日米ロードマップ」に記されている、 年 月の再編案の実施

の詳細を承認した。（横田基地関連では、航空自衛隊航空総隊司令部及び関連部

隊の移転、共同統合運用調整所の併置、横田空域の一部返還など）

・「在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取り組みについて」、在日米軍の兵

力構成見直し等に関する政府の取り組みについての具体的措置を含む最終とり

まとめが承認されるなどの７項目について閣議決定された。

・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫

黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛

行場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）
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黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛

行場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）
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した。

・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、調布飛行場に事故予防着陸した。

月 ・基地内において、自衛隊の警護出動訓練が行われた。

・スマトラ島沖の地震と津波災害地で、救援や人道支援にあたる拠点施設を立ち上

げるため、資器材や要員を積んだ横田基地所属のＣ １３０輸送機が、タイ・ウ

タパオに出発した。

平成 年１月 ・運用即応演習が行われた。（大型拡声器は使用されなかった。）

・地上爆発模擬装置 グランド･バースト･シミュレータ を使用した演習が行われた。

２月 ・ブルース Ａ ライト中将が 代第５空軍、在日米軍の司令官に就任

・日米の外務・防衛担当閣僚による日米安全保障協議委員会（２プラス２）が、ワ

シントンで開かれた。

３月 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

５月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ Ｎ）が、山梨県南都留郡鳴沢村の駐車場に

緊急着陸した。

・日米防衛・外務当局の審議官級会合が、ワシントンで開かれた。

６月 ・スコット Ｐ グッドウィン大佐が第 空輸航空団司令官に就任

９月 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（５回目）周辺５市１町参加

月 ・横田飛行場に係る第１種区域等の指定及び指定解除が告示された。

・日米安全保障協議委員会（２プラス２）で在日米軍再編に関する中間報告がま

とまった。（横田基地関連では、航空自衛隊航空総隊司令部及び関連部隊の米第

５空軍司令部との併置など）

月 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

・福生市議会が横田基地に関する在日米軍再編に係る情報の早期提供を求める意

見書を、内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣、防衛庁長官に対して提出する。

平成 年１月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応監査が行われた。

（運用即応演習を実施し、監査するもの）

５月 ・日米安全保障協議委員会において、閣僚は、同委員会文書（最終とりまとめ）「再

編実施のための日米ロードマップ」に記されている、 年 月の再編案の実施

の詳細を承認した。（横田基地関連では、航空自衛隊航空総隊司令部及び関連部

隊の移転、共同統合運用調整所の併置、横田空域の一部返還など）

・「在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取り組みについて」、在日米軍の兵

力構成見直し等に関する政府の取り組みについての具体的措置を含む最終とり

まとめが承認されるなどの７項目について閣議決定された。
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行場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）
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・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。 
７月    ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。 

・マーク ．シスラー大佐が第 空輸航空団の司令官に就任 
９月 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（３回目）周辺５市１町参加 

・第374航空医療搬送中隊が解散し、Ｃ-９航空機が撤収する。 
月 ・７月に起こった外国人男性への傷害事件の容疑者として横田基地勤務の一等空

兵が書類送検、起訴された。 
・国から横田基地をＮＬＰの代替施設として使用する可能性がある旨通告（通告期 
間 ～ ）。実施はされず。 

・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。サイレ

ン吹鳴無し。 
月 ・新横田基地訴訟の控訴審が東京高裁で開始される。

月 ・軍民共用化に向けて、東京都と関係省庁の連絡協議会の初会合が官邸で開かれ 
た。 

平成 年１月 ・横田基地に爆発物を仕掛けたとの内容のメモが基地内で発見されるケースが２ 
件あった。 
いずれも爆発物は発見されず、最初のケースについてはいたずらと判明した。 

・国から横田基地をＮＬＰの代替施設として使用する可能性がある旨通告 ～

。実施はされず。 
２月 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。

４月 ・軍民共用化に向けて、東京都と関連省庁でつくる連絡協議会が開かれた。

５月 ・横田基地を離陸した米軍機Ｃ 輸送機（アラスカの基地所属）が埼玉県（比企

郡鳩山町あるいは玉川村付近）上空を飛行中に第１エンジン排気口の一部である

直径 、長さ のテールパイプを落とした。 
 ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。 

 ・１月の爆弾騒ぎの件で米国人中学生２人が米国本土へ追放処分される。 
 ６月   ・横田基地所属の兵士 人がイラクなど中東に出発した。 
 ７月   ・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。

８月 ・横田基地所属のヘリコプター ＵＨ １Ｎ が横浜みなとみらいのヘリポートにエ

ンジントラブルのため 故障箇所は主要エンジンのギアボックス 緊急着陸した。

・友好祭のパラシュート落下デモンストレーション飛行中、Ｃ がヘルメットを

瑞穂町の工場敷地内に落下させた。

 ・横田基地が管理する所沢通信施設で停電などの際に代替電力として使用される発

電機用燃料として貯蔵されていた軽油の燃料漏れが起きた。 
 ９月   ・ジャイアントボイス（大型拡声器）を使用した運用即応演習が行われた。 

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（４回目）周辺５市１町参加 
 月 ・新潟県中越地震の被害者支援のため、東京都と横田基地周辺５市１町の支援物資

が米軍の輸送機により横田基地から新潟空港に輸送された。 
 月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ Ｎ）が、沼津市のグランドに事故予防着陸
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９月 ・東京都の横田基地を利用した防災訓練（６回目）に在日米軍が初参加した。

・横田空域の一部について、軍事上の目的に必要でないときに航空管制業務の責任

を一時的に日本側に当局に移管する措置が開始された。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫

黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛

行場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）

・横田基地の軍民共用化に関する日米両政府間の協議組織である「スタディグルー

プ」の第１回会合が開催された。

平成 年１月 ・米空軍は、横田飛行場において第 空軍第１分遣隊を立ち上げ、第 航空管制

隊を第５空軍から第 空軍に所管替えした。なお、第 空軍司令部は引き続きハ

ワイに、第 航空管制隊司令部は引き続き日本に所在する。

・横田基地等において１月 日から２月８日まで日米共同統合演習（指揮所訓練）

が実施された。

２月 ・本年５月までにＣ ＥからＣ Ｈへ機種変更を完了させるとの発表があった。

５月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫

黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛

行場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）、

硫黄島での訓練が天候不良を理由に、厚木飛行場で 、 、 日の３日間にわた

る戦闘攻撃機の夜間訓練が行われた。

・横田ラプコン ＲＡＰＣＯＮ 施設への航空自衛隊航空管制官の併置が開始される。

６月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、神奈川県横浜市金沢区の公園に

緊急着陸した。

・第 空輸中隊所属のＣ 航空機が総合的な米空軍再編の一環による人員・コス

ト削減のため退役し、Ｃ Ｊヒューロンが入れ替わりに配備される。

７月 ・グランド･バースト･シミュレータ 地上爆発模擬装置 を使用した緊急管理演習が

行われた。

・日米合同委員会で、航空総隊司令部庁舎本体用地として、約 ㎡の共同使用

が承認される。

・ジョン ．ニューエル大佐が第 空輸航空団司令官に就任

８月 ・日米合同委員会で、航空総隊司令部等庁舎の共同使用が承認される。

・「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」が施行される。

・防衛施設庁廃止

９月 ・横田基地の給油施設において、 ガロンの燃料漏れ事故が発生した。
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９月 ・東京都の横田基地を利用した防災訓練（６回目）に在日米軍が初参加した。

・横田空域の一部について、軍事上の目的に必要でないときに航空管制業務の責任

を一時的に日本側に当局に移管する措置が開始された。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫

黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛

行場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）

・横田基地の軍民共用化に関する日米両政府間の協議組織である「スタディグルー

プ」の第１回会合が開催された。

平成 年１月 ・米空軍は、横田飛行場において第 空軍第１分遣隊を立ち上げ、第 航空管制

隊を第５空軍から第 空軍に所管替えした。なお、第 空軍司令部は引き続きハ

ワイに、第 航空管制隊司令部は引き続き日本に所在する。

・横田基地等において１月 日から２月８日まで日米共同統合演習（指揮所訓練）

が実施された。

２月 ・本年５月までにＣ ＥからＣ Ｈへ機種変更を完了させるとの発表があった。

５月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。
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る戦闘攻撃機の夜間訓練が行われた。

・横田ラプコン ＲＡＰＣＯＮ 施設への航空自衛隊航空管制官の併置が開始される。

６月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、神奈川県横浜市金沢区の公園に

緊急着陸した。

・第 空輸中隊所属のＣ 航空機が総合的な米空軍再編の一環による人員・コス

ト削減のため退役し、Ｃ Ｊヒューロンが入れ替わりに配備される。

７月 ・グランド･バースト･シミュレータ 地上爆発模擬装置 を使用した緊急管理演習が

行われた。

・日米合同委員会で、航空総隊司令部庁舎本体用地として、約 ㎡の共同使用

が承認される。

・ジョン ．ニューエル大佐が第 空輸航空団司令官に就任

８月 ・日米合同委員会で、航空総隊司令部等庁舎の共同使用が承認される。

・「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」が施行される。

・防衛施設庁廃止

９月 ・横田基地の給油施設において、 ガロンの燃料漏れ事故が発生した。
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29 

月 ・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫黄

島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛行

場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）

・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・キャンプ座間に置かれている朝鮮国連軍後方司令部（要員４名）が横田飛行場へ

移転された。

・横田基地等で日米共同統合演習（在外邦人等輸送訓練、航空作戦）が実施された。

・横田基地の軍民共用化に関する日米両政府間の協議組織である「スタディグルー

プ」は、 月を期限として進められてきたが、 月８日の高村外相とゲーツ国防

長官との会談において、引き続き日米両政府間で協議を行うこととなった。

月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、朝霞駐屯地に予防着陸した。

平成 年１月 ・グランド･バースト･シミュレータ 地上爆発模擬装置 を使用した緊急管理監査 重

大事故における対応訓練の監査 が行われた。

２月 ・エドワード ．ライス中将が 代在日米軍及び第 空軍司令官に就任

３月 ・航空総隊司令部庁舎等の建設が開始される。

・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫黄

島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛行

場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）

６月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、相模原市田名の相模川河川敷に予

防着陸した。

・横田基地に輸送及び整備に関する指揮指令を行う第 航空機動運用群が発足する。

（ 日）

７月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が横田基地から南に２マイル付近で、

ペットボトルを落下させる事故が発生した。

・横田基地所属の輸送機（Ｃ ）が、北に マイル地点への往復飛行を行った際

に、同機から、重さ１．４ のＩＦＦアンテナが脱落する事故が発生した。

８月 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（８回目）周辺５市１町参加

９月 ・米海軍横須賀基地の通常型空母キティホークに代わり、原子力空母ジョージ・ワ

シントンが配備された。

・横田空域の一部（南側のエリアは地上部分で約 ％、体積で約 ％）及び管制業

務が日本に返還された。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・日米合同委員会で、航空総隊司令部関連施設（防空指揮群庁舎等）の共同使用が

承認される。（土地の共同使用面積：約 ㎡）

平成 年１月 ・横田基地内国防財務会計日本事務所全焼 建物面積約 ㎡、建設年度昭和 年

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

４月 ・ジョン ．ヒックス大佐が第 空輸航空団司令官に就任

５月 ・ＮＬＰ（原子力空母ジョージ・ワシントン艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で

行われた。（硫黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場
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プ」は、 月を期限として進められてきたが、 月８日の高村外相とゲーツ国防

長官との会談において、引き続き日米両政府間で協議を行うこととなった。

月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、朝霞駐屯地に予防着陸した。

平成 年１月 ・グランド･バースト･シミュレータ 地上爆発模擬装置 を使用した緊急管理監査 重

大事故における対応訓練の監査 が行われた。

２月 ・エドワード ．ライス中将が 代在日米軍及び第 空軍司令官に就任
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９月 ・米海軍横須賀基地の通常型空母キティホークに代わり、原子力空母ジョージ・ワ

シントンが配備された。

・横田空域の一部（南側のエリアは地上部分で約 ％、体積で約 ％）及び管制業

務が日本に返還された。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・日米合同委員会で、航空総隊司令部関連施設（防空指揮群庁舎等）の共同使用が

承認される。（土地の共同使用面積：約 ㎡）

平成 年１月 ・横田基地内国防財務会計日本事務所全焼 建物面積約 ㎡、建設年度昭和 年

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

４月 ・ジョン ．ヒックス大佐が第 空輸航空団司令官に就任

５月 ・ＮＬＰ（原子力空母ジョージ・ワシントン艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で

行われた。（硫黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場
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島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛行

場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）

６月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、相模原市田名の相模川河川敷に予

防着陸した。

・横田基地に輸送及び整備に関する指揮指令を行う第 航空機動運用群が発足する。

（ 日）

７月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が横田基地から南に２マイル付近で、

ペットボトルを落下させる事故が発生した。

・横田基地所属の輸送機（Ｃ ）が、北に マイル地点への往復飛行を行った際

に、同機から、重さ１．４ のＩＦＦアンテナが脱落する事故が発生した。

８月 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（８回目）周辺５市１町参加

９月 ・米海軍横須賀基地の通常型空母キティホークに代わり、原子力空母ジョージ・ワ

シントンが配備された。

・横田空域の一部（南側のエリアは地上部分で約 ％、体積で約 ％）及び管制業

務が日本に返還された。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・日米合同委員会で、航空総隊司令部関連施設（防空指揮群庁舎等）の共同使用が

承認される。（土地の共同使用面積：約 ㎡）

平成 年１月 ・横田基地内国防財務会計日本事務所全焼 建物面積約 ㎡、建設年度昭和 年

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

４月 ・ジョン ．ヒックス大佐が第 空輸航空団司令官に就任

５月 ・ＮＬＰ（原子力空母ジョージ・ワシントン艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で

行われた。（硫黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場

29 

月 ・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫黄

島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛行

場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）

・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・キャンプ座間に置かれている朝鮮国連軍後方司令部（要員４名）が横田飛行場へ

移転された。

・横田基地等で日米共同統合演習（在外邦人等輸送訓練、航空作戦）が実施された。

・横田基地の軍民共用化に関する日米両政府間の協議組織である「スタディグルー

プ」は、 月を期限として進められてきたが、 月８日の高村外相とゲーツ国防

長官との会談において、引き続き日米両政府間で協議を行うこととなった。

月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、朝霞駐屯地に予防着陸した。

平成 年１月 ・グランド･バースト･シミュレータ 地上爆発模擬装置 を使用した緊急管理監査 重

大事故における対応訓練の監査 が行われた。

２月 ・エドワード ．ライス中将が 代在日米軍及び第 空軍司令官に就任

３月 ・航空総隊司令部庁舎等の建設が開始される。

・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫黄

島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛行

場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）

６月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、相模原市田名の相模川河川敷に予

防着陸した。

・横田基地に輸送及び整備に関する指揮指令を行う第 航空機動運用群が発足する。

（ 日）

７月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が横田基地から南に２マイル付近で、

ペットボトルを落下させる事故が発生した。

・横田基地所属の輸送機（Ｃ ）が、北に マイル地点への往復飛行を行った際

に、同機から、重さ１．４ のＩＦＦアンテナが脱落する事故が発生した。

８月 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（８回目）周辺５市１町参加

９月 ・米海軍横須賀基地の通常型空母キティホークに代わり、原子力空母ジョージ・ワ

シントンが配備された。

・横田空域の一部（南側のエリアは地上部分で約 ％、体積で約 ％）及び管制業

務が日本に返還された。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・日米合同委員会で、航空総隊司令部関連施設（防空指揮群庁舎等）の共同使用が

承認される。（土地の共同使用面積：約 ㎡）

平成 年１月 ・横田基地内国防財務会計日本事務所全焼 建物面積約 ㎡、建設年度昭和 年

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

４月 ・ジョン ．ヒックス大佐が第 空輸航空団司令官に就任

５月 ・ＮＬＰ（原子力空母ジョージ・ワシントン艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で

行われた。（硫黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場

29 

月 ・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫黄

島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛行

場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）

・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・キャンプ座間に置かれている朝鮮国連軍後方司令部（要員４名）が横田飛行場へ

移転された。

・横田基地等で日米共同統合演習（在外邦人等輸送訓練、航空作戦）が実施された。

・横田基地の軍民共用化に関する日米両政府間の協議組織である「スタディグルー

プ」は、 月を期限として進められてきたが、 月８日の高村外相とゲーツ国防

長官との会談において、引き続き日米両政府間で協議を行うこととなった。

月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、朝霞駐屯地に予防着陸した。

平成 年１月 ・グランド･バースト･シミュレータ 地上爆発模擬装置 を使用した緊急管理監査 重

大事故における対応訓練の監査 が行われた。

２月 ・エドワード ．ライス中将が 代在日米軍及び第 空軍司令官に就任

３月 ・航空総隊司令部庁舎等の建設が開始される。

・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫黄

島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛行

場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）

６月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、相模原市田名の相模川河川敷に予

防着陸した。

・横田基地に輸送及び整備に関する指揮指令を行う第 航空機動運用群が発足する。

（ 日）

７月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が横田基地から南に２マイル付近で、

ペットボトルを落下させる事故が発生した。

・横田基地所属の輸送機（Ｃ ）が、北に マイル地点への往復飛行を行った際

に、同機から、重さ１．４ のＩＦＦアンテナが脱落する事故が発生した。

８月 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（８回目）周辺５市１町参加

９月 ・米海軍横須賀基地の通常型空母キティホークに代わり、原子力空母ジョージ・ワ

シントンが配備された。

・横田空域の一部（南側のエリアは地上部分で約 ％、体積で約 ％）及び管制業

務が日本に返還された。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・日米合同委員会で、航空総隊司令部関連施設（防空指揮群庁舎等）の共同使用が

承認される。（土地の共同使用面積：約 ㎡）

平成 年１月 ・横田基地内国防財務会計日本事務所全焼 建物面積約 ㎡、建設年度昭和 年

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

４月 ・ジョン ．ヒックス大佐が第 空輸航空団司令官に就任

５月 ・ＮＬＰ（原子力空母ジョージ・ワシントン艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で

行われた。（硫黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場

29 

月 ・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫黄

島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛行

場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）

・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・キャンプ座間に置かれている朝鮮国連軍後方司令部（要員４名）が横田飛行場へ

移転された。

・横田基地等で日米共同統合演習（在外邦人等輸送訓練、航空作戦）が実施された。

・横田基地の軍民共用化に関する日米両政府間の協議組織である「スタディグルー

プ」は、 月を期限として進められてきたが、 月８日の高村外相とゲーツ国防

長官との会談において、引き続き日米両政府間で協議を行うこととなった。

月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、朝霞駐屯地に予防着陸した。

平成 年１月 ・グランド･バースト･シミュレータ 地上爆発模擬装置 を使用した緊急管理監査 重

大事故における対応訓練の監査 が行われた。

２月 ・エドワード ．ライス中将が 代在日米軍及び第 空軍司令官に就任

３月 ・航空総隊司令部庁舎等の建設が開始される。

・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫黄

島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛行

場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）

６月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、相模原市田名の相模川河川敷に予

防着陸した。

・横田基地に輸送及び整備に関する指揮指令を行う第 航空機動運用群が発足する。

（ 日）

７月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が横田基地から南に２マイル付近で、

ペットボトルを落下させる事故が発生した。

・横田基地所属の輸送機（Ｃ ）が、北に マイル地点への往復飛行を行った際

に、同機から、重さ１．４ のＩＦＦアンテナが脱落する事故が発生した。

８月 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（８回目）周辺５市１町参加

９月 ・米海軍横須賀基地の通常型空母キティホークに代わり、原子力空母ジョージ・ワ

シントンが配備された。

・横田空域の一部（南側のエリアは地上部分で約 ％、体積で約 ％）及び管制業

務が日本に返還された。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・日米合同委員会で、航空総隊司令部関連施設（防空指揮群庁舎等）の共同使用が

承認される。（土地の共同使用面積：約 ㎡）

平成 年１月 ・横田基地内国防財務会計日本事務所全焼 建物面積約 ㎡、建設年度昭和 年

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

４月 ・ジョン ．ヒックス大佐が第 空輸航空団司令官に就任

５月 ・ＮＬＰ（原子力空母ジョージ・ワシントン艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で

行われた。（硫黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場

28 

９月 ・東京都の横田基地を利用した防災訓練（６回目）に在日米軍が初参加した。

・横田空域の一部について、軍事上の目的に必要でないときに航空管制業務の責任

を一時的に日本側に当局に移管する措置が開始された。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

・ＮＬＰ（空母キティホーク艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で行われた。（硫

黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場合には、厚木飛

行場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性があるとの通告）

・横田基地の軍民共用化に関する日米両政府間の協議組織である「スタディグルー

プ」の第１回会合が開催された。

平成 年１月 ・米空軍は、横田飛行場において第 空軍第１分遣隊を立ち上げ、第 航空管制

隊を第５空軍から第 空軍に所管替えした。なお、第 空軍司令部は引き続きハ

ワイに、第 航空管制隊司令部は引き続き日本に所在する。

・横田基地等において１月 日から２月８日まで日米共同統合演習（指揮所訓練）

が実施された。

２月 ・本年５月までにＣ ＥからＣ Ｈへ機種変更を完了させるとの発表があった。

５月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。
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月 ・バートン ．フィールド中将が 代在日米軍及び第 空軍司令官に就任

月 ・基地内において、パブリック・アドレス・システム（大型拡声器）を使用した緊

急管理演習及び運用即応演習が行われた。
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るため、横田基地を新設し、航空総隊司令部等を移転する」という文言が表記さ

れる。

平成 年１月 ・上記中期防衛力整備計画に、初めて表記された内容について、市長及び市議会が、

それぞれ内閣総理大臣、防衛大臣、北関東防衛局長に対して抗議・申入れを行う。

日、国から市長及び市議会に対して上記抗議・申入れに対しての回答がある。

・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が防衛大臣に対して防衛施設周辺

対策制度の見直しについて要請する。

・日米合同委員会で、航空自衛隊の将官宿舎及び外来宿舎用地として、約 ㎡の

共同使用が承認される。
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行われた。（硫黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場

合には、厚木飛行場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性

があるとの通告）

・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

・ポール ．フェザー大佐が第 空輸航空団司令官に就任

８月 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（10回目）周辺５市１町参加

９月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、調布飛行場に事故予防着陸した。

月 ・バートン ．フィールド中将が 代在日米軍及び第 空軍司令官に就任

月 ・基地内において、パブリック・アドレス・システム（大型拡声器）を使用した緊

急管理演習及び運用即応演習が行われた。

・基地内火薬類保管庫の定期点検で発見されたダイナマイトを、横須賀海軍基地の

不発弾処理班が、弾薬庫北側の処理施設で爆破処理した。

・Ｃ 輸送機７機による編隊飛行訓練（サムライサージ）が行われた。

・航空自衛隊横田基地協力会発足

・東京都が軍民共用化について、ビジネスジェットの考え方を発表する。

月 ・ 日に防衛大綱、中期防衛力整備計画（平成 年度～平成 年度）が閣議決定さ

れ、中期防衛力整備計画に初めて「米軍とのインターオペラビリティを向上す

るため、横田基地を新設し、航空総隊司令部等を移転する」という文言が表記さ

れる。

平成 年１月 ・上記中期防衛力整備計画に、初めて表記された内容について、市長及び市議会が、

それぞれ内閣総理大臣、防衛大臣、北関東防衛局長に対して抗議・申入れを行う。

日、国から市長及び市議会に対して上記抗議・申入れに対しての回答がある。

・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が防衛大臣に対して防衛施設周辺

対策制度の見直しについて要請する。

・日米合同委員会で、航空自衛隊の将官宿舎及び外来宿舎用地として、約 ㎡の

共同使用が承認される。
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５月 ・ＮＬＰ（原子力空母ジョージ・ワシントン艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で

行われた。（硫黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場
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・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。
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るため、横田基地を新設し、航空総隊司令部等を移転する」という文言が表記さ
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平成 年１月 ・上記中期防衛力整備計画に、初めて表記された内容について、市長及び市議会が、

それぞれ内閣総理大臣、防衛大臣、北関東防衛局長に対して抗議・申入れを行う。

日、国から市長及び市議会に対して上記抗議・申入れに対しての回答がある。

・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が防衛大臣に対して防衛施設周辺

対策制度の見直しについて要請する。

・日米合同委員会で、航空自衛隊の将官宿舎及び外来宿舎用地として、約 ㎡の

共同使用が承認される。

30 

合には、厚木飛行場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性

があるとの通告）
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・ポール ．フェザー大佐が第 空輸航空団司令官に就任
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９月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、調布飛行場に事故予防着陸した。
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急管理演習及び運用即応演習が行われた。

・基地内火薬類保管庫の定期点検で発見されたダイナマイトを、横須賀海軍基地の

不発弾処理班が、弾薬庫北側の処理施設で爆破処理した。

・Ｃ 輸送機７機による編隊飛行訓練（サムライサージ）が行われた。

・航空自衛隊横田基地協力会発足

・東京都が軍民共用化について、ビジネスジェットの考え方を発表する。

月 ・ 日に防衛大綱、中期防衛力整備計画（平成 年度～平成 年度）が閣議決定さ

れ、中期防衛力整備計画に初めて「米軍とのインターオペラビリティを向上す

るため、横田基地を新設し、航空総隊司令部等を移転する」という文言が表記さ

れる。

平成 年１月 ・上記中期防衛力整備計画に、初めて表記された内容について、市長及び市議会が、

それぞれ内閣総理大臣、防衛大臣、北関東防衛局長に対して抗議・申入れを行う。

日、国から市長及び市議会に対して上記抗議・申入れに対しての回答がある。
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２月 ・基地内において、地上爆発模擬装置及び煙幕を使用した緊急管理演習が行われた。

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

・ 日に発生した東日本大震災への支援活動として展開された米軍の「トモダチ作

戦」において、横田基地が活動拠点として被災地への救援物資の輸送等を行う。

・ 日、航空総隊司令部及び防空指揮群の要員 名により移転が開始される。

４月 ・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律の一部改正法が施行される。

（特定防衛施設周辺整備調整交付金の対象事業の拡大、基金運用の追加等）

８月 ・グランド･バースト･シミュレータ 地上爆発模擬装置 を使用した緊急管理演習が

行われた。

９月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 、煙幕を使用した戦闘対応即応演習が行われた。

・ 日、第３回関東航空機空中衝突防止会議開催

月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、調布飛行場に事故予防着陸した。

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（11回目）周辺５市１町参加

月 ・Ｃ 輸送機６機による編隊飛行訓練（サムライサージ）が行われた。

・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・基地内フィットネスセンター正面付近の工事現場において、第二次世界大戦当時

の不発弾が発見され、横須賀海軍基地の不発弾処理班により、発見現場で爆破処

理された。

平成 年１月 ・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が防衛大臣に対して防衛施設周辺

対策制度の見直しについて要請する。

・Ｃ 輸送機６機による編隊飛行訓練（サムライサージ）及び空中投下訓練が行

われた。

２月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 を使用した運用即応演習が行われた。

３月 ・グランド･バースト･シミュレータ 地上爆発模擬装置 を使用した緊急管理演習が

行われた。

・ 日に、航空総隊司令部約 名、作戦情報隊約 名、防空指揮群約 名、気

象及び警務関連部隊等約 名を以って、航空自衛隊横田基地の運用が公式に開始

される。（航空総隊司令官：齊藤治和空将、横田基地司令：日吉章夫一等空佐）

・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 を使用した運用即応演習が行われた。

・ウィリアム ．ナイト大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

４月 ・基地内東住宅地区の工事現場において、第二次世界大戦時の手榴弾が発見され、

横須賀海軍基地の爆発物処理班により滑走路付近の安全な場所で爆破処理され

た。

５月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 、煙幕を使用した緊急管理演習が行われた。
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・ 日、航空総隊司令部及び防空指揮群の要員 名により移転が開始される。

４月 ・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律の一部改正法が施行される。

（特定防衛施設周辺整備調整交付金の対象事業の拡大、基金運用の追加等）
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９月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 、煙幕を使用した戦闘対応即応演習が行われた。

・ 日、第３回関東航空機空中衝突防止会議開催

月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、調布飛行場に事故予防着陸した。

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（11回目）周辺５市１町参加

月 ・Ｃ 輸送機６機による編隊飛行訓練（サムライサージ）が行われた。

・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ
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の不発弾が発見され、横須賀海軍基地の不発弾処理班により、発見現場で爆破処

理された。

平成 年１月 ・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が防衛大臣に対して防衛施設周辺

対策制度の見直しについて要請する。

・Ｃ 輸送機６機による編隊飛行訓練（サムライサージ）及び空中投下訓練が行

われた。

２月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ
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象及び警務関連部隊等約 名を以って、航空自衛隊横田基地の運用が公式に開始

される。（航空総隊司令官：齊藤治和空将、横田基地司令：日吉章夫一等空佐）

・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 を使用した運用即応演習が行われた。

・ウィリアム ．ナイト大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

４月 ・基地内東住宅地区の工事現場において、第二次世界大戦時の手榴弾が発見され、

横須賀海軍基地の爆発物処理班により滑走路付近の安全な場所で爆破処理され

た。

５月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 、煙幕を使用した緊急管理演習が行われた。
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４月 ・防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律の一部改正法が施行される。
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行われた。
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地上爆発模擬装置 、煙幕を使用した戦闘対応即応演習が行われた。

・ 日、第３回関東航空機空中衝突防止会議開催

月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、調布飛行場に事故予防着陸した。

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（11回目）周辺５市１町参加

月 ・Ｃ 輸送機６機による編隊飛行訓練（サムライサージ）が行われた。

・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・基地内フィットネスセンター正面付近の工事現場において、第二次世界大戦当時

の不発弾が発見され、横須賀海軍基地の不発弾処理班により、発見現場で爆破処

理された。

平成 年１月 ・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が防衛大臣に対して防衛施設周辺

対策制度の見直しについて要請する。

・Ｃ 輸送機６機による編隊飛行訓練（サムライサージ）及び空中投下訓練が行

われた。

２月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 を使用した運用即応演習が行われた。

３月 ・グランド･バースト･シミュレータ 地上爆発模擬装置 を使用した緊急管理演習が

行われた。

・ 日に、航空総隊司令部約 名、作戦情報隊約 名、防空指揮群約 名、気

象及び警務関連部隊等約 名を以って、航空自衛隊横田基地の運用が公式に開始

される。（航空総隊司令官：齊藤治和空将、横田基地司令：日吉章夫一等空佐）

・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 を使用した運用即応演習が行われた。

・ウィリアム ．ナイト大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

４月 ・基地内東住宅地区の工事現場において、第二次世界大戦時の手榴弾が発見され、

横須賀海軍基地の爆発物処理班により滑走路付近の安全な場所で爆破処理され

た。

５月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 、煙幕を使用した緊急管理演習が行われた。
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合には、厚木飛行場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性

があるとの通告）

８月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（９回目）周辺５市１町参加

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応監査が行われた。

平成 年１月 ・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が防衛大臣に対して防衛施設周辺

対策制度の見直しについて要請する。

・第１回関東航空機空中衝突防止会議開催

３月 ・第２回関東航空機空中衝突防止会議開催

４月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

５月 ・ＮＬＰ（原子力空母ジョージ・ワシントン艦載機の夜間離着陸訓練）が硫黄島で

行われた。（硫黄島での訓練が天候等の事情により所要の訓練を実施できない場

合には、厚木飛行場、岩国飛行場、横田飛行場又は三沢飛行場に変更する可能性

があるとの通告）

・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

・ポール ．フェザー大佐が第 空輸航空団司令官に就任

８月 ・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（10回目）周辺５市１町参加

９月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、調布飛行場に事故予防着陸した。

月 ・バートン ．フィールド中将が 代在日米軍及び第 空軍司令官に就任

月 ・基地内において、パブリック・アドレス・システム（大型拡声器）を使用した緊

急管理演習及び運用即応演習が行われた。

・基地内火薬類保管庫の定期点検で発見されたダイナマイトを、横須賀海軍基地の

不発弾処理班が、弾薬庫北側の処理施設で爆破処理した。

・Ｃ 輸送機７機による編隊飛行訓練（サムライサージ）が行われた。

・航空自衛隊横田基地協力会発足

・東京都が軍民共用化について、ビジネスジェットの考え方を発表する。

月 ・ 日に防衛大綱、中期防衛力整備計画（平成 年度～平成 年度）が閣議決定さ

れ、中期防衛力整備計画に初めて「米軍とのインターオペラビリティを向上す

るため、横田基地を新設し、航空総隊司令部等を移転する」という文言が表記さ

れる。

平成 年１月 ・上記中期防衛力整備計画に、初めて表記された内容について、市長及び市議会が、

それぞれ内閣総理大臣、防衛大臣、北関東防衛局長に対して抗議・申入れを行う。

日、国から市長及び市議会に対して上記抗議・申入れに対しての回答がある。

・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が防衛大臣に対して防衛施設周辺

対策制度の見直しについて要請する。

・日米合同委員会で、航空自衛隊の将官宿舎及び外来宿舎用地として、約 ㎡の

共同使用が承認される。
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・ 日、航空総隊司令部等の横田基地移転記念式典が開催される。

６月 ・Ｃ 輸送機８機から９機による編隊飛行訓練（サムライサージ）及び砂袋等の

投下、人員降下訓練が行われた。

・マーク ．オーガスト大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

７月 ・海兵隊の訓練の支援として、ＫＣ Ｊ１機により人員降下訓練が行われた。

９月 ・米空軍は第 空軍第１分遣隊を廃止し主要機能を太平洋空軍に統合した。

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（12回目）周辺５市１町参加

月 ・米陸軍パラシュート部隊がＣ 輸送機により人員降下訓練を行った。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 を使用した運用即応演習が行われた。

・ 日、日米合同委員会で、航空総隊司令部の移転に伴い整備が完了した米軍施設

棟、約 ㎡を合衆国政府へ提供することについて承認される。

月 ・ 日、「横田・基地被害をなくす会」が国に対し、軍用機の飛行時間の短縮や損害

賠償などを求め、東京地方裁判所立川支部に提訴した。（第９次訴訟、原告 人）

平成 年２月 ・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が防衛大臣に対して防衛施設周辺

対策制度の見直しについて要請する。

・即応準備週間が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用し

た緊急管理演習が行われた。

３月 ・煙幕を使用した緊急管理演習が行われた。

・ 日、日米合同委員会で、航空自衛隊が通信鉄塔及び埋設管路を設置するための

土地、約 ㎡を合衆国政府と共同使用することについて承認される。

・ 日、横田基地周辺住民 人が国に対し、午後７時から翌日午前７時までの離発

着、エンジン動作の差し止めや損害賠償などを求め、東京地方裁判所立川支部に

提訴した。（第２次新横田基地公害訴訟）

４月 ・第４回関東航空機空中衝突防止会議開催

・柏瀬静雄一等空佐が第二代横田基地司令に就任（１日）

・航空機騒音に係る環境基準の一部改正が１日付で施行となり、騒音の評価指標が

加重等価平均感覚騒音レベル（ＷＥＣＰＮＬ）から時間帯補正等価騒音レベル（Ｌ

）に改正される。（平成 年 月 日付、環境省告示第 号）

６月 ・Ｃ 輸送機８機による編隊飛行訓練、パラシュート降下訓練が行われた。

７月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

・基地内東地区にある教会近くの工事現場において、第二次世界大戦当時の不発弾

２発が発見され、横須賀海軍基地の不発弾処理班により、滑走路付近の安全な場

所で爆破処理された。

・横田基地周辺市町基地対策連絡会が、外務省、防衛省等に対して垂直離着陸輸送

機ＣＶ オスプレイの横田基地配備反対の要請を行う。

・第２次新横田基地公害訴訟で 人が追加訴訟し、原告は計 人となる。

・横田基地所属Ｃ- 輸送機が、バッテリーを覆うアルミ製のカバーパネル（５イ

ンチ×８インチ：Ａ４の紙程度）を紛失。

32 

・ 日、航空総隊司令部等の横田基地移転記念式典が開催される。

６月 ・Ｃ 輸送機８機から９機による編隊飛行訓練（サムライサージ）及び砂袋等の

投下、人員降下訓練が行われた。

・マーク ．オーガスト大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

７月 ・海兵隊の訓練の支援として、ＫＣ Ｊ１機により人員降下訓練が行われた。

９月 ・米空軍は第 空軍第１分遣隊を廃止し主要機能を太平洋空軍に統合した。

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（12回目）周辺５市１町参加

月 ・米陸軍パラシュート部隊がＣ 輸送機により人員降下訓練を行った。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 を使用した運用即応演習が行われた。

・ 日、日米合同委員会で、航空総隊司令部の移転に伴い整備が完了した米軍施設

棟、約 ㎡を合衆国政府へ提供することについて承認される。

月 ・ 日、「横田・基地被害をなくす会」が国に対し、軍用機の飛行時間の短縮や損害

賠償などを求め、東京地方裁判所立川支部に提訴した。（第９次訴訟、原告 人）

平成 年２月 ・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が防衛大臣に対して防衛施設周辺

対策制度の見直しについて要請する。

・即応準備週間が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用し

た緊急管理演習が行われた。

３月 ・煙幕を使用した緊急管理演習が行われた。

・ 日、日米合同委員会で、航空自衛隊が通信鉄塔及び埋設管路を設置するための

土地、約 ㎡を合衆国政府と共同使用することについて承認される。

・ 日、横田基地周辺住民 人が国に対し、午後７時から翌日午前７時までの離発

着、エンジン動作の差し止めや損害賠償などを求め、東京地方裁判所立川支部に

提訴した。（第２次新横田基地公害訴訟）

４月 ・第４回関東航空機空中衝突防止会議開催

・柏瀬静雄一等空佐が第二代横田基地司令に就任（１日）

・航空機騒音に係る環境基準の一部改正が１日付で施行となり、騒音の評価指標が

加重等価平均感覚騒音レベル（ＷＥＣＰＮＬ）から時間帯補正等価騒音レベル（Ｌ

）に改正される。（平成 年 月 日付、環境省告示第 号）

６月 ・Ｃ 輸送機８機による編隊飛行訓練、パラシュート降下訓練が行われた。

７月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

・基地内東地区にある教会近くの工事現場において、第二次世界大戦当時の不発弾

２発が発見され、横須賀海軍基地の不発弾処理班により、滑走路付近の安全な場

所で爆破処理された。

・横田基地周辺市町基地対策連絡会が、外務省、防衛省等に対して垂直離着陸輸送

機ＣＶ オスプレイの横田基地配備反対の要請を行う。

・第２次新横田基地公害訴訟で 人が追加訴訟し、原告は計 人となる。

・横田基地所属Ｃ- 輸送機が、バッテリーを覆うアルミ製のカバーパネル（５イ

ンチ×８インチ：Ａ４の紙程度）を紛失。
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８月 ・航空総隊の総合的な運用の方法（戦術）について、航空総隊司令官を補佐する航

空総隊戦術官が１日配置される。

・１日、日米合同委員会で、航空自衛隊が通信管路用地として、約 ㎡を合衆

国政府と共同使用することについて承認される。

・１３日、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律施行令（昭和四十九年政

令第二百二十八号）第十一条第四号中「消防」の下に「その他の防災」を加える

改正が行われた。

・中島邦祐空将が第 代航空総隊司令官に就任（ 日）

・Ｃ 輸送機による編隊飛行訓練及び米陸軍部隊によるパラシュート降下訓練が

行われた。

月 ・即応準備週間が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用し

た緊急管理演習及び物資投下訓練が行われた。

・基地内の第５ゲート付近の工事現場において、第二次世界大戦当時の不発弾１発

（全長約 ｃｍ）が発見され、横須賀海軍基地の不発弾処理班により、滑走路東

側の安全な場所で爆破処理された。

・Ｃ 輸送機等最大 機による編隊飛行訓練、砂袋等の物資投下訓練が行われた。

月 ・沖縄県米海兵隊所属の第３偵察大隊が横田基地所属Ｃ 輸送機によりパラシュ

ート降下訓練を行った。

・横田基地周辺の立川市西砂町三丁目付近（リサイクルセンター近くの空地）で飛

しょう弾の発射装置とみられる鉄パイプ２本が発見される。

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（13回目）

月 ・４日、福生市長と横田基地第 空輸航空団司令官が「防災及び災害対策に関する

在日米軍横田基地第 空輸航空団と福生市との合意に関する覚書」を締結する。

平成 年２月 ・人員降下訓練が行われた。

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、地上爆発模擬装置、煙幕を使用し

たサムライ即応監査が行われた。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、機体前部の乗組員乗降口ドア下に取り付けられて

いるアルミ製パネル（３インチ×５インチ）を紛失。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、機体頭頂部に張られているアンテナ（長さ フィ

ート、直径約 インチ、重さ約 ポンド）を紛失。

・ 日、航空自衛隊の組織改編により、「防空指揮群」が「作戦システム運用隊」

に改名される。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

４月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・横田基地所属Ｃ 輸送機（最大６機）による編隊飛行訓練が行われる。 
・横田基地所属Ｃ 輸送機（最大４機）による編隊飛行訓練が行われる。 

５月  ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用したサムライ即応監査が行わ

れた。

６月 ・ダグラス ．デラマター大佐が第 空輸航空団司令官に就任
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８月 ・航空総隊の総合的な運用の方法（戦術）について、航空総隊司令官を補佐する航

空総隊戦術官が１日配置される。

・１日、日米合同委員会で、航空自衛隊が通信管路用地として、約 ㎡を合衆

国政府と共同使用することについて承認される。

・１３日、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律施行令（昭和四十九年政

令第二百二十八号）第十一条第四号中「消防」の下に「その他の防災」を加える

改正が行われた。

・中島邦祐空将が第 代航空総隊司令官に就任（ 日）

・Ｃ 輸送機による編隊飛行訓練及び米陸軍部隊によるパラシュート降下訓練が

行われた。

月 ・即応準備週間が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用し

た緊急管理演習及び物資投下訓練が行われた。

・基地内の第５ゲート付近の工事現場において、第二次世界大戦当時の不発弾１発

（全長約 ｃｍ）が発見され、横須賀海軍基地の不発弾処理班により、滑走路東

側の安全な場所で爆破処理された。

・Ｃ 輸送機等最大 機による編隊飛行訓練、砂袋等の物資投下訓練が行われた。

月 ・沖縄県米海兵隊所属の第３偵察大隊が横田基地所属Ｃ 輸送機によりパラシュ

ート降下訓練を行った。

・横田基地周辺の立川市西砂町三丁目付近（リサイクルセンター近くの空地）で飛

しょう弾の発射装置とみられる鉄パイプ２本が発見される。

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（13回目）

月 ・４日、福生市長と横田基地第 空輸航空団司令官が「防災及び災害対策に関する

在日米軍横田基地第 空輸航空団と福生市との合意に関する覚書」を締結する。

平成 年２月 ・人員降下訓練が行われた。

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、地上爆発模擬装置、煙幕を使用し

たサムライ即応監査が行われた。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、機体前部の乗組員乗降口ドア下に取り付けられて

いるアルミ製パネル（３インチ×５インチ）を紛失。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、機体頭頂部に張られているアンテナ（長さ フィ

ート、直径約 インチ、重さ約 ポンド）を紛失。

・ 日、航空自衛隊の組織改編により、「防空指揮群」が「作戦システム運用隊」

に改名される。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

４月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・横田基地所属Ｃ 輸送機（最大６機）による編隊飛行訓練が行われる。 
・横田基地所属Ｃ 輸送機（最大４機）による編隊飛行訓練が行われる。 

５月  ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用したサムライ即応監査が行わ

れた。

６月 ・ダグラス ．デラマター大佐が第 空輸航空団司令官に就任
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８月 ・航空総隊の総合的な運用の方法（戦術）について、航空総隊司令官を補佐する航

空総隊戦術官が１日配置される。

・１日、日米合同委員会で、航空自衛隊が通信管路用地として、約 ㎡を合衆

国政府と共同使用することについて承認される。

・１３日、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律施行令（昭和四十九年政

令第二百二十八号）第十一条第四号中「消防」の下に「その他の防災」を加える

改正が行われた。

・中島邦祐空将が第 代航空総隊司令官に就任（ 日）

・Ｃ 輸送機による編隊飛行訓練及び米陸軍部隊によるパラシュート降下訓練が

行われた。

月 ・即応準備週間が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用し

た緊急管理演習及び物資投下訓練が行われた。

・基地内の第５ゲート付近の工事現場において、第二次世界大戦当時の不発弾１発

（全長約 ｃｍ）が発見され、横須賀海軍基地の不発弾処理班により、滑走路東

側の安全な場所で爆破処理された。

・Ｃ 輸送機等最大 機による編隊飛行訓練、砂袋等の物資投下訓練が行われた。

月 ・沖縄県米海兵隊所属の第３偵察大隊が横田基地所属Ｃ 輸送機によりパラシュ

ート降下訓練を行った。

・横田基地周辺の立川市西砂町三丁目付近（リサイクルセンター近くの空地）で飛

しょう弾の発射装置とみられる鉄パイプ２本が発見される。

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（13回目）

月 ・４日、福生市長と横田基地第 空輸航空団司令官が「防災及び災害対策に関する

在日米軍横田基地第 空輸航空団と福生市との合意に関する覚書」を締結する。

平成 年２月 ・人員降下訓練が行われた。

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、地上爆発模擬装置、煙幕を使用し

たサムライ即応監査が行われた。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、機体前部の乗組員乗降口ドア下に取り付けられて

いるアルミ製パネル（３インチ×５インチ）を紛失。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、機体頭頂部に張られているアンテナ（長さ フィ

ート、直径約 インチ、重さ約 ポンド）を紛失。

・ 日、航空自衛隊の組織改編により、「防空指揮群」が「作戦システム運用隊」

に改名される。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

４月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・横田基地所属Ｃ 輸送機（最大６機）による編隊飛行訓練が行われる。 
・横田基地所属Ｃ 輸送機（最大４機）による編隊飛行訓練が行われる。 

５月  ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用したサムライ即応監査が行わ

れた。

６月 ・ダグラス ．デラマター大佐が第 空輸航空団司令官に就任
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８月 ・航空総隊の総合的な運用の方法（戦術）について、航空総隊司令官を補佐する航

空総隊戦術官が１日配置される。

・１日、日米合同委員会で、航空自衛隊が通信管路用地として、約 ㎡を合衆

国政府と共同使用することについて承認される。

・１３日、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律施行令（昭和四十九年政

令第二百二十八号）第十一条第四号中「消防」の下に「その他の防災」を加える

改正が行われた。

・中島邦祐空将が第 代航空総隊司令官に就任（ 日）

・Ｃ 輸送機による編隊飛行訓練及び米陸軍部隊によるパラシュート降下訓練が

行われた。

月 ・即応準備週間が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用し

た緊急管理演習及び物資投下訓練が行われた。

・基地内の第５ゲート付近の工事現場において、第二次世界大戦当時の不発弾１発

（全長約 ｃｍ）が発見され、横須賀海軍基地の不発弾処理班により、滑走路東

側の安全な場所で爆破処理された。

・Ｃ 輸送機等最大 機による編隊飛行訓練、砂袋等の物資投下訓練が行われた。

月 ・沖縄県米海兵隊所属の第３偵察大隊が横田基地所属Ｃ 輸送機によりパラシュ

ート降下訓練を行った。

・横田基地周辺の立川市西砂町三丁目付近（リサイクルセンター近くの空地）で飛

しょう弾の発射装置とみられる鉄パイプ２本が発見される。

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（13回目）

月 ・４日、福生市長と横田基地第 空輸航空団司令官が「防災及び災害対策に関する

在日米軍横田基地第 空輸航空団と福生市との合意に関する覚書」を締結する。

平成 年２月 ・人員降下訓練が行われた。

３月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、地上爆発模擬装置、煙幕を使用し

たサムライ即応監査が行われた。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、機体前部の乗組員乗降口ドア下に取り付けられて

いるアルミ製パネル（３インチ×５インチ）を紛失。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、機体頭頂部に張られているアンテナ（長さ フィ

ート、直径約 インチ、重さ約 ポンド）を紛失。

・ 日、航空自衛隊の組織改編により、「防空指揮群」が「作戦システム運用隊」

に改名される。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

４月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・横田基地所属Ｃ 輸送機（最大６機）による編隊飛行訓練が行われる。 
・横田基地所属Ｃ 輸送機（最大４機）による編隊飛行訓練が行われる。 

５月  ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用したサムライ即応監査が行わ

れた。

６月 ・ダグラス ．デラマター大佐が第 空輸航空団司令官に就任
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・ 日、航空総隊司令部等の横田基地移転記念式典が開催される。

６月 ・Ｃ 輸送機８機から９機による編隊飛行訓練（サムライサージ）及び砂袋等の

投下、人員降下訓練が行われた。

・マーク ．オーガスト大佐が第 空輸航空団の司令官に就任

７月 ・海兵隊の訓練の支援として、ＫＣ Ｊ１機により人員降下訓練が行われた。

９月 ・米空軍は第 空軍第１分遣隊を廃止し主要機能を太平洋空軍に統合した。

・東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（12回目）周辺５市１町参加

月 ・米陸軍パラシュート部隊がＣ 輸送機により人員降下訓練を行った。

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 、グランド･バースト･シミュレータ

地上爆発模擬装置 を使用した運用即応演習が行われた。

・ 日、日米合同委員会で、航空総隊司令部の移転に伴い整備が完了した米軍施設

棟、約 ㎡を合衆国政府へ提供することについて承認される。

月 ・ 日、「横田・基地被害をなくす会」が国に対し、軍用機の飛行時間の短縮や損害

賠償などを求め、東京地方裁判所立川支部に提訴した。（第９次訴訟、原告 人）

平成 年２月 ・横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会が防衛大臣に対して防衛施設周辺

対策制度の見直しについて要請する。

・即応準備週間が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用し

た緊急管理演習が行われた。

３月 ・煙幕を使用した緊急管理演習が行われた。

・ 日、日米合同委員会で、航空自衛隊が通信鉄塔及び埋設管路を設置するための

土地、約 ㎡を合衆国政府と共同使用することについて承認される。

・ 日、横田基地周辺住民 人が国に対し、午後７時から翌日午前７時までの離発

着、エンジン動作の差し止めや損害賠償などを求め、東京地方裁判所立川支部に

提訴した。（第２次新横田基地公害訴訟）

４月 ・第４回関東航空機空中衝突防止会議開催

・柏瀬静雄一等空佐が第二代横田基地司令に就任（１日）

・航空機騒音に係る環境基準の一部改正が１日付で施行となり、騒音の評価指標が

加重等価平均感覚騒音レベル（ＷＥＣＰＮＬ）から時間帯補正等価騒音レベル（Ｌ

）に改正される。（平成 年 月 日付、環境省告示第 号）

６月 ・Ｃ 輸送機８機による編隊飛行訓練、パラシュート降下訓練が行われた。

７月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した運用即応演習が行われた。

・基地内東地区にある教会近くの工事現場において、第二次世界大戦当時の不発弾

２発が発見され、横須賀海軍基地の不発弾処理班により、滑走路付近の安全な場

所で爆破処理された。

・横田基地周辺市町基地対策連絡会が、外務省、防衛省等に対して垂直離着陸輸送

機ＣＶ オスプレイの横田基地配備反対の要請を行う。

・第２次新横田基地公害訴訟で 人が追加訴訟し、原告は計 人となる。

・横田基地所属Ｃ- 輸送機が、バッテリーを覆うアルミ製のカバーパネル（５イ

ンチ×８インチ：Ａ４の紙程度）を紛失。
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・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ（掛け金）（ × ）を紛失。

・嘉手納基地所属ＭＣ 輸送機１機による人員降下訓練が行われる。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

７月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・サムライ即応演習週（ＳＲＴＷ）が実施され、地上爆発模擬装置を使用した緊急

管理演習が行われた。

・ 日、ＭＶ オスプレイ２機が札幌市の陸上自衛隊丘珠駐屯地で開催された航

空イベントに地上展示するため、飛行途中に給油のため、横田基地に初飛来する。

・ 日、普天間飛行場に帰る際にもＭＶ オスプレイ２機が飛来した。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

８月 ・航空総隊司令部の改編により航空戦術教導団司令部が新編される。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・横田基地における総合防災訓練（ 日）に参加するために、ＭＶ オスプレイ

２機が横田基地に飛来する。

・ 日、東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（ 回目）

９月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・日米友好祭が６、７日、２年ぶりに開催され、地上展示するために、ＭＶ オ

スプレイ２機が横田基地に飛来する。

月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・ 日、米海軍横須賀基地の施設状況把握及び茨城県小美玉市の百里基地で 日

に開かれる航空観閲式に地上展示するため、ＭＶ オスプレイ３機が横田基地

に飛来する。

月 ・日米共同統合演習に伴う横田基地における日米共同訓練が行われる。

・ 日午前１時 分から約１時間、基地内放送システム ＰＡＳ の誤作動により

スピーカー１箇所よりサイレンが鳴り続ける。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ(掛け金)( × )を紛失。 
月  ・横田基地所属Ｃ- 輸送機により人員降下訓練が行われる。

平成 年１月 ・嘉手納基地所属第 救難中隊の落下傘兵が横田基地所属Ｃ 輸送機により人

員降下訓練を行った。

・サムライ即応監査（ＳＲＩ）が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡

声器 、地上爆発模擬装置を使用した緊急管理演習が行われた。

２月 ・人員降下訓練が行われる。

３月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

４月 ・第５回関東航空機空中衝突防止会議開催

・横田基地人道支援・災害対応演習が行われる。

５月 ・ＭＶ オスプレイ１機が飛来

・横田飛行場へのＣＶ オスプレイの配備に関する接受国通報が米国政府から外

務省にあり、外務省及び防衛省職員が説明のため来庁

６月 ・福生市長及び福生市議会議長が防衛省本省に出向き、横田基地へのオスプレイの

配備に関する現時点での詳細な情報の有無を確認するとともに、今後における迅
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・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ（掛け金）（ × ）を紛失。

・嘉手納基地所属ＭＣ 輸送機１機による人員降下訓練が行われる。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

７月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・サムライ即応演習週（ＳＲＴＷ）が実施され、地上爆発模擬装置を使用した緊急

管理演習が行われた。

・ 日、ＭＶ オスプレイ２機が札幌市の陸上自衛隊丘珠駐屯地で開催された航

空イベントに地上展示するため、飛行途中に給油のため、横田基地に初飛来する。

・ 日、普天間飛行場に帰る際にもＭＶ オスプレイ２機が飛来した。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

８月 ・航空総隊司令部の改編により航空戦術教導団司令部が新編される。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・横田基地における総合防災訓練（ 日）に参加するために、ＭＶ オスプレイ

２機が横田基地に飛来する。

・ 日、東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（ 回目）

９月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・日米友好祭が６、７日、２年ぶりに開催され、地上展示するために、ＭＶ オ

スプレイ２機が横田基地に飛来する。

月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・ 日、米海軍横須賀基地の施設状況把握及び茨城県小美玉市の百里基地で 日

に開かれる航空観閲式に地上展示するため、ＭＶ オスプレイ３機が横田基地

に飛来する。

月 ・日米共同統合演習に伴う横田基地における日米共同訓練が行われる。

・ 日午前１時 分から約１時間、基地内放送システム ＰＡＳ の誤作動により

スピーカー１箇所よりサイレンが鳴り続ける。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ(掛け金)( × )を紛失。 
月  ・横田基地所属Ｃ- 輸送機により人員降下訓練が行われる。

平成 年１月 ・嘉手納基地所属第 救難中隊の落下傘兵が横田基地所属Ｃ 輸送機により人

員降下訓練を行った。

・サムライ即応監査（ＳＲＩ）が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡

声器 、地上爆発模擬装置を使用した緊急管理演習が行われた。

２月 ・人員降下訓練が行われる。

３月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

４月 ・第５回関東航空機空中衝突防止会議開催

・横田基地人道支援・災害対応演習が行われる。

５月 ・ＭＶ オスプレイ１機が飛来

・横田飛行場へのＣＶ オスプレイの配備に関する接受国通報が米国政府から外

務省にあり、外務省及び防衛省職員が説明のため来庁

６月 ・福生市長及び福生市議会議長が防衛省本省に出向き、横田基地へのオスプレイの

配備に関する現時点での詳細な情報の有無を確認するとともに、今後における迅
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・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ（掛け金）（ × ）を紛失。

・嘉手納基地所属ＭＣ 輸送機１機による人員降下訓練が行われる。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

７月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・サムライ即応演習週（ＳＲＴＷ）が実施され、地上爆発模擬装置を使用した緊急

管理演習が行われた。

・ 日、ＭＶ オスプレイ２機が札幌市の陸上自衛隊丘珠駐屯地で開催された航

空イベントに地上展示するため、飛行途中に給油のため、横田基地に初飛来する。

・ 日、普天間飛行場に帰る際にもＭＶ オスプレイ２機が飛来した。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

８月 ・航空総隊司令部の改編により航空戦術教導団司令部が新編される。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・横田基地における総合防災訓練（ 日）に参加するために、ＭＶ オスプレイ

２機が横田基地に飛来する。

・ 日、東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（ 回目）

９月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・日米友好祭が６、７日、２年ぶりに開催され、地上展示するために、ＭＶ オ

スプレイ２機が横田基地に飛来する。

月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・ 日、米海軍横須賀基地の施設状況把握及び茨城県小美玉市の百里基地で 日

に開かれる航空観閲式に地上展示するため、ＭＶ オスプレイ３機が横田基地

に飛来する。

月 ・日米共同統合演習に伴う横田基地における日米共同訓練が行われる。

・ 日午前１時 分から約１時間、基地内放送システム ＰＡＳ の誤作動により

スピーカー１箇所よりサイレンが鳴り続ける。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ(掛け金)( × )を紛失。 
月  ・横田基地所属Ｃ- 輸送機により人員降下訓練が行われる。

平成 年１月 ・嘉手納基地所属第 救難中隊の落下傘兵が横田基地所属Ｃ 輸送機により人

員降下訓練を行った。

・サムライ即応監査（ＳＲＩ）が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡

声器 、地上爆発模擬装置を使用した緊急管理演習が行われた。

２月 ・人員降下訓練が行われる。

３月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

４月 ・第５回関東航空機空中衝突防止会議開催

・横田基地人道支援・災害対応演習が行われる。

５月 ・ＭＶ オスプレイ１機が飛来

・横田飛行場へのＣＶ オスプレイの配備に関する接受国通報が米国政府から外

務省にあり、外務省及び防衛省職員が説明のため来庁

６月 ・福生市長及び福生市議会議長が防衛省本省に出向き、横田基地へのオスプレイの

配備に関する現時点での詳細な情報の有無を確認するとともに、今後における迅
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・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ（掛け金）（ × ）を紛失。

・嘉手納基地所属ＭＣ 輸送機１機による人員降下訓練が行われる。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

７月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・サムライ即応演習週（ＳＲＴＷ）が実施され、地上爆発模擬装置を使用した緊急

管理演習が行われた。

・ 日、ＭＶ オスプレイ２機が札幌市の陸上自衛隊丘珠駐屯地で開催された航

空イベントに地上展示するため、飛行途中に給油のため、横田基地に初飛来する。

・ 日、普天間飛行場に帰る際にもＭＶ オスプレイ２機が飛来した。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

８月 ・航空総隊司令部の改編により航空戦術教導団司令部が新編される。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・横田基地における総合防災訓練（ 日）に参加するために、ＭＶ オスプレイ

２機が横田基地に飛来する。

・ 日、東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（ 回目）

９月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・日米友好祭が６、７日、２年ぶりに開催され、地上展示するために、ＭＶ オ

スプレイ２機が横田基地に飛来する。

月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・ 日、米海軍横須賀基地の施設状況把握及び茨城県小美玉市の百里基地で 日

に開かれる航空観閲式に地上展示するため、ＭＶ オスプレイ３機が横田基地

に飛来する。

月 ・日米共同統合演習に伴う横田基地における日米共同訓練が行われる。

・ 日午前１時 分から約１時間、基地内放送システム ＰＡＳ の誤作動により

スピーカー１箇所よりサイレンが鳴り続ける。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ(掛け金)( × )を紛失。 
月  ・横田基地所属Ｃ- 輸送機により人員降下訓練が行われる。

平成 年１月 ・嘉手納基地所属第 救難中隊の落下傘兵が横田基地所属Ｃ 輸送機により人

員降下訓練を行った。

・サムライ即応監査（ＳＲＩ）が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡

声器 、地上爆発模擬装置を使用した緊急管理演習が行われた。

２月 ・人員降下訓練が行われる。

３月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

４月 ・第５回関東航空機空中衝突防止会議開催

・横田基地人道支援・災害対応演習が行われる。

５月 ・ＭＶ オスプレイ１機が飛来

・横田飛行場へのＣＶ オスプレイの配備に関する接受国通報が米国政府から外

務省にあり、外務省及び防衛省職員が説明のため来庁

６月 ・福生市長及び福生市議会議長が防衛省本省に出向き、横田基地へのオスプレイの

配備に関する現時点での詳細な情報の有無を確認するとともに、今後における迅
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・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ（掛け金）（ × ）を紛失。

・嘉手納基地所属ＭＣ 輸送機１機による人員降下訓練が行われる。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

７月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・サムライ即応演習週（ＳＲＴＷ）が実施され、地上爆発模擬装置を使用した緊急

管理演習が行われた。

・ 日、ＭＶ オスプレイ２機が札幌市の陸上自衛隊丘珠駐屯地で開催された航

空イベントに地上展示するため、飛行途中に給油のため、横田基地に初飛来する。

・ 日、普天間飛行場に帰る際にもＭＶ オスプレイ２機が飛来した。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

８月 ・航空総隊司令部の改編により航空戦術教導団司令部が新編される。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・横田基地における総合防災訓練（ 日）に参加するために、ＭＶ オスプレイ

２機が横田基地に飛来する。

・ 日、東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（ 回目）

９月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・日米友好祭が６、７日、２年ぶりに開催され、地上展示するために、ＭＶ オ

スプレイ２機が横田基地に飛来する。

月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・ 日、米海軍横須賀基地の施設状況把握及び茨城県小美玉市の百里基地で 日

に開かれる航空観閲式に地上展示するため、ＭＶ オスプレイ３機が横田基地

に飛来する。

月 ・日米共同統合演習に伴う横田基地における日米共同訓練が行われる。

・ 日午前１時 分から約１時間、基地内放送システム ＰＡＳ の誤作動により

スピーカー１箇所よりサイレンが鳴り続ける。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ(掛け金)( × )を紛失。 
月  ・横田基地所属Ｃ- 輸送機により人員降下訓練が行われる。

平成 年１月 ・嘉手納基地所属第 救難中隊の落下傘兵が横田基地所属Ｃ 輸送機により人

員降下訓練を行った。

・サムライ即応監査（ＳＲＩ）が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡

声器 、地上爆発模擬装置を使用した緊急管理演習が行われた。

２月 ・人員降下訓練が行われる。

３月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

４月 ・第５回関東航空機空中衝突防止会議開催

・横田基地人道支援・災害対応演習が行われる。

５月 ・ＭＶ オスプレイ１機が飛来

・横田飛行場へのＣＶ オスプレイの配備に関する接受国通報が米国政府から外

務省にあり、外務省及び防衛省職員が説明のため来庁

６月 ・福生市長及び福生市議会議長が防衛省本省に出向き、横田基地へのオスプレイの

配備に関する現時点での詳細な情報の有無を確認するとともに、今後における迅

34 

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ（掛け金）（ × ）を紛失。

・嘉手納基地所属ＭＣ 輸送機１機による人員降下訓練が行われる。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

７月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・サムライ即応演習週（ＳＲＴＷ）が実施され、地上爆発模擬装置を使用した緊急

管理演習が行われた。

・ 日、ＭＶ オスプレイ２機が札幌市の陸上自衛隊丘珠駐屯地で開催された航

空イベントに地上展示するため、飛行途中に給油のため、横田基地に初飛来する。

・ 日、普天間飛行場に帰る際にもＭＶ オスプレイ２機が飛来した。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

８月 ・航空総隊司令部の改編により航空戦術教導団司令部が新編される。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・横田基地における総合防災訓練（ 日）に参加するために、ＭＶ オスプレイ

２機が横田基地に飛来する。

・ 日、東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（ 回目）

９月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・日米友好祭が６、７日、２年ぶりに開催され、地上展示するために、ＭＶ オ

スプレイ２機が横田基地に飛来する。

月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・ 日、米海軍横須賀基地の施設状況把握及び茨城県小美玉市の百里基地で 日

に開かれる航空観閲式に地上展示するため、ＭＶ オスプレイ３機が横田基地

に飛来する。

月 ・日米共同統合演習に伴う横田基地における日米共同訓練が行われる。

・ 日午前１時 分から約１時間、基地内放送システム ＰＡＳ の誤作動により

スピーカー１箇所よりサイレンが鳴り続ける。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ(掛け金)( × )を紛失。 
月  ・横田基地所属Ｃ- 輸送機により人員降下訓練が行われる。

平成 年１月 ・嘉手納基地所属第 救難中隊の落下傘兵が横田基地所属Ｃ 輸送機により人

員降下訓練を行った。

・サムライ即応監査（ＳＲＩ）が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡

声器 、地上爆発模擬装置を使用した緊急管理演習が行われた。

２月 ・人員降下訓練が行われる。

３月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

４月 ・第５回関東航空機空中衝突防止会議開催

・横田基地人道支援・災害対応演習が行われる。

５月 ・ＭＶ オスプレイ１機が飛来

・横田飛行場へのＣＶ オスプレイの配備に関する接受国通報が米国政府から外

務省にあり、外務省及び防衛省職員が説明のため来庁

６月 ・福生市長及び福生市議会議長が防衛省本省に出向き、横田基地へのオスプレイの

配備に関する現時点での詳細な情報の有無を確認するとともに、今後における迅
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・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ（掛け金）（ × ）を紛失。

・嘉手納基地所属ＭＣ 輸送機１機による人員降下訓練が行われる。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

７月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・サムライ即応演習週（ＳＲＴＷ）が実施され、地上爆発模擬装置を使用した緊急

管理演習が行われた。

・ 日、ＭＶ オスプレイ２機が札幌市の陸上自衛隊丘珠駐屯地で開催された航

空イベントに地上展示するため、飛行途中に給油のため、横田基地に初飛来する。

・ 日、普天間飛行場に帰る際にもＭＶ オスプレイ２機が飛来した。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

８月 ・航空総隊司令部の改編により航空戦術教導団司令部が新編される。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・横田基地における総合防災訓練（ 日）に参加するために、ＭＶ オスプレイ

２機が横田基地に飛来する。

・ 日、東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（ 回目）

９月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・日米友好祭が６、７日、２年ぶりに開催され、地上展示するために、ＭＶ オ

スプレイ２機が横田基地に飛来する。

月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・ 日、米海軍横須賀基地の施設状況把握及び茨城県小美玉市の百里基地で 日
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月  ・横田基地所属Ｃ- 輸送機により人員降下訓練が行われる。
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・横田基地人道支援・災害対応演習が行われる。

５月 ・ＭＶ オスプレイ１機が飛来

・横田飛行場へのＣＶ オスプレイの配備に関する接受国通報が米国政府から外

務省にあり、外務省及び防衛省職員が説明のため来庁

６月 ・福生市長及び福生市議会議長が防衛省本省に出向き、横田基地へのオスプレイの

配備に関する現時点での詳細な情報の有無を確認するとともに、今後における迅
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速な情報提供について、強く申し入れた。

・ＭＶ オスプレイ３機が飛来

８月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用した警戒対応能力の訓練が行

われた。

・ＭＶ オスプレイ２機が飛来

・米空軍と米海兵隊の共同防災訓練に参加するため、ＭＶ オスプレイ１機が飛

来

９月 ・ＭＶ オスプレイ２機が飛来

・国道１６号牛浜北通り入口交差点付近で、横田基地関係車両から未消尽弾１個と

空薬きょう２６９個が落下し、道路に散乱する事故が発生

・ＭＶ オスプレイ３機が飛来

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

月 ・ＭＶ オスプレイ２機が飛来

・ＣＶ オスプレイの横田飛行場配備に関する環境レビューの説明のため、防衛

省担当者が来庁

・ＭＶ オスプレイ 機が飛来

月 ・パブリック･アドレス･システム 大型拡声器 を使用したサムライ即応監査 ＳＲ

Ｉ が行われた。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

月 ・ＭＶ オスプレイのハワイ州での事故原因説明のため、防衛省担当者が来庁

・リュックサックを背負った侵入者があったため、基地住民の安全と基地保安のた

め、全てのゲートが一時閉鎖される。

平成 年１月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・Ｆ ２２戦闘機１４機及びＦ １６戦闘機６機が飛来

２月 ・横田基地所属のヘリコプター（ＵＨ １Ｎ）が、調布飛行場に事故予防着陸した。

３月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・ＭＶ オスプレイ２機が飛来
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・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ（掛け金）（ × ）を紛失。

・嘉手納基地所属ＭＣ 輸送機１機による人員降下訓練が行われる。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

７月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・サムライ即応演習週（ＳＲＴＷ）が実施され、地上爆発模擬装置を使用した緊急

管理演習が行われた。

・ 日、ＭＶ オスプレイ２機が札幌市の陸上自衛隊丘珠駐屯地で開催された航

空イベントに地上展示するため、飛行途中に給油のため、横田基地に初飛来する。

・ 日、普天間飛行場に帰る際にもＭＶ オスプレイ２機が飛来した。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

８月 ・航空総隊司令部の改編により航空戦術教導団司令部が新編される。

・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・横田基地における総合防災訓練（ 日）に参加するために、ＭＶ オスプレイ

２機が横田基地に飛来する。

・ 日、東京都が横田基地を利用した防災訓練を実施する。（ 回目）

９月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・日米友好祭が６、７日、２年ぶりに開催され、地上展示するために、ＭＶ オ

スプレイ２機が横田基地に飛来する。

月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

・ 日、米海軍横須賀基地の施設状況把握及び茨城県小美玉市の百里基地で 日

に開かれる航空観閲式に地上展示するため、ＭＶ オスプレイ３機が横田基地

に飛来する。

月 ・日米共同統合演習に伴う横田基地における日米共同訓練が行われる。

・ 日午前１時 分から約１時間、基地内放送システム ＰＡＳ の誤作動により

スピーカー１箇所よりサイレンが鳴り続ける。

・横田基地所属Ｃ 輸送機が、アルミ製ラッチ(掛け金)( × )を紛失。 
月  ・横田基地所属Ｃ- 輸送機により人員降下訓練が行われる。

平成 年１月 ・嘉手納基地所属第 救難中隊の落下傘兵が横田基地所属Ｃ 輸送機により人

員降下訓練を行った。

・サムライ即応監査（ＳＲＩ）が実施され、パブリック･アドレス･システム 大型拡

声器 、地上爆発模擬装置を使用した緊急管理演習が行われた。

２月 ・人員降下訓練が行われる。

３月 ・横田基地所属Ｃ 輸送機により人員降下訓練が行われる。

４月 ・第５回関東航空機空中衝突防止会議開催

・横田基地人道支援・災害対応演習が行われる。

５月 ・ＭＶ オスプレイ１機が飛来

・横田飛行場へのＣＶ オスプレイの配備に関する接受国通報が米国政府から外

務省にあり、外務省及び防衛省職員が説明のため来庁

６月 ・福生市長及び福生市議会議長が防衛省本省に出向き、横田基地へのオスプレイの

配備に関する現時点での詳細な情報の有無を確認するとともに、今後における迅
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（３）面積と所在区域 
〇 規 模 

総面積 約７．１３６Ｋ㎡ 
（東西約２．９Ｋｍ，南北約４．５Ｋｍ，周囲約１４Ｋｍ） 

内 訳「自衛隊施設及び施設・区域の使用実態等調査」 
（平成２８年１月調査現在） 

 面 積 構  成  比 

国 有 地 ７．０７５Ｋ㎡ ９９．１％ 

公 有 地 ０．０３４Ｋ㎡   ０．５％ 

民 有 地 ０．０２７Ｋ㎡   ０．４％ 

 
 
〇 所在地域 

市   町   名 提 供 面 積 
（ｋ㎡） 

提供面積の割合 
（％） 

市町行政面積 
（ｋ㎡） 

行政面積に占める

割合 （％） 
福 生 市 ３．３１７  ４６．５ １０．１６ ３２．６ 

武 蔵 村 山 市 ０．９９０  １３．９ １５．３２ ６．５ 

立 川 市 ０．２９０  ４．１ ２４．３６ １．２ 

昭 島 市 ０．０２１  ０．３ １７．３４ ０．１ 

羽 村 市 ０．４１７  ５．８ ９．９０ ４．２ 

瑞 穂 町 ２．１０１  ２９．４ １６．８５ １２．５ 

計 ７．１３６ １００ ９３．９３ ７．６ 
※平成 年 月１日から国土地理院による計測方法の変更により、市町行政面積が変更された。

福生市の行政面積は、 ㎢から ㎢となった。

 
 
（４）基地の現況（米軍） 
 
ア．管理部隊・使用部隊 

［管理部隊］ 
米空軍第３７４空輸航空団 

 
［使用部隊］ 
在日米軍司令部 
第５空軍司令部 
第３７４空輸航空団（運用群、整備群、使命支援群、医療群） ほか 
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イ．歴代司令官 
 米軍［歴代司令官］ 

在 日 米 軍 司 令 官 横 田 基 地 司 令 官 
氏 名 任 期 氏 名 任 期 

Ｆ．スミス中将 ’57.7 －’58.8 Ｎ．アラビンコ大佐 ① ’71.5－’72.1 
Ｒ．バーンズ中将 ’58.8 －’61.7 Ｊ．グロウ Ｒ 大佐  ’72.1－’72.12 
Ｊ．スマート中将   ’61.7 －’63.8 Ｊ．リード大佐    ’72.12－’75.11 
Ｍ．プレストン中将   ’63.8 －’66.7 Ｃ．スティーブンソン大佐    ’75.11－’78.6 
Ｓ．マッキー中将   ’66.8 －’68.7 Ｊ．エーベル大佐    ’78.6－’79.5 
Ｔ．マギー中将   ’68.7 －’70.2 Ａ．ブルスニック大佐    ’79.5－’80.6 
Ｇ．グラハム中将   ’70.2 －’72.11 Ｄ．オーベルグ大佐    ’80.6－’82.6 
Ｒ．バースレー中将   ’72.11－’74.3 Ｖ．ハワード大佐    ’82.6－’83.10 
Ｗ．ギャリガン中将   ’74.5 －’77.5 Ｇ．ウォールフィール大佐    ’83.10－’86.4 
Ｇ．ラビング中将   ’77.6 －’79.6 Ｅ．フライ大佐    ’86.4－’88.1 
Ｗ．ギン中将   ’79.6 －’81.8 Ｒ．スウォーブ大佐    ’88.1－’89.6 
Ｃ．ドネリー中将   ’81.8 －’84.7 Ｃ．シャクソン大佐    ’89.6－’90.6 
Ｅ．テシエー中将   ’84.7 －’88.1 Ｃ．フォックス大佐    ’90.6－’92.3 
Ｊ．デービス中将   ’88.1 －’91.7 Ｊ．デューラム 大佐   ② ’92.4－’92.6 
Ｒ．ホーリー中将   ’91.8 －’93.11 Ｍ．マッカーシー准将 ’92.6－’94.8 
Ｒ．マイヤーズ中将   ’93.11－’96.６ Ｋ．ヘス准将    ’94.8－’95.11 
Ｒ．エバーハート中将   ’96.6 －’97.6 Ｅ．ラファンテイン大佐    ’95.11－’97.2 
Ｊ．ホール Ｒ 中将   ’97.6 －’99.9 Ａ．ブライディング大佐    ’97.2 －’98.7 
Ｐ．ヘスター中将   ’99.9 －’01.11 Ｍ．ヴォルチェフ大佐    ’98.7 －’00.1 
Ｔ．ワスコー中将 ’01.11－’05.2 Ｍ．ザムゾウ大佐    ’00.1 －’01.10 
Ｂ．ライト中将 ’05. 2－’08. 2 Ｍ．スターンズ准将 ’01.10－’03.7 
Ｅ．ライス中将   ’08. 2－’10.10 Ｍ．シスラー大佐 ’03.7 －’05.5 
Ｂ．フィールド中将   ’10.10－’12.7 Ｓ．グッドウィン大佐 ’05.6 －’07.7 
Ｓ．アンジェレラ中将 ’12.7－’15.6 Ｊ．ニューエル大佐 ’07.7－’09.4 
Ｊ．ドーラン中将 ’15.6－ Ｊ．ヒックス大佐 ’09.4－’10.5 

  Ｐ．フェザー大佐 ’10.5－’12.3 
  Ｗ．ナイト大佐 ’12.3－’12.6 
  Ｍ．オーガスト大佐 ’12.6－’14.6 
  Ｄ．デラマター大佐 ‘14.6－ 
    
① 昭和４６年１１月１日基地管理部隊である第６１００基地航空団が第４７５基地航空団と名称を

改め発足 
② 平成４年４月１日基地管理部隊として第３７４空輸航空団が活動開始 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

36 

（３）面積と所在区域 
〇 規 模 

総面積 約７．１３６Ｋ㎡ 
（東西約２．９Ｋｍ，南北約４．５Ｋｍ，周囲約１４Ｋｍ） 

内 訳「自衛隊施設及び施設・区域の使用実態等調査」 
（平成２８年１月調査現在） 

 面 積 構  成  比 

国 有 地 ７．０７５Ｋ㎡ ９９．１％ 

公 有 地 ０．０３４Ｋ㎡   ０．５％ 

民 有 地 ０．０２７Ｋ㎡   ０．４％ 

 
 
〇 所在地域 

市   町   名 提 供 面 積 
（ｋ㎡） 

提供面積の割合 
（％） 

市町行政面積 
（ｋ㎡） 

行政面積に占める

割合 （％） 
福 生 市 ３．３１７  ４６．５ １０．１６ ３２．６ 

武 蔵 村 山 市 ０．９９０  １３．９ １５．３２ ６．５ 

立 川 市 ０．２９０  ４．１ ２４．３６ １．２ 

昭 島 市 ０．０２１  ０．３ １７．３４ ０．１ 

羽 村 市 ０．４１７  ５．８ ９．９０ ４．２ 

瑞 穂 町 ２．１０１  ２９．４ １６．８５ １２．５ 

計 ７．１３６ １００ ９３．９３ ７．６ 
※平成 年 月１日から国土地理院による計測方法の変更により、市町行政面積が変更された。

福生市の行政面積は、 ㎢から ㎢となった。

 
 
（４）基地の現況（米軍） 
 
ア．管理部隊・使用部隊 

［管理部隊］ 
米空軍第３７４空輸航空団 

 
［使用部隊］ 
在日米軍司令部 
第５空軍司令部 
第３７４空輸航空団（運用群、整備群、使命支援群、医療群） ほか 
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ウ．施設等の状況 
［主な施設］ 
◎ 滑走路 延長３，３５０ｍ×幅員６０ｍ １本 

オーバーラン 南側３００ｍ  北側３００ｍ 
◎ 滑走路及び付帯施設 管制塔、誘導路、格納庫、駐機場、整備工場、通信施設、パッセン

ジャーターミナル、在日米軍司令部、第５空軍司令部、第３７４空輸航空団司令部、消防署、

兵員宿舎、将校宿舎、家族住宅、病院、診療所、教会、小中高等学校、大学、幼稚園、各種

事務所、倉庫、小銃射撃訓練場、犬訓練場、自動車修理工場、クリーニング場、洗機場、銀

行、各種売店、ＡＡＦＥＣ（スーパーマーケット）、劇場、美容院、理髪店、製パン工場、

集会場、兵員食堂、将校クラブ、下士官クラブ、従業員宿舎、従業員食堂、ごみ処理場、ボ

イラー場、図書館、電話局、郵便局、ＡＦＮ（放送局）、体育施設（体育館、野球場、ボー

リング場、テニスコート、フットボールグランド、プール、ミニゴルフコース、ゴルフ練習

場、レクリエーション施設等）等 
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エ．人 口（概数）（平成２７年１月現在）

軍人・軍属 約３，９６０名 
家 族 約３，９１０名 

計 約７，８７０名 
日本人従業員 約１，９００名 

 
［基地人口の推移］ （平成２２年まで３月１日現在） 

（平成２３年より１月現在） 
年次区分 軍人軍属 家 族 計 

昭和４５年 約 ７，１００人 約 ６，０００人 約１３，１００人 
昭和５０年 約 ６，７００人 約 ８，０００人 約１４，７００人 
昭和５５年 約 ４，６００人 約 ５，５００人 約１０，１００人 
昭和６０年 約 ５，０００人 約 ５，９００人 約１０，９００人 
昭和６１年 約 ６，１００人 約 ６，１００人 約１２，２００人 
昭和６２年 約 ６，７００人 約 ７，２００人 約１３，９００人 
昭和６３年 約 ６，５００人 約 ５，６００人 約１２，１００人 
平 成 元 年 約 ６，１００人 約 ５，６００人 約１１，７００人 
平 成 ２ 年 約 ５，５００人 約 ５，７００人 約１１，２００人 
平 成 ３ 年 約 ５，２００人 約 ４，８００人 約１０，０００人 
平 成 ４ 年 約 ５，４００人 約 ５，１００人 約１０，５００人 
平 成 ５ 年 約 ５，８００人 約 ５，０００人 約１０，８００人 
平 成 ６ 年 約 ５，８００人 約 ５，２００人 約１１，０００人 
平 成 ７ 年 約 ４，８００人 約 ４，９００人 約 ９，７００人 
平 成 ８ 年 約 ４，８００人 約 ４，７００人 約 ９，５００人 
平 成 ９ 年 約 ４，７００人 約 ４，２００人 約 ８，９００人 
平成１０年 約 ４，７００人 約 ４，５００人 約 ９，２００人 
平成１１年 約 ４，３００人 約 ４，４００人 約 ８，７００人 
平成１２年 約 ４，３００人 約 ４，４００人 約 ８，７００人 
平成１３年 約 ４，２００人 約 ４，５００人 約 ８，７００人 
平成１４年 約 ４，４００人 未 調 査 未 調 査 
平成１５年 未 調 査 未 調 査 未 調 査 
平成１６年 約 ４，３００人 約 ４，５００人 約 ８，８００人 
平成１７年 約 ４，３００人 約 ４，５００人 約 ８，８００人 
平成１８年 未 調 査 未 調 査 未 調 査 
平成１９年 約 ４，７００人 約 ４，５００人 約 ９，２００人 
平成２０年 約 ４，３００人 約 ４，４００人 約 ８，７００人 
平成２１年 約 ３，８００人 約 ４，６００人 約 ８，４００人 
平成２２年 約 ４，２００人 約 ４，５００人 約 ８，７００人 
平成２３年 約 ４，２００人 約 ４，１００人 約 ８，３００人 
平成２４年 約 ４，４００人 約 ４，０００人 約 ８，４００人 
平成２５年 約 ４，４００人 約 ４，０００人 約 ８，４００人 
平成２６年 約 ３，４２０人 約 ３，９００人 約  ７，３２０人 
平成２７年 約 ３，９６０人 約 ３，９１０人 約  ７，８７０人 
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ウ．施設等の状況 
［主な施設］ 
◎ 滑走路 延長３，３５０ｍ×幅員６０ｍ １本 

オーバーラン 南側３００ｍ  北側３００ｍ 
◎ 滑走路及び付帯施設 管制塔、誘導路、格納庫、駐機場、整備工場、通信施設、パッセン

ジャーターミナル、在日米軍司令部、第５空軍司令部、第３７４空輸航空団司令部、消防署、

兵員宿舎、将校宿舎、家族住宅、病院、診療所、教会、小中高等学校、大学、幼稚園、各種

事務所、倉庫、小銃射撃訓練場、犬訓練場、自動車修理工場、クリーニング場、洗機場、銀

行、各種売店、ＡＡＦＥＣ（スーパーマーケット）、劇場、美容院、理髪店、製パン工場、

集会場、兵員食堂、将校クラブ、下士官クラブ、従業員宿舎、従業員食堂、ごみ処理場、ボ

イラー場、図書館、電話局、郵便局、ＡＦＮ（放送局）、体育施設（体育館、野球場、ボー

リング場、テニスコート、フットボールグランド、プール、ミニゴルフコース、ゴルフ練習

場、レクリエーション施設等）等 
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オ．常駐機と飛来する主な飛行機 
◎ 常駐機 

Ｃ－１３０（ハーキュリーズ）輸送機 
Ｃ－１２ （ヒューロン） 輸送、連絡機 
ＵＨ－１Ｎ（ヒューイ） ヘリコプター 

◎ 飛来機 
Ｃ－１７Ａ．Ｃ－５Ａ．ＫＣ－１３５．ＭＶ－２２．ＫＣ－１０．Ｂ－７４７．ＤＣ－８．

ＤＣ－９．ＤＣ－１０．Ｆ－４．Ｆ－１５．Ｆ－１６．ＦＡ－１８．Ｆ－２２．ＯＶ－１０．

ＥＡ－６Ｂ．Ｃ－２．Ａ－６．Ｃ－１等 
 

［主な飛行機］ 

◎ Ｃ－１３０（ハーキュリーズ） 

ターボプロップ４発の軍用中距離輸送機。

横田基地で年間を通じて離発着の最も多い機

種で全体の半数近くを占めていると思われる。 

市内上空で訓練飛行を行う機種は、大半が

Ｃ－１３０である。ターボプロップエンジン

のため、他の航空機に比べ騒音は小さく音質

も高周波成分が少ない。 

 
◎ Ｃ－１２（ヒューロン） 

双発のターボプロップ機で、貨物・乗客輸送

のほか医療救援にも使用される。プロペラ機の

ため､比較的低騒音である。 

 

 

 

 

◎ ＵＨ－１Ｎ（ヒューイ） 

中型単発汎用タービンヘリコプター｡ 

エンジンは２基（ツインパック）で、 

主に人員輸送等の用途に使用されて 

いる。 

 

 

 

写真データ 
③Ｃ－130 
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◎ Ｃ－５Ａ（ギャラクシー） 

ジェット４発の世界最大級の輸送機。いわゆ

るジャンボジェット機（Ｂ－７４７）より一回

り大きく、激しい騒音と共に低空時の威圧感は、

すさまじい。 

 

 

◎ Ｃ－１７Ａ（グローブマスターⅢ） 

ジェット４発の大型輸送機で米空輸軍団（Ｍ

ＡＣ）の主力機。 

低騒音型エンジンを装備し、1000ｍ程度の短

い滑走路でも離着陸が可能である。 

 

◎ ＫＣ－１３５（ストラトタンカー） 

ジェット４発の空中給油機で燃料満載時に

離陸するときはＣ－５Ａを上回る騒音を発生

する。 

従来はすさまじい騒音であったが、最近は低 

騒音型のエンジンにより比較的騒音は低い｡ 

 

◎ ＭＶ－２２（オスプレイ） 

回転翼軸の角度を変更することによる垂直

／水平飛行を可能としたティルトローター方

式を採用した垂直離着陸機であり、固定翼機と

ヘリコプターの特性を併せ持った機体。 

従来のヘリコプターに比べ、高速かつ航続距

離に勝る特性がある。 

 
カ．その他 

航空燃料は、ＪＲの貨車輸送によって行われており、主として、鶴見貯油施設から、南武線、

青梅線を経由して拝島駅からの引込線により運ばれ、基地内のタンクに貯蔵されている。燃料タ

ンクは昭和４６年に設置された５万バーレルのものが一基と昭和６３年に設置された半地下覆

土式の１０万バーレルのものが一基設置されている。また、平成８年にパッセンジャーターミナ

ル横に５千バーレル二基の地下タンクが設置された。平成１７年に滑走路南側に１０万バーレル

タンク２基が建設されている。 

写真データ 
④Ｃ-17 

写真データ 
⑤MV-22 オスプレイ 
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オ．常駐機と飛来する主な飛行機 
◎ 常駐機 

Ｃ－１３０（ハーキュリーズ）輸送機 
Ｃ－１２ （ヒューロン） 輸送、連絡機 
ＵＨ－１Ｎ（ヒューイ） ヘリコプター 

◎ 飛来機 
Ｃ－１７Ａ．Ｃ－５Ａ．ＫＣ－１３５．ＭＶ－２２．ＫＣ－１０．Ｂ－７４７．ＤＣ－８．

ＤＣ－９．ＤＣ－１０．Ｆ－４．Ｆ－１５．Ｆ－１６．ＦＡ－１８．Ｆ－２２．ＯＶ－１０．

ＥＡ－６Ｂ．Ｃ－２．Ａ－６．Ｃ－１等 
 

［主な飛行機］ 

◎ Ｃ－１３０（ハーキュリーズ） 

ターボプロップ４発の軍用中距離輸送機。

横田基地で年間を通じて離発着の最も多い機

種で全体の半数近くを占めていると思われる。 

市内上空で訓練飛行を行う機種は、大半が

Ｃ－１３０である。ターボプロップエンジン

のため、他の航空機に比べ騒音は小さく音質

も高周波成分が少ない。 

 
◎ Ｃ－１２（ヒューロン） 

双発のターボプロップ機で、貨物・乗客輸送

のほか医療救援にも使用される。プロペラ機の

ため､比較的低騒音である。 

 

 

 

 

◎ ＵＨ－１Ｎ（ヒューイ） 

中型単発汎用タービンヘリコプター｡ 

エンジンは２基（ツインパック）で、 

主に人員輸送等の用途に使用されて 

いる。 

 

 

 

写真データ 
③Ｃ－130 
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基地内施設 
 
 

写真データ 
⑥在日米軍・第５空軍司令部 

 
 
 
 

在日米軍・第５空軍司令部 
 
 
 
 
 
 

写真データ 
⑦第 374空輸航空団司令部 

 
 
 
 
 
 
 

第３７４空輸航空団司令部 
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基地内施設 
 
 

写真データ 
⑧コミュニティーセンター 

 
 
 
 

コミュニティーセンター 
 
 
 
 
 
 

写真データ 
⑨郵便局 

 
 
 
 
 
 
 

郵便局 
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（５）在日米軍の現状等 
 
［現状］ 
① 在日米軍は、司令部を東京都の横田飛行場に置き、司令官は、第５空軍司令官を兼務している。 

司令官は、わが国の防衛を支援するための諸計画を立案する責任を有し、平時には、在日米陸軍 
司令官と在日米海軍（在日米海兵隊を含む。）司令官に対して調整権を持ち、緊急事態発生時には、 
在日米軍の諸部隊及び新たに配属される米軍部隊を指揮することになっている。 
また、在日米軍司令官は、わが国における米国の軍事関係の代表として、防衛省及びその他の省 

庁との折衝を行うとともに、地位協定の実施に関し外務省と調整する責任を持っている。 
② 在日米陸軍は、司令部（第９軍団司令部）を神奈川県のキャンプ座間に置いており、管理、補給、 

通信などの業務を主な任務としている。 
③ 在日米海軍は、司令部を神奈川県の横須賀海軍施設に置き、主に第７艦隊に対する支援に当たっ 

ている。神奈川県の厚木飛行場は米海軍航空部隊が、主として艦載機の修理及び訓練基地として使 
用している。また、青森県の三沢飛行場と沖縄県の嘉手納飛行場には、対潜哨戒飛行隊が配備され

ている。 
④ 海兵隊は、沖縄県のキャンプ・コートニーに第３海兵機動展開部隊司令部を置き、１個海兵師団 

と１個海兵航空団からなる強襲兵力を擁している。 
⑤ 在日米空軍は、司令部（第５空軍司令部）を横田飛行場に置いている。嘉手納及び三沢飛行場に

は、それぞれ１個戦術戦闘航空団が配備され、また、横田飛行場には１個戦術空輸団が配備されて

いる。 
⑥ 在日米軍の兵力は、４９，５０３人（陸軍２，３０１人、海軍１９，３１８人、海兵隊１５，９３

６人、及び空軍１１，９４８人。平成２６年９月３０日現在）である。 
「平成２７年版防衛ハンドブック」 

 
［施設・区域］ 
在日米軍専用の施設・区域の土地面積は約３０７ｋ㎡であり、その約７４％が沖縄県に所在する。 
なお、自衛隊は、日米安全保障条約に基づく地位協定により、在日米軍の施設・区域のうち約２４％

を共同使用している。 
 
※在日米軍施設・区域（土地）の用途別使用状況（平成２７年１月１日現在） 

演習場 約１６４ｋ㎡ 約５３％ 
飛行場 約 ６０ｋ㎡ 約２０％ 
倉 庫 約 ４０ｋ㎡ 約１３％ 
その他 約 ４３ｋ㎡ 約１４％ 

「平成２７年版日本の防衛」 
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（６）アジア太平洋地域における現在の軍事態勢 
 

太平洋国家である米国は、アジア太平洋地域に陸・海・空軍と海兵隊の統合軍である太平洋軍を

配置し、この地域の平和と安定のために、引き続き重要な役割を果たしている。太平洋軍は、最も

広い地域を担当する地域統合軍であり、隷下には、統合部隊である在韓米軍や在日米軍などが存在

している。また、太平洋軍は、地域に関する米軍の視野を広げるとともに、同盟国の米軍に対する

理解を深めるため、地域の同盟国の要員を司令部に受け入れており、現在、カナダおよびオースト

ラリアからの人員が、それぞれ副部長級の幹部として勤務を行っている。 
太平洋軍は、太平洋陸軍、太平洋艦隊、太平洋海兵隊、太平洋空軍などから構成されており、そ

れらの司令部は全てハワイに置かれている。 
太平洋陸軍は、ハワイの第２５歩兵師団、在韓米軍の陸軍構成部隊である韓国の第８軍、また、

アラスカ陸軍等を隷下に置くほか、日本に第１軍団の前方司令部・在日米陸軍司令部など約 2,400
人を配置している。 
太平洋艦隊は、西太平洋とインド洋などを担当する第７艦隊、東太平洋やベーリング海などを担

当する第３艦隊などを有し、艦艇約 180 隻を擁している。このうち第７艦隊は、１個空母打撃群

を中心に構成されており、日本、グアムを主要拠点として、領土、国民、シーレーン、同盟国その

他米国の重要な国益を防衛することなどを任務とし、空母、水陸両用戦艦艇やイージス巡洋艦など

を配備している。 
太平洋海兵隊は、米本土と日本にそれぞれ１個海兵機動展開部隊を配置している。このうち、日

本には第３海兵師団と F/A-18 戦闘機などを装備する第１海兵航空団約 1 万 6,000 人が展開してい

るほか、重装備などを積載した事前集積船が西太平洋に配備されている。 
太平洋空軍は３個空軍を有し、このうち、日本の第５空軍に３個航空団（F-16 戦闘機、C-130

輸送機などを装備）を、韓国の第７空軍に２個航空団（F-16 戦闘機などを装備）を配備している。 
 

「平成２７年版日本の防衛」 
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（７）関東空軍施設整理統合計画 
（ＫＰＣＰ） 

（Kanto Plain Consolidation Plan） 
 
［経過と対応］ 

昭和４７年１月１０日サン・クレメンテで行われた日米首脳会談から帰国した福田外相は、記者会

見で、関東地区の米空軍施設を３ヵ年で横田基地に整理・統合すべく、ロジャース米国務長官との間

で合意に達したと発表した。市としては、これにより、他の地域の基地が返還されることにより横田

基地に、そのしわ寄せがなされ、その機能が再編強化されることは必然的であり、今まで以上に基地

公害が増大するとし、昭和４７年１月１９日福田外相に面会し、横田基地集約について反対の申し入

れをすると共に、４月１３日には、立川・横田周辺市町で構成している、立川・横田基地対策協議会

で、横田基地拡充反対に関する要請書を防衛庁をはじめ関係当局に提出した。 
その後、昭和４７年１２月８日に政府は基地問題に関する関係各省庁連絡会議を開き、在日米軍基

地の整理・統合問題は年内に米軍との合意を取り決めるべく方針を固め、昭和４８年度に移転費用に

係る予算を一部計上することになった。 
昭和４８年１月２３日の日米安全保障協議委員会において、在日米空軍横田基地に関東平野地域に

おける米空軍施設を向こう３ヵ年以内に整理統合することを決定した。 
これに対し、市では、横田基地への整理・統合に強く抗議するとともに総額４６８億円に及ぶ周辺

対策に関する要望書を総理大臣に提出した。 
更に、２月１２日に周辺市町３市２町で、政府の基地対策についての質問書を提出し説明を求めた。 
この結果、３月１５日に二階堂内閣官房長官から周辺市町に、「横田飛行場周辺地域における基地

対策について」として政府の基本方針の回答があった。内容は「基地対策について積極的な措置をと

る方針のもとに目下検討を進めている。」と前置きして、「当面の措置としましては、横田飛行場につ

いて、現行防衛施設周辺整備法に基づく基地対策事業をでき得る限り拡充するとともに、関係行政機

関による補助事業についても重点的に実施する方針のもとに調整中であり、更に施設周辺整備事業等

の重点実施にかかる地元負担の軽減のため地方債の拡充措置をはかり、また、国有提供施設等所在市

町助成交付金については、その重点的配分を行うよう検討中であるので、政府の意のあるところをご

了承いただき、今後とも横田飛行場の安定使用につきまして御協力いただけるようよろしくお願いい

たします。」となっている。８月６日には３市２町が「横田基地統合計画に関する陳情書」を提出し、

基地対策の抜本的改正を求めるとともに、総額１千億円に上る諸事案を要望した。 
また、市では８月７日江崎自治大臣に対して基地交付金の大幅増額の要望書を提出し、更に１０月

３日総理大臣並びに防衛庁長官等に対して、新整備法早期制定化及び特別交付金制度の創設に関する

要望書を市議会連名で提出した。 
こうした市及び市議会並びに関係市町村等の運動が契機となり、昭和４９年６月に新法「防衛施設

周辺の生活環境の整備等に関する法律」が施行され、周辺対策のより一層の充実整備が図られるよう

になった。 
なお、ＫＰＣＰは昭和４８年度から昭和５３年度にかけて実施され、約４０１億円をもって完了し

ている。この計画の実施により、日本政府が横田飛行場内に建設した代替施設は、住宅、在日米軍司

令部及び第５空軍司令部施設、病院、倉庫等がある。 
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（６）アジア太平洋地域における現在の軍事態勢 
 

太平洋国家である米国は、アジア太平洋地域に陸・海・空軍と海兵隊の統合軍である太平洋軍を

配置し、この地域の平和と安定のために、引き続き重要な役割を果たしている。太平洋軍は、最も

広い地域を担当する地域統合軍であり、隷下には、統合部隊である在韓米軍や在日米軍などが存在

している。また、太平洋軍は、地域に関する米軍の視野を広げるとともに、同盟国の米軍に対する

理解を深めるため、地域の同盟国の要員を司令部に受け入れており、現在、カナダおよびオースト

ラリアからの人員が、それぞれ副部長級の幹部として勤務を行っている。 
太平洋軍は、太平洋陸軍、太平洋艦隊、太平洋海兵隊、太平洋空軍などから構成されており、そ

れらの司令部は全てハワイに置かれている。 
太平洋陸軍は、ハワイの第２５歩兵師団、在韓米軍の陸軍構成部隊である韓国の第８軍、また、

アラスカ陸軍等を隷下に置くほか、日本に第１軍団の前方司令部・在日米陸軍司令部など約 2,400
人を配置している。 
太平洋艦隊は、西太平洋とインド洋などを担当する第７艦隊、東太平洋やベーリング海などを担

当する第３艦隊などを有し、艦艇約 180 隻を擁している。このうち第７艦隊は、１個空母打撃群

を中心に構成されており、日本、グアムを主要拠点として、領土、国民、シーレーン、同盟国その

他米国の重要な国益を防衛することなどを任務とし、空母、水陸両用戦艦艇やイージス巡洋艦など

を配備している。 
太平洋海兵隊は、米本土と日本にそれぞれ１個海兵機動展開部隊を配置している。このうち、日

本には第３海兵師団と F/A-18 戦闘機などを装備する第１海兵航空団約 1 万 6,000 人が展開してい

るほか、重装備などを積載した事前集積船が西太平洋に配備されている。 
太平洋空軍は３個空軍を有し、このうち、日本の第５空軍に３個航空団（F-16 戦闘機、C-130

輸送機などを装備）を、韓国の第７空軍に２個航空団（F-16 戦闘機などを装備）を配備している。 
 

「平成２７年版日本の防衛」 
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［関東空軍施設整理統合計画（ＫＰＣＰ）の概要］ 
（１）返還計画及び返還状況 

関東平野における空軍施設を削減し、その大部分を横田飛行場に統合するとともに、次の施

設区域を日本側に返還する。 

施 設 名 返 還 返 還 面 積 返還年月日 

   府中空軍通信施設 一部返還     592 千㎡ S.50.6.30 

   キャンプ朝霞 全部返還     351 千㎡ 
 

S.48.6.20 
 

   立川飛行場 
   （大和空軍施設含む。） 全部返還    6,076 千㎡ S.52.11.30 

   関東村住宅地区及び調布    
   飛行場 全部返還    2,036 千㎡ S.49.12.10 

   
   ジョンソン飛行場 
  

一部返還    1,646 千㎡ S.48.6.29 

 
   水戸対地射爆撃場 
 

全部返還   11,478 千㎡ S.48.3.15 

計  
 

 
  22,179 千㎡ 
 

 
 

 
 

 
 

（２）建設状況（空軍施設の返還に伴い横田基地内に建設された代替施設） 
ア 第１期工事は、昭和４８年１２月から工事にかかり、昭和４９年８月在日米軍司令部庁

舎（第５空軍司令部を含む）及び、将官宿舎３戸が完成し、１１月に府中基地から移転し

た。 
イ 第２期工事は、昭和４９年度分として空軍病院、ＥＸ倉庫、医療品倉庫及び教育施設等

が完成した。 
ウ 第３期工事は、昭和５０年度分として高層住宅３棟（２１０戸）低層住宅１５棟（６２

戸）、下士官クラブ、体育館等が完成した。 
エ 第４期工事は、昭和５１年度分としてコミュニティーセンター、将校宿舎、ベーカリー、

劇場、教会等が完成した。 
オ 第５期工事は、昭和５２年度から実施し、昭和５３年７月ＦＥＮ等工事が完成した。 
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横田基地統合による基地拡充反対に関する要請 

  
政府は去る１月１０日、関東地方の米空軍施設をすべて横田基地に移転し、整理統合する

計画を発表した。 
このことは、基地統合による半永久的存続と基地の拡充につながる一連の措置として解せ

ざるを得ないところである。 
このことにより更に基地周辺住民の生活は、一層基地公害による犠牲をしいられることに

なり、誠に憂慮にたえないところである。 
われわれ基地周辺の市町は、地域住民の民生安定のうえから、かヽる基地統合による基地

の拡充について、これを容認することは出来ない。 
よって、政府当局は、地域住民の意志を尊重し、速やかに平和的措置を講ぜられるよう、

ここに地域住民を代表しつよく要請するものである。 
 
 

昭和４７年４月１３日 
防 衛 庁 長 官 殿 
防 衛 施 設 庁 長 官 殿 
東京防衛施設局長殿 

  
立川・横田基地対策協議会会長 

昭島市長 新 藤 元 義 
  

（加盟市町） 
立川市 昭島市 日野市 福生市 武蔵村山市 東大和市 
瑞穂町 羽村町 秋多町 
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［関東空軍施設整理統合計画（ＫＰＣＰ）の概要］ 
（１）返還計画及び返還状況 

関東平野における空軍施設を削減し、その大部分を横田飛行場に統合するとともに、次の施

設区域を日本側に返還する。 

施 設 名 返 還 返 還 面 積 返還年月日 

   府中空軍通信施設 一部返還     592 千㎡ S.50.6.30 

   キャンプ朝霞 全部返還     351 千㎡ 
 

S.48.6.20 
 

   立川飛行場 
   （大和空軍施設含む。） 全部返還    6,076 千㎡ S.52.11.30 

   関東村住宅地区及び調布    
   飛行場 全部返還    2,036 千㎡ S.49.12.10 

   
   ジョンソン飛行場 
  

一部返還    1,646 千㎡ S.48.6.29 

 
   水戸対地射爆撃場 
 

全部返還   11,478 千㎡ S.48.3.15 

計  
 

 
  22,179 千㎡ 
 

 
 

 
 

 
 

（２）建設状況（空軍施設の返還に伴い横田基地内に建設された代替施設） 
ア 第１期工事は、昭和４８年１２月から工事にかかり、昭和４９年８月在日米軍司令部庁

舎（第５空軍司令部を含む）及び、将官宿舎３戸が完成し、１１月に府中基地から移転し

た。 
イ 第２期工事は、昭和４９年度分として空軍病院、ＥＸ倉庫、医療品倉庫及び教育施設等

が完成した。 
ウ 第３期工事は、昭和５０年度分として高層住宅３棟（２１０戸）低層住宅１５棟（６２

戸）、下士官クラブ、体育館等が完成した。 
エ 第４期工事は、昭和５１年度分としてコミュニティーセンター、将校宿舎、ベーカリー、

劇場、教会等が完成した。 
オ 第５期工事は、昭和５２年度から実施し、昭和５３年７月ＦＥＮ等工事が完成した。 
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立川・横田基地対策に関する要望 
 

政府は、先に関東地区米空軍施設の横田基地への整理統合計画の発表並びに立川基地への自

衛隊の移駐等、今や基地問題は、基地周辺地域住民に大きな関心をもたらしているところであ

る。 
基地対策については、年々その改善が行われているものの基地を持つ都市に対する行財政的

措置については未だ多くの改善を要する問題があり、十分とは言えない。 
よってわれわれの要望する当面の問題については、積極的にとりくみ、速やかにこれが実現

を期せられるようここに立川・横田基地周辺住民の総意をもって別紙のとおり強く要望します。 
昭和４７年８月１１日 
防 衛 庁 長 官 殿 
防 衛 施 設 庁 長 官 殿 
東京防衛施設局長殿 

立川・横田基地対策協議会 
会長 昭島市長 新 藤 元 義 

（関係市町） 
立川市 昭島市 日野市 福生市 東大和市 武蔵村山市 秋川市 
瑞穂町 羽村町 

 
（別 紙） 
１．横田基地への統合による基地拡充については、これを中止し、平和的利用措置を講ずるこ

と。 
２．航空機騒音規制基準については、米空軍基地にも適用するよう必要な措置を講ずること。 
３．防衛施設周辺整備法に基づく防音工事等全額国庫負担による措置を講ずること。 
４．義務教育施設等の防音施設等に対する維持管理費は全額国庫負担による措置を講ずること。 
５．一戸一室の防音工事を全額国庫負担により早急に実現を図ること。 
６．テレビ受信料の全額免除と適用区域の拡大、及び電話料の減免措置並びにテレビ、電話等

の受信障害を緩和するため防止技術の開発を積極的に推進すること。 
７．防音工事を必要とする地域の中で現に防音工事の行なわれていない施設に対して早急に解

決を図ること。 
８．防音工事を必要とする地域の補助率はすべて同一に措置すること。 
９．基地交付金並びに調整交付金を大幅に増額すること。 
10．遊休施設については、早期にこれを解放し、地域の公共利用の措置を講ずること。 
11．基地の跡地利用については、関係市町の意見を十分尊重すること。 
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施東第５７７３号（ＴＯＭ） 
昭 和 ４ ７ 年 ９ 月 ２ １ 日 

 
立川・横田基地対策協議会 
会長 昭島市長 進 藤 元 義 殿 

東京防衛施設局長  高 村  清 
立川・横田基地対策に関する要望について（回答） 

 
参照：昭和４７年８月１１日付基地協発第７号「要望書に対する文書回答について（依頼）」 
 
上記参照文書による標記について、下記のとおり回答します。 
 

記 
１．横田基地への統合集約は、住宅及びその付属施設の移設であり基地の強化とはならない。 

しかし、横田基地関係各四町に対しては、手厚い手当てが必要だと考えるので、本庁等関

係機関に強く働きかけて参りたい。 
２．検討中であり、追って回答したい。 
３．防音工事の補助金は、元来全額国庫負担が原則であるが、当該補助に係る工事が地元の利

する場合は、その利する限度において補助の割合を減ずることになっており、その割合は１

級改築工事は１０分の１、２級改築工事は１０分の２．５と定められている。ただし、併行

工事の場合は全額である。 
４．一般に電灯の経費は同じであるが、「換気、除湿、温度保持」の場合の経費は増大する。現

在まで除湿工事約３０件、温度保持約２０件、防音工事約７００校程度実施しているが、大

蔵省は学校防音を緊急ごととし、「除湿、温度保持」関係は後日ということであり、本件予算

は要求しているが実現についてはもう少しお待ち願いたい。 
５．一戸一室の防音工事は特例法でもできない限り、現時点では実現困難であるが、目下実現

すべく本庁において鋭意検討中である。 
６．テレビの映像のブレ、電話の難聴については解決すべく一歩一歩前進しており、目下当局

試作の改善機器設置の方向に進む考えである。 
７．実情調査のうえ検討する。 
８．実現困難である。 
９．基地交付金並びに調整交付金の増額については、全庁をあげて自治省及び大蔵省等関係機

関と協議し、ご要望にそうよう努力したい。 
10．遊休施設の解放は、当然のことで早急に日本側に返還されるよう米側に強く要求する。 
11．返還された跡地利用については、国有財産関東地方審議会で審議されるので、その際関係

市町の意見が十分反映されるよう強力を願いたい。 
 

以 上 
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立川・横田基地対策に関する要望 
 

政府は、先に関東地区米空軍施設の横田基地への整理統合計画の発表並びに立川基地への自

衛隊の移駐等、今や基地問題は、基地周辺地域住民に大きな関心をもたらしているところであ

る。 
基地対策については、年々その改善が行われているものの基地を持つ都市に対する行財政的

措置については未だ多くの改善を要する問題があり、十分とは言えない。 
よってわれわれの要望する当面の問題については、積極的にとりくみ、速やかにこれが実現

を期せられるようここに立川・横田基地周辺住民の総意をもって別紙のとおり強く要望します。 
昭和４７年８月１１日 
防 衛 庁 長 官 殿 
防 衛 施 設 庁 長 官 殿 
東京防衛施設局長殿 

立川・横田基地対策協議会 
会長 昭島市長 新 藤 元 義 

（関係市町） 
立川市 昭島市 日野市 福生市 東大和市 武蔵村山市 秋川市 
瑞穂町 羽村町 

 
（別 紙） 
１．横田基地への統合による基地拡充については、これを中止し、平和的利用措置を講ずるこ

と。 
２．航空機騒音規制基準については、米空軍基地にも適用するよう必要な措置を講ずること。 
３．防衛施設周辺整備法に基づく防音工事等全額国庫負担による措置を講ずること。 
４．義務教育施設等の防音施設等に対する維持管理費は全額国庫負担による措置を講ずること。 
５．一戸一室の防音工事を全額国庫負担により早急に実現を図ること。 
６．テレビ受信料の全額免除と適用区域の拡大、及び電話料の減免措置並びにテレビ、電話等

の受信障害を緩和するため防止技術の開発を積極的に推進すること。 
７．防音工事を必要とする地域の中で現に防音工事の行なわれていない施設に対して早急に解

決を図ること。 
８．防音工事を必要とする地域の補助率はすべて同一に措置すること。 
９．基地交付金並びに調整交付金を大幅に増額すること。 
10．遊休施設については、早期にこれを解放し、地域の公共利用の措置を講ずること。 
11．基地の跡地利用については、関係市町の意見を十分尊重すること。 
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在日米空軍施設の横田基地集約に伴う要望書 
 
東京都福生市 
 
福生市は日米安全保障条約に基づく「米軍基地の街」として、その総面積１０ｋ㎡という、

まれにみる小区域の３分の１に当る貴重なしかも発展可能の地域を基地として占められて、隣

接市との交通は遮断されこれがため都市建設構想の実現に大きな障害を来しております。加え

て騒音、地下水の汚染及び教育治安問題等をはじめとする、さまざまの基地公害に悩まされて

おります。 
しかし、これも日本の平和維持のためのものであり、世界情勢の緩和について、これらの弊

害も減少するとの観点にたって４万市民は、これらの公害に耐え忍んできました。換言すれば

福生市は基地の存在する街として、他市ではみられない不平等な待遇の扱いを受け、永年に亘

りさまざまの犠牲を強いられてきました。 
しかし、最近に於ける米軍施設の縮小、あるいは返還が促進されている折にもか丶わらず米

軍基地の集約により数多くの施設を横田基地に集中するとのことでありますが、現状では、基

地反対を強く叫ぶ市町に於いては、返還がなされると言う実情にあり、当市のみが集約による

被害を全面的に被ることは、市民感情を更に険悪にさせることは明白でありまた、最近市議会

においても全面返還を要求すべきとして集約については、横田基地以外の地に実施されたいと

の声が高まり、これらは住民の声として受け止めざるを得ない状況であります。 
このような情勢の中にあって今後市民が安心して生活できる施策の推進が必要とされます

が、これらの施策を推進するには、自治体の力では到底不可能であり、基地所在により被るも

ろもろの代償として国からの積極的な援助を待つ以外に方途はありません。 
昨年、横田基地周辺市町と政府の関係閣僚との会談におきまして、米軍施設の横田基地への

集約化に際しては、「関係地域自治体並び市民に対しては異論のないよう充分なる配慮を以っ

て措置する」と言明されております。また、去る１月８日地元代議士先生の立会によって行な

われた防衛庁側との会談においても、これらの問題については、充分地元要望を受け入れる旨

の発言もなされております。 
以上の現状をご理解くだされ一日も早く政府による特別なるご配慮を承り度く文書を以って

次の事項を完全に実施されることを強く要望いたします。 
 

昭和４８年１月１１日 
 

総 理 大 臣 殿 
防 衛 庁 長 官 殿 
防衛施設庁長官 殿 
東京防衛施設局長 殿 

 
東京都福生市長 石 川 常太郎 

 

— 52 —



53 

 

昭和４８年１月 
 

横田基地周辺整備事業 
 

東京都 福生市 
 

横田基地周辺整備事業総括表 
千円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

施東第２９７号（ＴＦＰ） 
昭和４８年１月２３日  

 
福生市長 

石 川 常太郎 殿 
 

東京防衛施設局長 
高 村  清 

 
在日米空軍施設の横田基地集約に伴う要望書について（回答） 

 
横田飛行場に関する諸問題については、かねがね非常なご協力を賜わり厚くお礼申し上げま

す。 
１月１１日付けの標記のご要望については、下記のとおり処理したい考えでありますので、

何分のご了承と重ねてのご協力をお願いする次第であります。 
記 

１ 昭和４８年度事業について 
昭和４８年度事業費予算については、すでに閣議決定を経て今国会における審議を待ってい

るところでありますが、貴福生市にかかる周辺整備事業として、補助金額おおむね４億円程度

を予定しており、ＫＰＣＰという国策を円満に推進するために当該施設周辺対策は、従来にも

まして積極的に推進したい考えであります。 
また、特別会計においても、リロケーションに関連する周辺の諸事業の実施については、そ

の都度ご協議申し上げます。 
２ その他の事業について 

 

事 業 区 分 事 業 費 

障害防止対策事業 13,291,911 

周 辺 整 備 事 業 21,737,160 

道路関係整備事業 11,808,127 

合 計 46,837,198 
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在日米空軍施設の横田基地集約に伴う要望書 
 
東京都福生市 
 
福生市は日米安全保障条約に基づく「米軍基地の街」として、その総面積１０ｋ㎡という、

まれにみる小区域の３分の１に当る貴重なしかも発展可能の地域を基地として占められて、隣

接市との交通は遮断されこれがため都市建設構想の実現に大きな障害を来しております。加え

て騒音、地下水の汚染及び教育治安問題等をはじめとする、さまざまの基地公害に悩まされて

おります。 
しかし、これも日本の平和維持のためのものであり、世界情勢の緩和について、これらの弊

害も減少するとの観点にたって４万市民は、これらの公害に耐え忍んできました。換言すれば

福生市は基地の存在する街として、他市ではみられない不平等な待遇の扱いを受け、永年に亘

りさまざまの犠牲を強いられてきました。 
しかし、最近に於ける米軍施設の縮小、あるいは返還が促進されている折にもか丶わらず米

軍基地の集約により数多くの施設を横田基地に集中するとのことでありますが、現状では、基

地反対を強く叫ぶ市町に於いては、返還がなされると言う実情にあり、当市のみが集約による

被害を全面的に被ることは、市民感情を更に険悪にさせることは明白でありまた、最近市議会

においても全面返還を要求すべきとして集約については、横田基地以外の地に実施されたいと

の声が高まり、これらは住民の声として受け止めざるを得ない状況であります。 
このような情勢の中にあって今後市民が安心して生活できる施策の推進が必要とされます

が、これらの施策を推進するには、自治体の力では到底不可能であり、基地所在により被るも

ろもろの代償として国からの積極的な援助を待つ以外に方途はありません。 
昨年、横田基地周辺市町と政府の関係閣僚との会談におきまして、米軍施設の横田基地への

集約化に際しては、「関係地域自治体並び市民に対しては異論のないよう充分なる配慮を以っ

て措置する」と言明されております。また、去る１月８日地元代議士先生の立会によって行な

われた防衛庁側との会談においても、これらの問題については、充分地元要望を受け入れる旨

の発言もなされております。 
以上の現状をご理解くだされ一日も早く政府による特別なるご配慮を承り度く文書を以って

次の事項を完全に実施されることを強く要望いたします。 
 

昭和４８年１月１１日 
 

総 理 大 臣 殿 
防 衛 庁 長 官 殿 
防衛施設庁長官 殿 
東京防衛施設局長 殿 

 
東京都福生市長 石 川 常太郎 
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ご要望書記載の各事業のうち、４８年度実施予定事業を除いては、目下のところ事業計画並

びに予算処置の関係から未検討のものが多く、かつ、他の横田関係２市２町からの要望等が未

提出でありますので、これらをあわせ３月末を目途として計画を調整し、４８年度中に実施可

能なもの、又は４９年度予算に要求するものなどの年度別計画を策定したいと考えております。 

 

関東空軍施設の横田基地統合計画 
に伴う政府の基地対策について 

 
政府は、去る１月２３日米空軍の関東平野地域における施設を横田基地に整理統合する計画

を決定しました。 
また、田中首相は、第７１特別国会における政策方針演説の中で基地問題について「政府は、

我が国の独立と安全のため必要な基地は今後とも提供を続けてゆく。同時に、急激な都市化減

少などによってひき起こされている基地問題と真剣に取組み、その整理統合を検討するととも

に、基地と周辺住民の間に無用な摩擦が生じないように万全の対策を取っていく考えである。」

との政府の方針を明らかにされました。 
そもそもわが国の独立と安全のための国防は、全国民が等しくその債務を負うべきものであ

って、ひとり基地周辺住民のみの犠牲に帰すべきものではないと考えます。 
今回の関東計画の決定により他の地域の基地が返還されることによって、反面横田基地にそ

のしわよせがなされ、その機能が再編強化されることは必然的であり、今まで以上に基地公害

が増大し、依然として基地周辺住民のみが犠牲を強いられることは、住民感情としてこれを容

認することは出来ないところであります。 
このような情勢の中にあって、政府は、基地対策の緊急かつ重大性に鑑み、地域住民の民生

安定のための基本的な施策をどのように考えておられるのかご質問いたします。 
昭和４８年２月１２日 
総 理 大 臣 殿 
防衛庁長官 殿 

 
昭 島 市 長  新 藤 元 義   
昭 島 市 議 会 議 長  降 矢 善 一 
福 生 市 長  石 川 常 太 郎 
福 生 市 議 会 議 長  末 次 性 男 
武 蔵 村 山 市 長  荒 田 重 之 
武蔵村山市議会議長  榎 本 彦 治 
瑞 穂 町 長  石塚 幸右衛門 
瑞 穂 町 議 会 議 長  布 田 仁 平 
羽 村 町 長  並 木 周 一 
羽 村 町 議 会 議 長  渡 辺 時 三 
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閣 審 第 １ ６ 号 
昭和４８年３月１５日 

 
福生市長 

石 川 常太郎 殿 
 

内閣官房長官 二階堂  進 
 

横田飛行場周辺地域における基地対策について 
 

かねてより、横田飛行場の提供業務等につきまして、特段のご協力をいただき感謝いたしま

す。 
過日、参照文書をもってご照会のありました標記の件について、関係政府機関と協議、調整

を行ないましたところを次によりご回答いたしますので、よろしくご了承の程お願いいたしま

す。 
先般の第１４回日米安全保障協議委員会で合意をみました関東地域における米軍施設の整理

は、日米安全保障条約の目的達成と施設周辺地域の発展との調和をはかり、でき得る限り米軍

施設の整理縮小を推進するとの政府の基本方針に基づくものであります。 
しかしながら、横田飛行場が主要な施設として存置されることに伴い、これが周辺住民の方々

に与える諸般の影響はお申し越しのとおり極めて深刻なものがあると痛感されるところであり

ます。 
政府としましては、このような基地をめぐる現下の情勢及び横田飛行場等防衛上極めて重要

な施設の維持の必要にかんがみ、施設の存在と周辺地域の経済的、社会的発展との調和を保つ

ため、基地対策については積極的な措置をとる方針のもとに目下その検討を進めつつあります。 
また、当面の措置としましては、横田飛行場について現行防衛施設周辺整備法に基づく基地

対策事業をでき得る限り拡充するとともに、関係行政機関による補助事業についても重点的に

実施する方針のもとに調整中であり、さらに施設周辺整備事業等の重点実施にかかる地元負担

の軽減のため地方債の拡充措置をはかり、また、国有提供施設等所在市町助成交付金について

は、その重点的配分を行なうよう検討中でありますので、政府の意のあるところをご了承いた

だき、今後とも横田飛行場の安定的使用につきましてご協力いただけるようお願いいたします。 
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ご要望書記載の各事業のうち、４８年度実施予定事業を除いては、目下のところ事業計画並

びに予算処置の関係から未検討のものが多く、かつ、他の横田関係２市２町からの要望等が未

提出でありますので、これらをあわせ３月末を目途として計画を調整し、４８年度中に実施可

能なもの、又は４９年度予算に要求するものなどの年度別計画を策定したいと考えております。 

 

関東空軍施設の横田基地統合計画 
に伴う政府の基地対策について 

 
政府は、去る１月２３日米空軍の関東平野地域における施設を横田基地に整理統合する計画

を決定しました。 
また、田中首相は、第７１特別国会における政策方針演説の中で基地問題について「政府は、

我が国の独立と安全のため必要な基地は今後とも提供を続けてゆく。同時に、急激な都市化減

少などによってひき起こされている基地問題と真剣に取組み、その整理統合を検討するととも

に、基地と周辺住民の間に無用な摩擦が生じないように万全の対策を取っていく考えである。」

との政府の方針を明らかにされました。 
そもそもわが国の独立と安全のための国防は、全国民が等しくその債務を負うべきものであ

って、ひとり基地周辺住民のみの犠牲に帰すべきものではないと考えます。 
今回の関東計画の決定により他の地域の基地が返還されることによって、反面横田基地にそ

のしわよせがなされ、その機能が再編強化されることは必然的であり、今まで以上に基地公害

が増大し、依然として基地周辺住民のみが犠牲を強いられることは、住民感情としてこれを容

認することは出来ないところであります。 
このような情勢の中にあって、政府は、基地対策の緊急かつ重大性に鑑み、地域住民の民生

安定のための基本的な施策をどのように考えておられるのかご質問いたします。 
昭和４８年２月１２日 
総 理 大 臣 殿 
防衛庁長官 殿 

 
昭 島 市 長  新 藤 元 義   
昭 島 市 議 会 議 長  降 矢 善 一 
福 生 市 長  石 川 常 太 郎 
福 生 市 議 会 議 長  末 次 性 男 
武 蔵 村 山 市 長  荒 田 重 之 
武蔵村山市議会議長  榎 本 彦 治 
瑞 穂 町 長  石塚 幸右衛門 
瑞 穂 町 議 会 議 長  布 田 仁 平 
羽 村 町 長  並 木 周 一 
羽 村 町 議 会 議 長  渡 辺 時 三 
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新整備法の早期制定化及び特別交付金制度の創設に関する要望書 
 

東京都福生市 
 

このことについてはかねてより、その早期制定化を図られるよう再三にわたり要望している

ところであります。 
貴庁におかれても基地問題の重要性にかんがみ現行整備法を廃止し、新たな立法措置により

防衛施設周辺の生活環境を積極的に整備する方針をうちだされましたが、これが立法措置を講

じられるとともに、特につぎの事項についてその実現を図られるよう強く要望するものであり

ます。 
１．政府は今月末か来月上旬に臨時国会を召集する方針であると新聞報道されているが、新整

備法案をこの国会に提案し、その成立を図られたい。 

２．基地の存在に伴う行財政上の阻害要因を基礎とする特別交付金制度を是非とも創設された

い。 

 
昭和４８年１０月３日 
防 衛 庁 長 官 殿 
防衛施設庁長官 殿 
 

福 生 市 長  石 川 常太郎 
福生市議会議長  石 川 信 義 
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（８）フィリピンクラーク基地からの米軍部隊移駐 
 
（経過と対応） 

フィリピンクラーク米空軍基地からの部隊移駐については、昭和６３年７月１日、国（東京防衛施

設局）より、フィリピンでは後方支援体制が制約されていて十分な活動ができないため、次の５部隊

が横田基地に移駐するとの連絡があった。 

移駐部隊 
１）第６００空軍音楽隊 
２）第９航空医療救難飛行隊 
３）第２０航空医療空輸飛行隊（Ｃ－９ ３機） 
４）太平洋通信師団の分遣隊Ａ班 
５）第１８３７電子機器設置隊第１派遣隊 

移駐人員 
軍人約２８０人、家族約３６０人、計約６４０人 

移駐時期 
昭和６３年７月以降順次開始される。 

また、平成元年１月９日、国より、米国の１９９０会計年度予算計画の中に、クラーク基地から第

２１戦術空輸飛行中隊（Ｃ－１３０）４機と関係部隊を伴って横田基地に移駐するための予算要求が

なされているとの情報連絡があり、同年９月１３日「（Ｃ－１３０）４機と関係部隊２５９人及びそ

の家族が１０月以降に移駐することが決定された」との連絡があった。 
市及び市議会（横田基地対策特別委員会）では、「これ以上横田基地が拡充強化されることは、住

民感情として到底容認することはできない」として、国（外務省、防衛庁、防衛施設庁、東京防衛施

設局）及び基地に対し再三にわたり中止要請を行うとともに、都知事、都議会議長とも面会し協力要

請を行ったが、５部隊関係は平成元年９月末に、Ｃ－１３０関係部隊は同年１２月末に移駐が完了し

た。 
なお、平成１５年９月、第３７４航空医療搬送中隊の解散に伴い、Ｃ－９ナイチンゲール医療空輸

機４機が横田基地より撤収した。 
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新整備法の早期制定化及び特別交付金制度の創設に関する要望書 
 

東京都福生市 
 

このことについてはかねてより、その早期制定化を図られるよう再三にわたり要望している

ところであります。 
貴庁におかれても基地問題の重要性にかんがみ現行整備法を廃止し、新たな立法措置により

防衛施設周辺の生活環境を積極的に整備する方針をうちだされましたが、これが立法措置を講

じられるとともに、特につぎの事項についてその実現を図られるよう強く要望するものであり

ます。 
１．政府は今月末か来月上旬に臨時国会を召集する方針であると新聞報道されているが、新整

備法案をこの国会に提案し、その成立を図られたい。 

２．基地の存在に伴う行財政上の阻害要因を基礎とする特別交付金制度を是非とも創設された

い。 

 
昭和４８年１０月３日 
防 衛 庁 長 官 殿 
防衛施設庁長官 殿 
 

福 生 市 長  石 川 常太郎 
福生市議会議長  石 川 信 義 
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移駐内容 （人） 

部 隊 名 等 軍 人 家 族 計 

第６００空軍音楽隊 ４５ ６６ １１１ 

第１８３７電子機器設置隊第１派遣隊 １１ ２１ ３２ 

太平洋通信師団分遣隊Ａ班 １４ １３ ２７ 

第９航空医療救難飛行隊 １００ ４８ １４８ 

第２０航空医療空輸飛行隊Ｃ－９ ３機 ２５ ３７ ６２ 

第３７４戦術空輸航空団 

 
第２１戦術空輸飛行隊 Ｃ－１３０ ４機 １０６ １５８ ２６４ 

計 ３０１ ３４３ ６４４ 

 

在比米空軍部隊の横田基地移駐に関する要請書 
福生市の行政面積の３分の１を占める横田基地の存在は、単に行政面積を狭小化させるにと

どまらず、市財政を圧迫し更に広域的都市活動や地域開発面で大きな発展阻害要因となってい

ます。 
また、いわゆる関東計画の実施により、他の基地が返還される中で、横田の機能は著しく拡

充、強化され、これが為、騒音をはじめ、教育、治安、行財政需要の増大等、周辺地域、住民

に与えるこれらの諸般の影響は極めて深刻なものがあり、日夜これが対応に苦慮しているとこ

ろであります。 
政府におかれましては、このような問題の解決をはかるため基地周辺対策事業の推進、基地

交付金の交付等の施策を講じているところでありますが、国予算の抑制や、多様化する住民要

望に十分対応できない現行施策のあり方等、未だ、多くの改善を要する問題があり、これら諸

施策の大幅な拡充が強く望まれているところでもあります。 
こうした状況の中で、フィリピン、クラーク基地所属の第２０航空医療空輸飛行隊（Ｃ－９）

３機等、５部隊の横田基地への移駐発表に引き続き、第２１戦術空輸飛行中隊（Ｃ－１３０）

４機の移駐も計画されているとのことでありますが、このような過去に例のない大規模な海外

部隊の移駐が実施されようとしていることは、全国民が等しく負うべき国防の責務をひとり基

地周辺住民のみに、その犠牲を強いるものであり、これ以上横田基地が拡充、強化されること

は、住民感情として、容認することは、到底できないところであります。 
よって、政府当局におかれましては、こうした実情を理解され、速やかに最善の措置を講じ

られるよう、強く要請いたします。 
平成元年２月２８日 

外 務 大 臣  宇 野 宗 佑 殿 
防 衛 庁 長 官  田 澤 吉 郎 殿 
防衛施設庁長官  池 田 久 克 殿 
東京防衛施設局長  西連寺  治 殿 

東京都福生市長 石 川 彌八郎 
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福 議 発 第 ７ ９ 号 
平成元年４月１８日 

外 務 大 臣 宇 野 宗 佑 殿 
防 衛 庁 長 官 田 沢 吉 郎 殿 
防衛施設庁長官 池 田 久 克 殿 
東京防衛施設局長 西連寺 治 殿 

福生市議会議長 
村 尾 栄 治 

横田基地対策特別委員会 
委員長 林 田 武 

 
 

米空軍部隊の横田基地移駐に関する要請書 
 
 

福生市の行政面積の３分の１も占めている米空軍横田基地は、日本の政治、経済等の中心と

なっている大都市東京の首都圏域内に存在するという、全国の防衛施設にもその類をみない、

特異な場所に位置しておりますことは、御承知の通りであります。 
過去におけるいわゆる関東計画実施によって、多くの米軍施設が返還されるという状況の中

で、この横田基地のみがますます機能の拡充、強化が一層進み、さらには米軍空母艦載機によ

る慣熟飛行訓練の頻度も著しく増大し、市民生活に計り知れない被害と不安を与えていること

は、誠に遺憾といわざるを得ません。 
こうした問題を、私ども議会側といたしましても常に注視し、市民の声を行政に強く訴え続

けて参ったところであります。 
このような基地をとりまく厳しい環境の中で、先般来よりフィリピンのクラーク基地から５

部隊が移駐しつつあり、さらにその上に、第２１戦術空輸飛行中隊の移駐計画があるとの仄聞

もいたし、強い衝撃を受けております。 
過去における関東計画はもとより、こうした大規模部隊の移駐は、ひとり横田基地周辺の犠

牲を強いるばかりであり、国防の責務は等しく全国民が負うべきもので、既に受忍限度にきて

いる市民感情から考え、これ以上の横田基地の拡充、強化につながる移駐は、到底容認するこ

とはできません。 
横田基地の存在は、行政面積を狭小化させているだけでなく、直接間接に市行政推進上、大

きな阻害要因ともなっており、基地に起因する様々な障害に対し、国における民生安定事業等

の対策については、一定の評価はしておるところでありますが、しかし多様化する市民のニー

ズに対しては、まだまだ不十分であるといわざるを得ません。 
国におかれましては、横田基地のおかれた条件や当市の実情を十分理解下され、速やかに最

善の措置を講じられるよう、福生市議会として強く要請する次第であります。 
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移駐内容 （人） 

部 隊 名 等 軍 人 家 族 計 

第６００空軍音楽隊 ４５ ６６ １１１ 

第１８３７電子機器設置隊第１派遣隊 １１ ２１ ３２ 

太平洋通信師団分遣隊Ａ班 １４ １３ ２７ 

第９航空医療救難飛行隊 １００ ４８ １４８ 

第２０航空医療空輸飛行隊Ｃ－９ ３機 ２５ ３７ ６２ 

第３７４戦術空輸航空団 

 
第２１戦術空輸飛行隊 Ｃ－１３０ ４機 １０６ １５８ ２６４ 

計 ３０１ ３４３ ６４４ 

 

在比米空軍部隊の横田基地移駐に関する要請書 
福生市の行政面積の３分の１を占める横田基地の存在は、単に行政面積を狭小化させるにと

どまらず、市財政を圧迫し更に広域的都市活動や地域開発面で大きな発展阻害要因となってい

ます。 
また、いわゆる関東計画の実施により、他の基地が返還される中で、横田の機能は著しく拡

充、強化され、これが為、騒音をはじめ、教育、治安、行財政需要の増大等、周辺地域、住民

に与えるこれらの諸般の影響は極めて深刻なものがあり、日夜これが対応に苦慮しているとこ

ろであります。 
政府におかれましては、このような問題の解決をはかるため基地周辺対策事業の推進、基地

交付金の交付等の施策を講じているところでありますが、国予算の抑制や、多様化する住民要

望に十分対応できない現行施策のあり方等、未だ、多くの改善を要する問題があり、これら諸

施策の大幅な拡充が強く望まれているところでもあります。 
こうした状況の中で、フィリピン、クラーク基地所属の第２０航空医療空輸飛行隊（Ｃ－９）

３機等、５部隊の横田基地への移駐発表に引き続き、第２１戦術空輸飛行中隊（Ｃ－１３０）

４機の移駐も計画されているとのことでありますが、このような過去に例のない大規模な海外

部隊の移駐が実施されようとしていることは、全国民が等しく負うべき国防の責務をひとり基

地周辺住民のみに、その犠牲を強いるものであり、これ以上横田基地が拡充、強化されること

は、住民感情として、容認することは、到底できないところであります。 
よって、政府当局におかれましては、こうした実情を理解され、速やかに最善の措置を講じ

られるよう、強く要請いたします。 
平成元年２月２８日 

外 務 大 臣  宇 野 宗 佑 殿 
防 衛 庁 長 官  田 澤 吉 郎 殿 
防衛施設庁長官  池 田 久 克 殿 
東京防衛施設局長  西連寺  治 殿 

東京都福生市長 石 川 彌八郎 
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米空軍部隊の横田基地への移駐に関する抗議書 
 
 

米空軍横田基地は、いわゆる関東計画の実施によって他の基地が返還される中で、その機能

の拡充・強化が一層進み、さらにはミッドウェー艦載機のＥ－２Ｃによる昼夜の飛行訓練が、

再三にわたる中止要請を無視して頻繁に実施され、市民生活に計り知れない被害と不安を与え

ており、日夜対応に苦慮しているところであります。 
このような状況下にある横田基地に、さらにフィリピンのクラーク基地から５部隊の移駐が

なされ、これに対し福生市議会として強く中止要請運動を続けてきたところですが、しかし、

その意に反し移駐が進んでいることは誠に遺憾である。また、その上にこの度発表された第２

１戦術空輸飛行中隊に所属するＣ－１３０型輸送機、４機がなしくずし的に移駐してくること

は横田基地周辺住民の感情を逆なでするものであり、強い不信感を抱かざるを得ません。 
横田基地に対して、私どもは日米安保条約上の問題であり、一定の容認のもとに住民にも理

解を求めてきたところですが、しかしこのように横田基地のみが拡充、強化されることは全国

民が等しく負うべき国防の責務を、基地周辺住民のみにその犠牲を強いるものであり、到底容

認することはできません。 
今後、こうした移駐が実施された場合には、私ども福生市議会としても横田基地の存在を再

考せざるを得ません。 
以上のような理由から、福生市議会として強く抗議するとともに、次の点について早急にそ

の見解を求めます。 
記 

１．クラーク基地からの移駐は、即時中止すること。 
２．営外居住者が既に２割以上という過密基地に移駐する理由。 
３．首都圏東京の住宅密集地に存在する基地であることを、深く認識すること。 
 

平成元年９月２７日 
 
内 閣 総 理 大 臣 海 部 俊 樹 殿 
外 務 大 臣 中 山 太 郎 殿 
防 衛 庁 長 官 松 本 十 郎 殿 
防衛施設庁長官 松 本 宗 和 殿 
東京防衛施設局長 西連寺 治 殿 

福生市議会議長 
仲 村 清 信 

横田基地対策特別委員長 
赤 星 行 人 
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（９）米軍再編と航空自衛隊横田基地

ア．航空自衛隊横田基地の現況

在日米軍再編の実施のための日米ロード

マップに基づき、航空総隊司令部及びその

関連部隊は、平成２４年３月２６日に府中

基地から横田基地に移転し、航空自衛隊横

田基地の運用が開始された。 
 
 

ａ．基地所在部隊（平成 年３月１日現在） 
航空総隊司令部 

航空自衛隊の戦闘機部隊、高射部隊、救難部隊及び航空警戒管制部隊等の指揮及び弾道ミ

サイル防衛における海上自衛隊のイージス艦をも含めた統合任務部隊の指揮を任務として

いる。 
航空戦術教導団司令部 

戦術の調査研究を行うとともに、各種機能を連携させた教導訓練等により総合的な部隊運

用能力を向上させ、各種事態を実行的に対処することを任務としている。 
（平成 年８月１日に新編） 

作戦情報隊 
航空作戦情報に関する業務を実施する部隊。主として航空総隊が実施する任務等に必要な

情報の収集や処理を任務としている。 
作戦システム運用隊 

航空情報の収集及び関係部隊等への提供並びに横田基地における隊員生活等に対する基

地業務を任務としている。（平成 25 年度末に航空総隊司令官直轄部隊である防空指揮群及

び入間基地のプログラム管理隊の機能を統合し、作戦システム運用隊として新編） 
横田気象隊 

空自横田基地に所在する航空総隊司令部等に対し、気象情報の提供を任務としている。 
横田地方警務隊 

航空自衛隊の人、物に対する犯罪に関する司法警察業務を任務としている。 
第 4 補給処立川支処保管課横田通関班 

横田基地において米軍から各自衛隊へ空輸される物品の通関手続きを任務としている。 
 
ｂ．歴代司令官及び司令

航 空 総 隊 司 令 官 横 田 基 地 司 令 
氏 名 任 期 氏 名 任 期 

齊藤治和空将 ’12.3－’13.8 日吉章夫１等空佐 ’12.3－’13.3 
中島邦祐空将 ’13.8－’15.11 柏瀬静雄１等空佐 ’13.4－’15.11 
福江広明空将 ’15.12－ 鎌田修一１等空佐 ’15.12－ 

    
 

写真データ 
⑩総隊司令部庁舎 

60 

 

米空軍部隊の横田基地への移駐に関する抗議書 
 
 

米空軍横田基地は、いわゆる関東計画の実施によって他の基地が返還される中で、その機能

の拡充・強化が一層進み、さらにはミッドウェー艦載機のＥ－２Ｃによる昼夜の飛行訓練が、

再三にわたる中止要請を無視して頻繁に実施され、市民生活に計り知れない被害と不安を与え

ており、日夜対応に苦慮しているところであります。 
このような状況下にある横田基地に、さらにフィリピンのクラーク基地から５部隊の移駐が

なされ、これに対し福生市議会として強く中止要請運動を続けてきたところですが、しかし、

その意に反し移駐が進んでいることは誠に遺憾である。また、その上にこの度発表された第２

１戦術空輸飛行中隊に所属するＣ－１３０型輸送機、４機がなしくずし的に移駐してくること

は横田基地周辺住民の感情を逆なでするものであり、強い不信感を抱かざるを得ません。 
横田基地に対して、私どもは日米安保条約上の問題であり、一定の容認のもとに住民にも理

解を求めてきたところですが、しかしこのように横田基地のみが拡充、強化されることは全国

民が等しく負うべき国防の責務を、基地周辺住民のみにその犠牲を強いるものであり、到底容

認することはできません。 
今後、こうした移駐が実施された場合には、私ども福生市議会としても横田基地の存在を再

考せざるを得ません。 
以上のような理由から、福生市議会として強く抗議するとともに、次の点について早急にそ

の見解を求めます。 
記 

１．クラーク基地からの移駐は、即時中止すること。 
２．営外居住者が既に２割以上という過密基地に移駐する理由。 
３．首都圏東京の住宅密集地に存在する基地であることを、深く認識すること。 
 

平成元年９月２７日 
 
内 閣 総 理 大 臣 海 部 俊 樹 殿 
外 務 大 臣 中 山 太 郎 殿 
防 衛 庁 長 官 松 本 十 郎 殿 
防衛施設庁長官 松 本 宗 和 殿 
東京防衛施設局長 西連寺 治 殿 

福生市議会議長 
仲 村 清 信 

横田基地対策特別委員長 
赤 星 行 人 
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ｃ．所在部隊定員数推移

 部隊等名 ２４年度末 ２５年度末 ２６年度末 ２７年度末 

航
空
総
隊
隷
下 

航空総隊司令部 250 270 260 260 

航空戦術教導団司令部   60 60 

防空指揮群 380    

作戦システム運用隊  380 390 390 

作戦情報隊 120 120 150 190 
 横田気象隊 20 20 20 20 

横田地方警務隊 10 10 10 10 

 10 10 10 10 
 所在部隊合計 780 800 900 940 

 
ｄ．隊員の５市１町における住民登録状況

（平成２８年１月１日現在）

住民登録している自治体名 世帯数 自衛隊員とその家族 
福生市 約１００世帯 約１６０名 

基地内隊舎（福生市） 約１８０世帯 約１８０名 
立川市 約３０世帯 約９０名 
昭島市 約２０世帯 約４０名 

武蔵村山市 約１８０世帯 約５１０名 
羽村市 約１０世帯 約２０名 
瑞穂町 約５世帯 約１０名 
合 計 約５２５世帯 約１，０１０名 

 
ｅ．飛来する主な飛行機 

◎ 飛来機 
Ｔ－４．ＣＨ－４７Ｊ．Ｕ－４．Ｕ－１２５等 

 

［主な飛来機］ 

◎ Ｔ－４ 

航空自衛隊で使用している中等練

習機で、プロペラ機による初等訓練を

終えたパイロットが訓練する中等練習

のための亜音速ジェット機 

各基地の連絡用などにも用いられ

る他、『ブルーインパルス』の使用機と

しても活躍している。 

写真データ 
⑪Ｔ－４ 
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◎ ＣＨ－４７Ｊ 

アメリカ合衆国のボーイング・バート

ル社（現ボーイング IDS社のローターク

ラフト部門）で開発されたタンデムロー

ター式の大型輸送用ヘリコプター 

日本では陸上自衛隊が CH-47J 及び

CH-47JA を、航空自衛隊が CH-47J を

運用している。 

 
 
イ．米軍再編における横田基地に関する経過と対応

平成１３年９月１１日に起きた米国同時多発テロを契機に、米国の安全保障環境の認識は変

化し、国際テロ、大量破壊兵器拡散などの新たな脅威に対抗するために、配備の見直しを行う

こととなった。

在日米軍再編もその一つとして行われ、日米安全保障協議委員会において検討が行われてき

たが、平成１７年１０月２９日に、「日米同盟：未来のための変革と再編（中間報告）が発表

された。

その中に、横田基地関連では、航空自衛隊航空総隊司令部の府中基地から横田基地への移駐、

横田基地における民間航空機の航行を円滑化するための措置の探求、米軍が管制を行っている

空域の削減や日本の管制官の併置、また、軍民共同使用のための具体的な条件や態様の検討が

明記された。

この間、福生市では、１０月３日に市長が東京防衛施設局を訪問し、横山局長に面会し、在

日米軍再編に伴う横田基地の変化への対応について、市民・議会と情報を共有し、市民・議会

の意見を聴いた上で、市の態度を決定するという、市の基本的な方針を伝え、米軍再編に伴う

情報の提供を要請した。

これを受けて、１０月２７日には、東京防衛施設局長が本市を来訪し、府中から航空自衛隊

航空総隊司令部の横田基地への移駐についての説明がなされ、１０月３１日には、横田防衛施

設事務所長が来訪し、中間報告書を受領した。

さらに、１１月２９日には、防衛庁の高木政務官、防衛施設庁施設部長他が来訪し、中間報

告までの経過についての謝罪と今後の協力要請があった。

これに対し、市は、１１月３０日に横田基地の態様の変化に関する疑義事項についての質問

書を国（東京防衛施設局）に提出した。

１２月の第４回市議会定例会では、議員５人から、横田基地の変化に市はどのように対応す

るか、市民あるいは市への影響はどの様になるか等、米軍再編に伴う横田基地の態様の変化に

ついての一般質問がされ、さらに、１２月１９日に開催された横田基地対策特別委員会では、

中間報告が発表されてから１ヶ月以上経過しているにもかかわらず、具体的な内容が示されな

いことは遺憾であり、国に対して早急な情報提供を求めるよう要望があったため、福生市議会

写真データ 
⑫CH-47J 
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ｃ．所在部隊定員数推移

 部隊等名 ２４年度末 ２５年度末 ２６年度末 ２７年度末 

航
空
総
隊
隷
下 

航空総隊司令部 250 270 260 260 

航空戦術教導団司令部   60 60 

防空指揮群 380    

作戦システム運用隊  380 390 390 

作戦情報隊 120 120 150 190 
 横田気象隊 20 20 20 20 

横田地方警務隊 10 10 10 10 

 10 10 10 10 
 所在部隊合計 780 800 900 940 

 
ｄ．隊員の５市１町における住民登録状況

（平成２８年１月１日現在）

住民登録している自治体名 世帯数 自衛隊員とその家族 
福生市 約１００世帯 約１６０名 

基地内隊舎（福生市） 約１８０世帯 約１８０名 
立川市 約３０世帯 約９０名 
昭島市 約２０世帯 約４０名 

武蔵村山市 約１８０世帯 約５１０名 
羽村市 約１０世帯 約２０名 
瑞穂町 約５世帯 約１０名 
合 計 約５２５世帯 約１，０１０名 

 
ｅ．飛来する主な飛行機 

◎ 飛来機 
Ｔ－４．ＣＨ－４７Ｊ．Ｕ－４．Ｕ－１２５等 

 

［主な飛来機］ 

◎ Ｔ－４ 

航空自衛隊で使用している中等練

習機で、プロペラ機による初等訓練を

終えたパイロットが訓練する中等練習

のための亜音速ジェット機 

各基地の連絡用などにも用いられ

る他、『ブルーインパルス』の使用機と

しても活躍している。 

写真データ 
⑪Ｔ－４ 
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は、１２月２２日、地方自治法第９９条の規定による意見書を提出し、横田基地に関する在日

米軍再編に係る情報の早期提供と再編による市への影響についての迅速かつ誠実な対応を果

たすよう強く求めた。

平成１８年１月１１日には、市長が東京防衛施設局を訪問し、局長に面会して横田基地の態

様の変化に関する情報を速やかに提供するよう要請するとともに、１月１７日には横田基地へ

も訪問し、第３７４空輸航空団司令官に面会して、横田基地の態様の変化に関する情報提供を

求め、１月３１日に横田基地周辺自治体が提出した横田基地の態様の変化に対する質問の回答

を国から正式に受領した。

また、２月１日及び１５日号の市広報により、横田基地の態様の変化についての情報や、国

からの回答を掲載し、市民に対し意見募集を行ったところ、４団体、１９８人の応募があった

が、ほとんどが反対意見であった。

２月２８日、市民から寄せられた意見の中から、７項目について国に対して追加質問をした

ところ、国から３月１５日にその回答があった。

また、３月２８日には市議会全員協議会を開催し、米軍再編に伴う横田基地の対応の変化に

ついて国に対し６項目の要請書を提出するとの方針を表明し、翌３月２９日、米軍再編に伴う

横田基地の態様の変化について６項目の要請書を提出した。

５月１日、「再編実施のための日米のロードマップ（最終取りまとめ）」が発表され、在日

米軍再編の最終報告で航空総隊司令部及びその関連部隊が横田基地に移駐することが決定し、

同日、東京防衛施設局次長が来訪し、概要の説明を受けたが、翌５月２日には東京防衛施設局

長も来訪し、最終取りまとめについて、正式に説明を受けた。その際、市からは速やかな情報

提供について要望した。

５月３０日、「在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取り組みについて」が閣議決定

し、在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取り組みについての具体的措置を含む７項目

について最終のとりまとめが承認され、翌５月３１日、東京防衛施設局の基地担当者が来訪し、

閣議決定についての説明を受けた。

６月３０日付で、市が国に対して３月２９日に提出した６項目の要請に対し、国（東京防衛

施設局）から、各事項については、重く受け止め、鋭意検討し、取り組む所存である旨の回答

を受けた。

この回答に対し、基地対策特別委員会は、７月５日、この６項目の要請に対しては誠実に対

応されたい旨、東京防衛施設局に要請行動を行った。

さらに、１１月１６日、５市１町でも、防衛庁、外務省、総務省、横田基地などに対し、総

合要請の中で、航空自衛隊の移駐に伴う航空機の飛来については、周辺地域住民の平穏な生活

に配慮すること、米軍再編に関する適切な情報を提供すること等も要請している。

その後、平成１９年８月には日米合同委員会で航空総隊司令部等庁舎等の共同使用が承認さ

れた。

また、平成１９年１０月３１日、横田基地が再編関連特定防衛施設に、５市１町が再編関連

特定周辺市町村に指定された。

そして、平成２０年３月からは移駐関連工事が開始された。

平成２２年１２月２１日、横田防衛事務所長が１２月１７日に閣議決定された「平成２３年

度以降に係る防衛計画大綱」及び「中期防衛力整備計画（平成２３年度～平成２７年度）」の
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説明のため来訪する。

その際、中期防衛力整備計画に、「米軍とのインターオペラビリティーを向上するため、横

田基地を新設し、航空総隊司令部等を移転する。」という突然の記載があったことについて、

市側は、横田基地の大きな態様の変化と捉えて問題視し、再度説明を求めた。

そのため、翌２２日に北関東防衛局長が説明するため来訪したが、地元に事前説明がなく、

基地機能の更なる強化への懸念から、その場で文書を以って回答するよう求めた。

また、１２月２７日には基地対策特別委員会も開催され、市、及び福生市議会が、それぞれ

文書で抗議・申入れすることが決定した。

これを受けて、平成２３年１月４日には、市長が、北関東防衛局を訪問し、鈴木北関東防衛

局長に対し抗議・申入れ書を直接提出し、同日付で内閣総理大臣に対しても郵送で同様の抗

議・申入れ書を提出した。

さらに１月７日には、市長及び副市長が防衛本省へも訪問し、井上地方協力局長に対し抗

議・申入れ書を提出するとともに広田政務官にも面会し、口頭で抗議・申入れをした。

また、１月１２日には基地対策特別委員会が開催され、翌１３日、福生市議会の正・副議長

が北関東防衛局を訪問し、鈴木局長に対して抗議・申入れ書を直接提出した。

この抗議・申入れに対しては１月３１日に市及び市議会へ国から回答があり、現時点で基地機

能の更なる強化はないことの確認がなされた。

３月２８日、航空総隊司令部及び防空指揮群の要員５０名により移転が開始される。 
平成２４年３月２６日、航空自衛隊横田基地の運用が開始される。 
（初代航空自衛隊横田基地司令：日吉章夫一等空佐、航空総隊司令官：齊藤治和空将） 
これに先立ち、２１日には北関東防衛局長が航空総隊司令部等の移転が行われることに関し

て、謝意の伝達のため来訪する。 
また、運用が開始された翌日の３月２７日には、航空自衛隊横田基地の日吉司令及び村岡副

司令が表敬あいさつのため来訪する。

なお、この米軍再編の一環として、航空自衛隊航空総隊司令部の移転に伴う建設工事が平成

１９年度より開始され、平成２５年度までの７年間で約６０９億円（契約ベース）が予算計上

されている。

航空自衛隊航空総隊司令部の移転に伴う建設工事予算計上額

（単位：億円） 
 平成

年度

平成

年度

平成

年度

平成

年度

平成

年度

平成

年度

平成

年度
合 計

年度毎の

計上額 
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は、１２月２２日、地方自治法第９９条の規定による意見書を提出し、横田基地に関する在日

米軍再編に係る情報の早期提供と再編による市への影響についての迅速かつ誠実な対応を果

たすよう強く求めた。

平成１８年１月１１日には、市長が東京防衛施設局を訪問し、局長に面会して横田基地の態

様の変化に関する情報を速やかに提供するよう要請するとともに、１月１７日には横田基地へ

も訪問し、第３７４空輸航空団司令官に面会して、横田基地の態様の変化に関する情報提供を

求め、１月３１日に横田基地周辺自治体が提出した横田基地の態様の変化に対する質問の回答

を国から正式に受領した。

また、２月１日及び１５日号の市広報により、横田基地の態様の変化についての情報や、国

からの回答を掲載し、市民に対し意見募集を行ったところ、４団体、１９８人の応募があった

が、ほとんどが反対意見であった。

２月２８日、市民から寄せられた意見の中から、７項目について国に対して追加質問をした

ところ、国から３月１５日にその回答があった。

また、３月２８日には市議会全員協議会を開催し、米軍再編に伴う横田基地の対応の変化に

ついて国に対し６項目の要請書を提出するとの方針を表明し、翌３月２９日、米軍再編に伴う

横田基地の態様の変化について６項目の要請書を提出した。

５月１日、「再編実施のための日米のロードマップ（最終取りまとめ）」が発表され、在日

米軍再編の最終報告で航空総隊司令部及びその関連部隊が横田基地に移駐することが決定し、

同日、東京防衛施設局次長が来訪し、概要の説明を受けたが、翌５月２日には東京防衛施設局

長も来訪し、最終取りまとめについて、正式に説明を受けた。その際、市からは速やかな情報

提供について要望した。

５月３０日、「在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取り組みについて」が閣議決定

し、在日米軍の兵力構成見直し等に関する政府の取り組みについての具体的措置を含む７項目

について最終のとりまとめが承認され、翌５月３１日、東京防衛施設局の基地担当者が来訪し、

閣議決定についての説明を受けた。

６月３０日付で、市が国に対して３月２９日に提出した６項目の要請に対し、国（東京防衛

施設局）から、各事項については、重く受け止め、鋭意検討し、取り組む所存である旨の回答

を受けた。

この回答に対し、基地対策特別委員会は、７月５日、この６項目の要請に対しては誠実に対

応されたい旨、東京防衛施設局に要請行動を行った。

さらに、１１月１６日、５市１町でも、防衛庁、外務省、総務省、横田基地などに対し、総

合要請の中で、航空自衛隊の移駐に伴う航空機の飛来については、周辺地域住民の平穏な生活

に配慮すること、米軍再編に関する適切な情報を提供すること等も要請している。

その後、平成１９年８月には日米合同委員会で航空総隊司令部等庁舎等の共同使用が承認さ

れた。

また、平成１９年１０月３１日、横田基地が再編関連特定防衛施設に、５市１町が再編関連

特定周辺市町村に指定された。

そして、平成２０年３月からは移駐関連工事が開始された。

平成２２年１２月２１日、横田防衛事務所長が１２月１７日に閣議決定された「平成２３年

度以降に係る防衛計画大綱」及び「中期防衛力整備計画（平成２３年度～平成２７年度）」の
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横田基地に関する在日米軍再編に係る情報の早期提供を求める意見書

去る平成 年 月 日に日米安全協議委員会が開催され、日米の役割・任務能力と兵

力体制の再編に関する中間報告が公表された。その内容は、横田飛行場に共同統合運用調

整所を設置・航空自衛隊航空総隊司令部を横田飛行場に移駐し、第５空軍司令部と併置す

るとされている。また、横田空域の削減や軍民共同使用を検討するとされている。

このような横田基地における態様の変化の情報は、当市や地元住民にどのような影響が

出るのか等、極めて重大な関心事であり、また地元住民の安全確保を考える上でも、何よ

りも迅速な国からの情報提供がされるべきものである。

しかし、今回の在日米軍の再編についての国の情報提供の遅れは、新聞報道等の情報の

先行、錯綜を招き、地元住民の不安や心配を駆り立てるものがあった。再編により基地が

どのように変わり、どのようなことが市に影響を及ぼすのか、またそのことによる地元住

民の安全確保を考える上でも支障を来したことは、まことに残念なことである。

よって、本市議会は、政府に対し、このような態様の変化があったときは市や地元住民

に対し、情報の早期提供と再編による市への影響についての迅速かつ誠実な対応を果たす

よう強く求めるものである。

以上、地方自治法第 条の規定により意見書を提出する。

平成 年 月 日

福生市議会議長

石 川 和 夫

内 閣 総 理 大 臣

総 務 大 臣

外 務 大 臣

防 衛 庁 長 官
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福企秘発第 号

平成１８年３月２９日

内 閣 総 理 大 臣

外 務 大 臣

防 衛 庁 長 官

防 衛 施 設 庁 長 官

福生市長 野 澤 久 人

要 請 書

福生市は、日米安全保障条約に基づく横田基地の運用について、さまざまな問題を抱えつつも協力してき

た。それは、基地は無いことが望ましいが、国策として存在する以上やむをえないものとし、ただし、基地

が存在することにより、福生市民が受けている迷惑については、国及び全国民による十分な配慮が必要であ

るとの基本的な考え方による。

今回の米軍再編計画に伴う航空自衛隊航空総隊司令部の横田基地移転問題については、市域の３分の１を

基地に提供している本市にとって重要な基地の態様の変化と捉え、この中間報告の発表以後、国に対する情

報提供依頼、市議会との協議若しくは市民へのお知らせ又は意見募集等、広く意見の収集を行ってきた。

今回の米軍再編計画について、現時点で次のとおり要請する。

１ 国際平和が外交的手段によって維持されるよう、一層の努力をすること。

２ 今回のように市及び市民への精神的、経済的影響があると思われる基地の態様の変化については、国は

速やかに市及び市民への説明責任を果たすこと。

３ 基地周辺の市及び市民が抱えるさまざまな問題は、国民全体の課題として理解されるとともに支援又は

協力がなされるべきである。よって、国の責任において、横田基地内に国防及び安全保障の問題、あるい

は基地の歴史、市及び市民の負担等について、国民が理解できる、また、地元市民と話し合いや意見交換

ができる施設等の整備に配慮すること。

４ 中間報告以後の情報では、次の点が明確ではない。このことについて今後十分な対策を講じること。

１  横田基地周辺市町基地対策連絡会の国に対する要望に応えること。

２  表明された自衛隊との基地共同使用が、横田基地の恒久化につながらないようにすること。

３  表明された自衛隊との共同使用によって、さらに横田基地への攻撃やテロなどの危険度が増さない

ようにすること。

５ 市民等から寄せられた意見を参考にすること。

６ 今後の市の具体的要請に真摯に応えること。
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横田基地に関する在日米軍再編に係る情報の早期提供を求める意見書

去る平成 年 月 日に日米安全協議委員会が開催され、日米の役割・任務能力と兵

力体制の再編に関する中間報告が公表された。その内容は、横田飛行場に共同統合運用調

整所を設置・航空自衛隊航空総隊司令部を横田飛行場に移駐し、第５空軍司令部と併置す

るとされている。また、横田空域の削減や軍民共同使用を検討するとされている。

このような横田基地における態様の変化の情報は、当市や地元住民にどのような影響が

出るのか等、極めて重大な関心事であり、また地元住民の安全確保を考える上でも、何よ

りも迅速な国からの情報提供がされるべきものである。

しかし、今回の在日米軍の再編についての国の情報提供の遅れは、新聞報道等の情報の

先行、錯綜を招き、地元住民の不安や心配を駆り立てるものがあった。再編により基地が

どのように変わり、どのようなことが市に影響を及ぼすのか、またそのことによる地元住

民の安全確保を考える上でも支障を来したことは、まことに残念なことである。

よって、本市議会は、政府に対し、このような態様の変化があったときは市や地元住民

に対し、情報の早期提供と再編による市への影響についての迅速かつ誠実な対応を果たす

よう強く求めるものである。

以上、地方自治法第 条の規定により意見書を提出する。

平成 年 月 日

福生市議会議長

石 川 和 夫

内 閣 総 理 大 臣

総 務 大 臣

外 務 大 臣

防 衛 庁 長 官
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施東第４１３４号（ ）

平成１８年６月３０日

福 生 市 長 殿

東京防衛施設局長

横田飛行場における在日米軍再編に係る取組みについて

かねてより、貴市におかれましては、横田飛行場の安定的使用に御理解と御協力を頂き

感謝致します。

過日、航空自衛隊総隊司令部の併置等に係る施策について、特段の御理解を頂いたこと

について、改めて御礼申し上げると共に、当局といたしましては、平成１８年３月２９日

をもって貴市から御要請がありました各事項につきましては、重く受け止め、鋭意検討し、

取り組む所存でありますので、今後とも貴市の特段の御理解と御協力をお願い致します。

以 上
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福 企 企 発 第 ７ ４ 号 
平成２３年１月４、７日 

内 閣 総 理 大 臣  
防 衛 大 臣  
北 関 東 防 衛 局 長  
 
 

福生市長 加 藤 育 男 
 
 

中期防衛力整備計画（平成２３年度～平成２７年度）に対する抗議・申入れ書 
 
福生市は、日米安全保障条約に基づく横田基地の運用について、市域の３分の１を基地に提供し、さまざ

まな問題を抱えつつも協力し、今回の米軍再編計画に伴う航空自衛隊航空総隊司令部及び関連部隊の横田基

地移転問題についても理解してきた。 
しかしながら、昨年１２月１７日に閣議決定された中期防衛力整備計画（平成２３年度～平成２７年度）

において、「米軍とのインターオペラビリティを向上するため、横田基地を新設し、航空総隊司令部等を移転

する。」と表記されたことについては、今までの説明の中では一切触れられていなかった文言であり、本市に

とって、この文言は基地機能のさらなる強化がなされ、基地の態様の変化へとつながる重要な意味を含んで

いるのではないかと懸念されるところである。 
また、平成１８年３月２９日付、福企秘発第１３０号による、市及び市民への精神的、経済的影響がある

と思われる基地の態様の変化については、国は速やかに市及び市民への説明責任を果たすこととの要請に対

しても、要請があった各事項については、重く受け止め、鋭意検討し取り組む所存であるとの回答をしてい

るにもかかわらず、地元自治体に事前説明することなくいきなり公表した。 
このような地元自治体を軽視したような今回のやり方は、これまでの信頼関係を根底から覆すような行為

であり大変遺憾である。 
以上のことから、今回の中期防衛力整備計画について、次のとおり抗議、申し入れするので、平成２３年

１月３１日までに、文書を以て各項目ごとに回答願いたい。 
 
１ 閣議決定し公表する前に、なぜ地元（福生市）に説明等がなかったのか。

２ このような国の対応は、市との信頼関係を喪失させる最大の要因となると考えるが、国の考えを聞きた

い。

３ 「横田基地を新設」は、単なる呼称上の問題ではなく、大きな態様の変化であり、基地機能の強化につ

ながるものと懸念するものであるが、このことについて説明願いたい。

４ 再編交付金及び特定防衛施設周辺整備調整交付金（９条交付金）等の交付額は、「横田基地を新設」では

なく、「航空総隊司令部及び関連部隊を移転」を前提に決められたものであると理解しているが、この理解

は妥当か。

５ 米軍とのインターオペラビリティ向上の意味するところを具体的に説明願いたい。
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施東第４１３４号（ ）

平成１８年６月３０日

福 生 市 長 殿

東京防衛施設局長

横田飛行場における在日米軍再編に係る取組みについて

かねてより、貴市におかれましては、横田飛行場の安定的使用に御理解と御協力を頂き

感謝致します。

過日、航空自衛隊総隊司令部の併置等に係る施策について、特段の御理解を頂いたこと

について、改めて御礼申し上げると共に、当局といたしましては、平成１８年３月２９日

をもって貴市から御要請がありました各事項につきましては、重く受け止め、鋭意検討し、

取り組む所存でありますので、今後とも貴市の特段の御理解と御協力をお願い致します。

以 上
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６ 航空総隊司令部等の「等」とは、防空指揮群、作戦情報隊、気象関連部隊、警務関連部隊のみと考えて

いいか。

７ 今まで国からは、府中基地からの航空総隊司令部及び関連部隊の移転以外の説明はなく、これに基づき、

今後、これ以上の態様の変化や基地機能の強化については、絶対容認できない旨、市民や議会に説明（公

約）してきている。

今後、さらなる部隊、航空機の移駐がされないことの確約をいただきたい。

８ その他、この７項目以外にも横田基地に関する情報があれば、説明願いたい。
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関 防 第 ４ ６ ０ 号

平成２３年１月３１日

福 生 市 長 殿

北関東防衛局長

中期防衛力整備計画（平成２３年度～平成２７年度）に対する抗議

・申入れ書について（回答）

横田飛行場の安定的使用の確保につきましては、平素より多大なる御理解と御協力を賜

り、厚く御礼申し上げます。

さて、先日、貴市から文書（福企企発第７４号。平成２３年１月７日及び４日付）によ

り防衛大臣及び当職あてに抗議・申し入れがありました事項について、防衛本省と調整の

上、当職より下記のとおり回答いたします。

記

１、２、３、６及び７について

横田飛行場に移転する部隊については、現在、府中基地に所在する航空自衛隊航空総隊

司令部並びに関連部隊である、作戦情報隊、防空指揮群、気象関連部隊及び警務関連部隊

を予定しており、この他の部隊を移転させる予定はありません。

航空機の移駐については、航空総隊司令部等の移転後においても自衛隊員の移動などの

ためにヘリコプターや輸送機等の往来はあり得ますが、航空機部隊及び航空機が常駐する

予定はありません。

昨年１２月１７日に閣議決定された中期防衛力整備計画（平成２３年度～平成２７年度）

における「横田基地を新設し、航空自衛隊航空総隊司令部等を移転する」との記述につい

ては、以上のような考え方を踏まえたものであり、これまで御説明してきた内容を超える

ものではありません。また、これまで御説明してきた施策を具体化するに当たり、法令上

の整理として「横田基地」との文言を用いたものであります。

北関東防衛局として思いが至らず、中期防衛力整備計画に関しての説明については、十

分な配慮をすべきものであったと考えております。引き続き、当局と貴市との連絡を密に

していくことにより対応して参りたいと考えておりますので、御理解と御協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

70 
 

６ 航空総隊司令部等の「等」とは、防空指揮群、作戦情報隊、気象関連部隊、警務関連部隊のみと考えて

いいか。

７ 今まで国からは、府中基地からの航空総隊司令部及び関連部隊の移転以外の説明はなく、これに基づき、

今後、これ以上の態様の変化や基地機能の強化については、絶対容認できない旨、市民や議会に説明（公

約）してきている。

今後、さらなる部隊、航空機の移駐がされないことの確約をいただきたい。

８ その他、この７項目以外にも横田基地に関する情報があれば、説明願いたい。

— 71 —



72 
 

４について

再編交付金は、駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法（平成１９年法律第６

７号）に基づき交付されるものであり、横田飛行場においては、航空総隊司令部及び関連

部隊の移転の規模等を点数化し、交付しているものであります。

また、特定防衛施設周辺整備調整交付金は、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する

法律（昭和４９年法律第１０１号）に基づき、横田飛行場の設置又は運用が周辺に与える

影響に応じて交付しているものであり、今後とも、自衛隊を含む横田飛行場の設置・運用

等による障害の実態を踏まえ、交付することとなります。

なお、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律等に基づく民生安定施設の助成等

については、今後とも、貴市からの御要望をお聞きしながら、可能な限り努力してまいり

たいと考えております。

５について

日米間のインターオペラビリティ（相互運用性）の向上とは、部隊運用などの面で、日

米の相互の連携を向上させることであり、今回の航空総隊司令部等の移転により、我が国

の防空や弾道ミサイル防衛における情報共有を始めとする日米の司令部組織間の連携が強

化され、このようなインターオペラビリティの向上が図られることとなります。

８について

防衛省としては、これまでも可能な限り関係地方公共団体に情報提供を行ってきたとこ

ろであり、今後とも、横田飛行場に関する情報については、貴市及び関係地方公共団体に

対し、適時適切に説明を行い、御理解と御協力が得られるよう努めてまいります。

関連文書：福企企発第７４号（平成２３年１月４日）
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（１０）ＣＶ－２２オスプレイの横田基地への配備計画

平成 年５月９日（土）、新聞朝刊の１面に突然、米国政府がＣＶ－２２オスプレイを横田基

地に配備するとの記事が掲載された。

平成 年５月 日（火）、外務省の北米局参事官、北関東防衛局長等が福生市に来庁し、「米

国政府が 年（平成 年）までに計 機のＣＶ－２２オスプレイを横田飛行場に配備し、そ

のうち最初の３機を 年（平成 年）の後半に配備する計画がある。」等の説明があった。

その後、市では、国や米軍に対して迅速で正確な情報提供等を要請するとともに、横田基地周

辺市町基地対策連絡会等でも連携して対応を図ってきた。

なお、横田基地のオスプレイに関連した平成 年３月から現在までの経過及び対応については、

次のとおりである。

（※オスプレイの横田基地への飛来に関する事項は省略）

日時 経過及び対応

平成 年

３月９日

「日米両政府が沖縄県の米軍普天間基地に配備される予定のＭＶ－２２オス

プレイについて、早ければ平成 年７月にも横田基地を軸に一時配置する方向

で調整を図っている。」との新聞報道があった。

平成 年

３月 日

平成 年３月９日の新聞報道を受け、横田基地周辺市町基地対策連絡会から

田中防衛大臣に対し、「たとえ一時配置であったとしても、これ以上の基地機能

の強化は到底容認できず、ＭＶ－２２オスプレイの横田基地への一時配置を行わ

ないこと。」を強く要請した。

平成 年

９月 日

ＭＶ－２２オスプレイの沖縄配備について、防衛省及び外務省の連名で発表さ

れた。

平成 年

９月 日

平成 年９月 日の発表を受け、日本国内の沖縄以外での場所でＭＶ―２２

の飛行訓練を行う可能性について、日米間で検討することが判明したため、福生

市長から玄葉外務大臣、森本防衛大臣、佐竹北関東防衛局長に対し、「ＭＶ－２

２オスプレイの安全性についての懸念が完全に払拭されるまで、横田基地におけ

る飛行訓練はもとより、一時的にせよＭＶ－２２オスプレイの横田基地への飛来

について、反対をする。」旨を申し入れた。

平成 年

９月 日

平成 年９月 日の発表を受け、横田基地周辺市町基地対策連絡会から玄葉

外務大臣、森本防衛大臣、佐竹北関東防衛局長に対し、「ＭＶ－２２オスプレイ

について、横田基地における飛行訓練はもとより、現時点では一時的な飛来につ

いても行わないよう」要請した。

平成 年

月 日

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会による総合要請において、野田

内閣総理大臣、玄葉外務大臣、森本防衛大臣などの国の機関に対し、「垂直離着

陸輸送機ＭＶ－２２オスプレイが、平成 年 月６日に普天間飛行場に配備さ

れた。オスプレイについては、平成 年４月にはモロッコでＭＶ－２２オスプ

レイが、また６月には米国フロリダ州でＣＶ－２２が墜落事故を起こしており、

安全性に大きな懸念がある。こうしたことを踏まえ、現段階においては、横田基
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４について

再編交付金は、駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法（平成１９年法律第６

７号）に基づき交付されるものであり、横田飛行場においては、航空総隊司令部及び関連

部隊の移転の規模等を点数化し、交付しているものであります。

また、特定防衛施設周辺整備調整交付金は、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する

法律（昭和４９年法律第１０１号）に基づき、横田飛行場の設置又は運用が周辺に与える

影響に応じて交付しているものであり、今後とも、自衛隊を含む横田飛行場の設置・運用

等による障害の実態を踏まえ、交付することとなります。

なお、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律等に基づく民生安定施設の助成等

については、今後とも、貴市からの御要望をお聞きしながら、可能な限り努力してまいり

たいと考えております。

５について

日米間のインターオペラビリティ（相互運用性）の向上とは、部隊運用などの面で、日

米の相互の連携を向上させることであり、今回の航空総隊司令部等の移転により、我が国

の防空や弾道ミサイル防衛における情報共有を始めとする日米の司令部組織間の連携が強

化され、このようなインターオペラビリティの向上が図られることとなります。

８について

防衛省としては、これまでも可能な限り関係地方公共団体に情報提供を行ってきたとこ

ろであり、今後とも、横田飛行場に関する情報については、貴市及び関係地方公共団体に

対し、適時適切に説明を行い、御理解と御協力が得られるよう努めてまいります。

関連文書：福企企発第７４号（平成２３年１月４日）
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地への飛来がないよう、引き続き米国に働きかけるとともに、関係自治体や地域

住民に対する十分な説明責任を果たすこと。」を要請した。

平成 年

７月 日

カーライル米太平洋空軍司令官の７月 日の記者会見時の発言として「ＣＶ

－２２オスプレイの日本での配備先について米軍横田基地が有力な候補地であ

り、日米両政府間で協議中である。」との報道あった。

カーライル米太平洋空軍司令官の記者会見時の発言の報道を受け、横田基地周

辺市町基地対策連絡会から岸田外務大臣、小野寺防衛大臣、佐竹北関東防衛局長

に対し、「米空軍によるＣＶ－２２オスプレイの我が国への配備計画すら明らか

になっていない中での、こうした報道は、まさに寝耳に水の話であり、誠に遺憾

である。横田基地への配備が検討されていること自体、極めて遺憾なことであり、

到底容認できるものではない。ＣＶ－２２オスプレイの横田基地への配備検討の

撤回を求める。」ことを強く要請した。

平成 年

月 日

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会による総合要請において、安部

内閣総理大臣、岸田外務大臣、小野寺防衛大臣などの国の機関に対し、「垂直離

着陸輸送機オスプレイについては、これまでも墜落事故が報告される中、平成

年８月にも米ネバタ州において硬着陸を行ったとの報道があった。また、平成

年７月に米太平洋空軍司令官の発言として、米空軍仕様のＣＶ－２２オスプレイ

について、横田基地への配備も含め、日米間で協議中であるとの報道があり、こ

れに関しては、国は協議の事実はないと直ちに否定した経過にある。オスプレイ

については、現段階では周辺住民の安全性への懸念が払拭されていない状況にあ

り、正確な情報提供に努めるとともに、地元自治体や周辺住民に対する十分な説

明責任を果たすことなく、横田基地への配備や飛来を行うことがないよう、引き

続き米国に働きかけること。」を要請した。

平成 年

月 日

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会による総合要請において、マー

クＲ オーガスト横田基地第３７４空輸航空団司令官などの在日米軍の機関に対

し、「垂直離着陸輸送機オスプレイについては、これまでも墜落事故が報告され

る中、平成 年８月にも米ネバタ州において硬着陸を行ったとの報道があった。

また、平成 年７月に米太平洋空軍司令官の発言として、米空軍仕様のＣＶ－

２２オスプレイについて、横田基地への配備も含め、日米間で協議中であるとの

報道があり、これに関しては、国は協議の事実はないと直ちに否定した経過にあ

る。オスプレイについては、現段階では周辺住民の安全性への懸念が払拭されて

いない状況にあり、正確な情報提供に努めるとともに、地元自治体や周辺住民に

対する十分な説明責任を果たすことなく、横田基地への配備や飛来を行わないこ

と。」を要請した。

平成 年

月 日

平成 年 月３日、インターネット上の報道記事に、日米政府が新型輸送機

「オスプレイ」について、横田基地への配備を検討しているとの情報が掲載され

たため、横田基地周辺市町基地対策連絡会から北関東防衛局に事実確認をしたと

ころ、北関東防衛局からは「米空軍のＣＶ－２２オスプレイについて、米国から
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は、我が国に配備するとの通報はなく、日本におけるＣＶ－２２オスプレイの配

備について、米国はいかなる決定も行っていないと承知している。」との回答が

あった。

平成 年

月 日

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会による総合要請において、安部

内閣総理大臣、岸田外務大臣、江渡防衛大臣などの国の機関に対し、「垂直離着

陸輸送機オスプレイの横田基地への飛来については、未だ周辺住民の安全性への

懸念が十分に解消されていない状況にあり、国の責任において正確かつ速やかな

情報提供に努め、地元自治体や周辺住民に対する十分な説明責任を果たすこと。

同様に、米国に対しても、周辺住民の不安を解消するため、十分な情報提供を行

うよう、引き続き働きかけること。」を要請した。

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会による総合要請に当たって東

京都と協議が整わなかった事項について、横田基地周辺市町基地対策連絡会か

ら、安部内閣総理大臣、岸田外務大臣、江渡防衛大臣などの国の機関に対し、「垂

直離着陸輸送機オスプレイについては、現段階では周辺住民の安全性への懸念が

払拭されていない状況にあり、正確な情報提供に努めるとともに、地元自治体や

周辺住民に対する十分な説明責任を果たすことなく、横田基地への配備や飛来を

行うことがないよう、引き続き米国に働きかけること。」を追加して要請した。

平成 年

月 日

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会による総合要請において、ダグ

ラスＣ デラマター横田基地第３７４空輸航空団司令官などの在日米軍の機関に

対し、「垂直離着陸輸送機オスプレイの横田基地への飛来については、未だ周辺

住民の安全性への懸念が十分に解消されていない状況にあり、周辺住民の不安を

解消するため、正確かつ速やかな情報提供を行うこと。」を要請した。

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会による総合要請に当たって東

京都と協議が整わなかった事項について、横田基地周辺市町基地対策連絡会か

ら、ダグラスＣ デラマター横田基地第３７４空輸航空団司令官などの在日米軍

の機関に対し、「垂直離着陸輸送機オスプレイについては、現段階では周辺住民

の安全性への懸念が払拭されていない状況にあり、正確な情報提供に努めるとと

もに、地元自治体や周辺住民に対する十分な説明責任を果たすことなく、横田基

地への配備や飛来を行わないこと。」を追加して要請した。

平成 年

５月９日

米国政府がＣＶ－２２オスプレイを横田飛行場に配備するとの報道がされた

ため、横田基地周辺市町基地対策連絡会において、情報収集を開始した。

平成 年

５月 日

米国政府から日本政府に対して接受国通報があった旨の情報提供が防衛省北

関東防衛局より連絡があった。

平成 年

５月 日

外務省北米局参事官、防衛省北関東防衛局長等が来庁し、米国政府が 年

（平成 年）までに計 機のＣＶ－２２オスプレイを横田飛行場に配備し、そ

のうち最初の３機を 年（平成 年）の後半に配備する計画がある旨の説明

があった。
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地への飛来がないよう、引き続き米国に働きかけるとともに、関係自治体や地域

住民に対する十分な説明責任を果たすこと。」を要請した。

平成 年

７月 日

カーライル米太平洋空軍司令官の７月 日の記者会見時の発言として「ＣＶ

－２２オスプレイの日本での配備先について米軍横田基地が有力な候補地であ

り、日米両政府間で協議中である。」との報道あった。

カーライル米太平洋空軍司令官の記者会見時の発言の報道を受け、横田基地周

辺市町基地対策連絡会から岸田外務大臣、小野寺防衛大臣、佐竹北関東防衛局長

に対し、「米空軍によるＣＶ－２２オスプレイの我が国への配備計画すら明らか

になっていない中での、こうした報道は、まさに寝耳に水の話であり、誠に遺憾

である。横田基地への配備が検討されていること自体、極めて遺憾なことであり、

到底容認できるものではない。ＣＶ－２２オスプレイの横田基地への配備検討の

撤回を求める。」ことを強く要請した。

平成 年

月 日

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会による総合要請において、安部

内閣総理大臣、岸田外務大臣、小野寺防衛大臣などの国の機関に対し、「垂直離

着陸輸送機オスプレイについては、これまでも墜落事故が報告される中、平成

年８月にも米ネバタ州において硬着陸を行ったとの報道があった。また、平成

年７月に米太平洋空軍司令官の発言として、米空軍仕様のＣＶ－２２オスプレイ

について、横田基地への配備も含め、日米間で協議中であるとの報道があり、こ

れに関しては、国は協議の事実はないと直ちに否定した経過にある。オスプレイ

については、現段階では周辺住民の安全性への懸念が払拭されていない状況にあ

り、正確な情報提供に努めるとともに、地元自治体や周辺住民に対する十分な説

明責任を果たすことなく、横田基地への配備や飛来を行うことがないよう、引き

続き米国に働きかけること。」を要請した。

平成 年

月 日

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会による総合要請において、マー

クＲ オーガスト横田基地第３７４空輸航空団司令官などの在日米軍の機関に対

し、「垂直離着陸輸送機オスプレイについては、これまでも墜落事故が報告され

る中、平成 年８月にも米ネバタ州において硬着陸を行ったとの報道があった。

また、平成 年７月に米太平洋空軍司令官の発言として、米空軍仕様のＣＶ－

２２オスプレイについて、横田基地への配備も含め、日米間で協議中であるとの

報道があり、これに関しては、国は協議の事実はないと直ちに否定した経過にあ

る。オスプレイについては、現段階では周辺住民の安全性への懸念が払拭されて

いない状況にあり、正確な情報提供に努めるとともに、地元自治体や周辺住民に

対する十分な説明責任を果たすことなく、横田基地への配備や飛来を行わないこ

と。」を要請した。

平成 年

月 日

平成 年 月３日、インターネット上の報道記事に、日米政府が新型輸送機

「オスプレイ」について、横田基地への配備を検討しているとの情報が掲載され

たため、横田基地周辺市町基地対策連絡会から北関東防衛局に事実確認をしたと

ころ、北関東防衛局からは「米空軍のＣＶ－２２オスプレイについて、米国から
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平成 年

５月 日

外務省及び防衛省担当者が来庁し、ＣＶ－２２オスプレイの特徴、配備の意義、

安全性、訓練・騒音等について、説明があった。

平成 年

５月 日

米国ハワイ州において米海兵隊所属のＭＶ－２２オスプレイ１機が着陸に失

敗したとの報道がされため、横田基地周辺市町基地対策連絡会において、情報収

集を開始した。

平成 年

５月 日

平成 年５月 日（現地時間 日）のハワイ州において米海兵隊所属のＭ

Ｖ－２２オスプレイ１機が着陸に失敗したとの報道を受け、横田基地周辺市町基

地対策連絡会から、岸田外務大臣、中谷防衛大臣、渡邉北関東防衛局長に対し、

「ＭＶ－２２オスプレイのハワイ州での事故の原因究明とそれに基づく再発防

止策について、米軍に申し入れるよう要請するとともに、横田基地周辺市町に対

し、事故に関する迅速かつ正確な情報提供を行うよう」要請した。

平成 年

５月 日

平成 年５月 日の横田基地周辺市町基地対策連絡会からの要請を受け、北

関東防衛局から、「政府としては米側に対し、今般事故の原因等の関連情報を速

やかに提供するとともに、ＭＶ－２２オスプレイについて、引き続き安全面への

最大限の配慮を申し入れた。今後、米側から得られた情報を基に、丁寧に説明し

てまいる。」との口頭による回答があった。

平成 年

５月 日

福生市議会全員協議会（臨時）において、市議会議員に対して、横田基地への

オスプレイ配備計画に関する経過説明を行った。

平成 年

５月 日

横田基地へのＣＶ－２２オスプレイの配備に関して、横田基地周辺市町基地対

策連絡会から、岸田外務大臣、中谷防衛大臣、渡邉北関東防衛局長に対し、「Ｃ

Ｖ－２２オスプレイについては、地元自治体や周辺住民に対する十分な説明責任

を果たすことなく、横田基地への配備を行うことがないよう国や米軍に対し、再

三にわたる要請を行ってきたにもかかわらず、このような突然の計画発表につい

ては誠に遺憾である。また、平成 年５月 日（現地時間 日）に、ＭＶ－

２２オスプレイが、米国ハワイ州において、乗組員に死亡者及び多数の負傷者を

出す事故を起こしたとの報道があり、周辺住民の安全性への懸念は大きくなって

いる。当連絡会としては、国の責任において、地元自治体や周辺住民に対して更

なる具体的な説明や迅速かつ正確な情報提供を行うことはもとより、周辺住民の

生活に支障をきたすことがないよう、徹底した安全対策と環境への配慮を講ずる

よう」要請した。

平成 年

６月４日

福生市長及び福生市議会議長が防衛省本省に出向き、西防衛事務次官、中島地

方協力局長と面会し、横田基地へのオスプレイの配備に関する現時点での詳細な

情報の有無を確認するとともに、今後における迅速な情報提供について、強く申

し入れた。

これに対し、国からは、「現時点では、既に説明をしている内容以上のものは

ないが、今後も情報が入り次第、丁寧に情報提供をさせていただく。」との説明

を受けた。
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平成 年

６月９日

平成 年第２回福生市議会定例会において、「ＣＶ オスプレイの横田基地

への配備に対する決議」が全会一致で可決された。

平成 年

月 日

防衛省本省と北関東防衛局の担当者が福生市に来庁し、環境レビューの英語版

原文と、それを日本語に訳した資料、さらに、環境レビューの中から横田基地に

関して参考になると思われる部分を抜粋した資料が示され、主に抜粋した資料を

基に、説明を受けた。

平成 年

月 日

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会による総合要請において、安部

内閣総理大臣、岸田外務大臣、中谷防衛大臣などの国の機関に対し、「垂直離着

陸輸送機オスプレイについては、平成 年後半からＣＶ－２２オスプレイを横

田基地に配備するとの説明があったが、国の責任において、地元自治体や周辺住

民に対して迅速かつ正確な情報提供を行うなど、十分な説明責任を果たすととも

に、安全対策の徹底と環境への配慮等を米国に働きかけること。」等を要請した。

平成 年

月９日

防衛省本省及び北関東防衛局の担当者が福生市に来庁し、ＭＶ－２２オスプレ

イのハワイ州における事故の調査結果の説明を受けた。

平成 年

月 日

米国カリフォルニア州において、現地時間で 月９日にＭＶ ２２オスプレイ

が輸送揚陸艦への着艦に失敗したとの報道があった。

平成 年

月 日

米カリフォルニア州におけるＭＶ－２２オスプレイの輸送揚陸艦への着艦失

敗事故の報道を受け、福生市独自で北関東防衛局に対し、報道される前に迅速な

情報提供を行うよう強く申し入れた。

また、横田基地周辺市町基地対策連絡会から、北関東防衛局に対して、「 月

９日（現地時間）に発生した米国カリフォルニア州でのＭＶ－２２オスプレイの

着艦失敗について、迅速かつ正確な情報提供をすること。」を要請した。

平成 年

月 日

福生市長が防衛省本省に出向き、西防衛大臣政策参与や中島地方協力局長等と

面会し、ＣＶ－２２オスプレイの横田基地配備計画に関する迅速で正確な情報提

供について、強く要請を行ったが「これまで以上の新たな情報はない。」との回

答であった。

平成 年

月 日

横田基地に関する東京都と周辺市町連絡協議会による総合要請において、ダグ

ラスＣ デラマター横田基地第３７４空輸航空団司令官などの在日米軍の機関に

対し、「垂直離着陸輸送機オスプレイについては、平成 年後半からＣＶ－２２

オスプレイを横田基地に配備するとの通報があったが、迅速かつ正確な情報提供

を行うとともに、安全対策の徹底と環境への配慮等を行うこと。」等を要請した。

平成 年

月 日

福生市長が北関東防衛局に出向き、渡邉北関東防衛局長と面会し、ＣＶ－２２

オスプレイの横田基地配備計画に関する迅速で正確な情報提供について、強く要

請を行ったが、「これまで以上の新たな情報はない。」との回答であった。

平成 年

１月 日

福生市長が防衛省本省に出向き、黒江防衛事務次官、中島地方協力局長、前田

防衛政策局長、杉山航空幕僚長等と面会し、ＣＶ－２２オスプレイの横田基地配

備計画に関する迅速で正確な情報提供について、強く要請を行ったが、「これま

で以上の新たな情報はない。」との回答であった。
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平成 年

５月 日

外務省及び防衛省担当者が来庁し、ＣＶ－２２オスプレイの特徴、配備の意義、

安全性、訓練・騒音等について、説明があった。

平成 年

５月 日

米国ハワイ州において米海兵隊所属のＭＶ－２２オスプレイ１機が着陸に失

敗したとの報道がされため、横田基地周辺市町基地対策連絡会において、情報収

集を開始した。

平成 年

５月 日

平成 年５月 日（現地時間 日）のハワイ州において米海兵隊所属のＭ

Ｖ－２２オスプレイ１機が着陸に失敗したとの報道を受け、横田基地周辺市町基

地対策連絡会から、岸田外務大臣、中谷防衛大臣、渡邉北関東防衛局長に対し、

「ＭＶ－２２オスプレイのハワイ州での事故の原因究明とそれに基づく再発防

止策について、米軍に申し入れるよう要請するとともに、横田基地周辺市町に対

し、事故に関する迅速かつ正確な情報提供を行うよう」要請した。

平成 年

５月 日

平成 年５月 日の横田基地周辺市町基地対策連絡会からの要請を受け、北

関東防衛局から、「政府としては米側に対し、今般事故の原因等の関連情報を速

やかに提供するとともに、ＭＶ－２２オスプレイについて、引き続き安全面への

最大限の配慮を申し入れた。今後、米側から得られた情報を基に、丁寧に説明し

てまいる。」との口頭による回答があった。

平成 年

５月 日

福生市議会全員協議会（臨時）において、市議会議員に対して、横田基地への

オスプレイ配備計画に関する経過説明を行った。

平成 年

５月 日

横田基地へのＣＶ－２２オスプレイの配備に関して、横田基地周辺市町基地対

策連絡会から、岸田外務大臣、中谷防衛大臣、渡邉北関東防衛局長に対し、「Ｃ

Ｖ－２２オスプレイについては、地元自治体や周辺住民に対する十分な説明責任

を果たすことなく、横田基地への配備を行うことがないよう国や米軍に対し、再

三にわたる要請を行ってきたにもかかわらず、このような突然の計画発表につい

ては誠に遺憾である。また、平成 年５月 日（現地時間 日）に、ＭＶ－

２２オスプレイが、米国ハワイ州において、乗組員に死亡者及び多数の負傷者を

出す事故を起こしたとの報道があり、周辺住民の安全性への懸念は大きくなって

いる。当連絡会としては、国の責任において、地元自治体や周辺住民に対して更

なる具体的な説明や迅速かつ正確な情報提供を行うことはもとより、周辺住民の

生活に支障をきたすことがないよう、徹底した安全対策と環境への配慮を講ずる

よう」要請した。

平成 年

６月４日

福生市長及び福生市議会議長が防衛省本省に出向き、西防衛事務次官、中島地

方協力局長と面会し、横田基地へのオスプレイの配備に関する現時点での詳細な

情報の有無を確認するとともに、今後における迅速な情報提供について、強く申

し入れた。

これに対し、国からは、「現時点では、既に説明をしている内容以上のものは

ないが、今後も情報が入り次第、丁寧に情報提供をさせていただく。」との説明

を受けた。
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福 企 企 発 第 ５ ５ 号

平成２４年９月２１日

外 務 大 臣 玄葉 光一郎 様

防 衛 大 臣 森本 敏 様

北関東防衛局長 佐竹 基 様

福生市長 加 藤 育 男

「ＭＶ－２２オスプレイの沖縄配備について」に係る申し入れ

平成２４年９月１９日付け、防衛省及び外務省の連名で発表された標記の件

につき、同月２０日に防衛省北関東防衛局から説明を受けたところである。

その中で、沖縄県への配備後、日本国内の沖縄以外での場所でＭＶ－２２の

飛行訓練を行う可能性について、日米間で検討することが日米政府で合意がさ

れていることが判明した。

福生市は、政府による我が国におけるＭＶ－２２オスプレイの飛行運用開始

決定については、我が国の安全保障上必要だということについて、一定の理解

をしているところではあるが、ＭＶ－２２オスプレイの安全性についての懸念

が完全に払拭されたという認識は持っていないところである。

したがって、ＭＶ－２２オスプレイの安全性についての懸念が完全に払拭さ

れるまで、横田基地における飛行訓練はもとより、一時的にせよＭＶ－２２オ

スプレイの横田基地への飛来について、反対をする旨申し入れるものである。
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ＭＶ－２２オスプレイの沖縄配備について（要請）

平成２４年９月１９日付け、防衛省及び外務省の連名で発表された標記の件

につき、同月２０日に防衛省北関東防衛局から説明を受けたところである。

その中で、沖縄県への配備後、日本国内の沖縄以外での場所でＭＶ－２２の

飛行訓練を行う可能性について、日米間で検討することが日米政府で合意がさ

れていることが判明した。

しかし、横田基地は市街地に存在し、これまでも航空機騒音には悩まされて

きている。

したがって、横田基地周辺市町基地対策連絡会としては、ＭＶ－２２オスプ

レイについて、横田基地における飛行訓練はもとより、現時点では一時的な飛

来についても行わないよう要請する。

平成２４年９月２４日

外 務 大 臣 玄葉 光一郎 様

防 衛 大 臣 森本 敏 様

北関東防衛局長 佐竹 基 様

横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長

立 川 市 長 清 水 庄 平

昭 島 市 長 北 川 穰 一

福 生 市 長 加 藤 育 男

武蔵村山市長 藤 野 勝

羽 村 市 長 並 木 心

瑞 穂 町 長 石塚 幸右衛門

幹 事 福 生 市 長 加 藤 育 男
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ＭＶ－２２オスプレイの沖縄配備について（要請）

平成２４年９月１９日付け、防衛省及び外務省の連名で発表された標記の件

につき、同月２０日に防衛省北関東防衛局から説明を受けたところである。

その中で、沖縄県への配備後、日本国内の沖縄以外での場所でＭＶ－２２の

飛行訓練を行う可能性について、日米間で検討することが日米政府で合意がさ

れていることが判明した。

しかし、横田基地は市街地に存在し、これまでも航空機騒音には悩まされて

きている。

したがって、横田基地周辺市町基地対策連絡会としては、ＭＶ－２２オスプ

レイについて、横田基地における飛行訓練はもとより、現時点では一時的な飛

来についても行わないよう要請する。

平成２４年９月２４日

外 務 大 臣 玄葉 光一郎 様

防 衛 大 臣 森本 敏 様

北関東防衛局長 佐竹 基 様

横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長

立 川 市 長 清 水 庄 平

昭 島 市 長 北 川 穰 一

福 生 市 長 加 藤 育 男

武蔵村山市長 藤 野 勝

羽 村 市 長 並 木 心

瑞 穂 町 長 石塚 幸右衛門

幹 事 福 生 市 長 加 藤 育 男
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横田飛行場へのＣＶ－２２オスプレイ配備に関する横田基地周辺市町基地

対策連絡会コメント

○ 本日、横田飛行場へのＣＶ－２２オスプレイの配備に関する報道に接し、驚きを禁じ

得ません。

○ 現在、横田基地周辺市町基地対策連絡会として、情報収集を行っており、国への確認

結果も含め、今後、お知らせしてまいりたいと考えております。

平成２７年５月９日

横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長

立 川 市 長 清 水 庄 平

昭 島 市 長 北 川 穰 一

福 生 市 長 加 藤 育 男

武蔵村山市長 藤 野 勝

羽 村 市 長 並 木 心

瑞 穂 町 長 石塚 幸右衛門

幹事 武蔵村山市長 藤 野 勝

横田飛行場へのＣＶ－２２オスプレイ配備に関する横田基地周辺市町基地

対策連絡会コメント

○ 本日、外務省北米局 鈴木参事官及び防衛省北関東防衛局 渡邉局長が横田飛行場の所

在する５市１町を訪問され、米国政府が、２０２１年（平成３３年）までに、計１０機の

ＣＶ－２２オスプレイを横田基地に配備し、そのうち最初の３機を２０１７年（平成２９

年）の後半に配備するとの説明を受けました。

○ ＣＶ－２２オスプレイについては、地元自治体や周辺住民に対する十分な説明責任を果

たすことなく、横田飛行場への配備を行うことがないよう国や米軍に対し、再三にわたる

要請を行ってきたにもかかわらず、このような突然の申し入れについては誠に遺憾であり

ます。

○ これまで、横田飛行場に関する共通の諸問題につきましては、横田飛行場の所在する５

市１町で構成される横田基地周辺市町基地対策連絡会を設置し、連携して対応してまいり

ました。

○ このため、この度の横田飛行場へのＣＶ－２２オスプレイの配備に関する対応につきま

しても、今後、周辺市町と協議し、対応してまいりたいと考えております。

○ いずれにいたしましても、詳細については、改めて説明に来るとのことであり、その説

明を伺ってまいりたいと考えております。

— 82 —



平成２７年５月１２日

横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長

立 川 市 長 清 水 庄 平

昭 島 市 長 北 川 穰 一

福 生 市 長 加 藤 育 男

武 蔵 村 山 市 長 藤 野 勝

羽 村 市 長 並 木 心

瑞 穂 町 長 石塚 幸右衛門

幹事 武蔵村山市長 藤 野 勝

横田飛行場へのＣＶ－２２オスプレイ配備に関する横田基地周辺市町基地

対策連絡会コメント

○ 本日（５月１５日）、外務省及び防衛省から、米空軍ＣＶ－２２オスプレイの横田基地

への配備について、改めて説明がありました。

○ 内容は、ＣＶ－２２オスプレイの安全性、配備に伴う施設整備等、騒音及び訓練・運用

等に関するものでありましたが、当連絡会としては、この説明をもって十分な説明がなさ

れたものとは考えておりません。

○ 今後につきましては、更なる具体的な説明を求めるとともに、周辺住民の安全・安心、

良好な生活環境の確保を最優先に考え、対応してまいります。

なお、当連絡会は、近く国に対し要請を行う予定です。

平成２７年５月１５日

横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長

立 川 市 長 清 水 庄 平

昭 島 市 長 北 川 穰 一

福 生 市 長 加 藤 育 男

武 蔵 村 山 市 長 藤 野 勝

羽 村 市 長 並 木 心

瑞 穂 町 長 石塚 幸右衛門

幹事 武蔵村山市長 藤 野 勝

横田飛行場へのＣＶ－２２オスプレイ配備に関する横田基地周辺市町基地

対策連絡会コメント

○ 本日、横田飛行場へのＣＶ－２２オスプレイの配備に関する報道に接し、驚きを禁じ

得ません。

○ 現在、横田基地周辺市町基地対策連絡会として、情報収集を行っており、国への確認

結果も含め、今後、お知らせしてまいりたいと考えております。

平成２７年５月９日

横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長

立 川 市 長 清 水 庄 平

昭 島 市 長 北 川 穰 一

福 生 市 長 加 藤 育 男

武蔵村山市長 藤 野 勝

羽 村 市 長 並 木 心

瑞 穂 町 長 石塚 幸右衛門

幹事 武蔵村山市長 藤 野 勝

横田飛行場へのＣＶ－２２オスプレイ配備に関する横田基地周辺市町基地

対策連絡会コメント

○ 本日、外務省北米局 鈴木参事官及び防衛省北関東防衛局 渡邉局長が横田飛行場の所

在する５市１町を訪問され、米国政府が、２０２１年（平成３３年）までに、計１０機の

ＣＶ－２２オスプレイを横田基地に配備し、そのうち最初の３機を２０１７年（平成２９

年）の後半に配備するとの説明を受けました。

○ ＣＶ－２２オスプレイについては、地元自治体や周辺住民に対する十分な説明責任を果

たすことなく、横田飛行場への配備を行うことがないよう国や米軍に対し、再三にわたる

要請を行ってきたにもかかわらず、このような突然の申し入れについては誠に遺憾であり

ます。

○ これまで、横田飛行場に関する共通の諸問題につきましては、横田飛行場の所在する５

市１町で構成される横田基地周辺市町基地対策連絡会を設置し、連携して対応してまいり

ました。

○ このため、この度の横田飛行場へのＣＶ－２２オスプレイの配備に関する対応につきま

しても、今後、周辺市町と協議し、対応してまいりたいと考えております。

○ いずれにいたしましても、詳細については、改めて説明に来るとのことであり、その説

明を伺ってまいりたいと考えております。
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ＭＶ－２２オスプレイのハワイ州での事故について（要請）

平成２７年５月１８日（日本時間。現地時間１７日）にハワイ州のベローズ空軍基地で、

米海兵隊所属のＭＶ－２２オスプレイ１機が着陸に失敗し、死亡者及び複数の負傷者が出

る事故が発生したとの報道がありました。

今般の事故は、横田基地へのＣＶ－２２オスプレイの配備計画が発表された矢先の事故

であり、周辺住民のオスプレイに対する安全性への懸念は、大きくなっています。

このため、当連絡会は、当該事故の原因究明とそれに基づく再発防止策について、米軍

に申し入れるよう要請するとともに、横田基地周辺市町に対し、事故に関する迅速かつ正

確な情報提供を行うよう要請します。

平成２７年５月２０日

外務大臣 岸田 文雄 殿

防衛大臣 中谷 元 殿

北関東防衛局長 渡邉 一浩 殿

横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長

立 川 市 長 清 水 庄 平

昭 島 市 長 北 川 穰 一

福 生 市 長 加 藤 育 男

武蔵村山市長 藤 野 勝

羽 村 市 長 並 木 心

瑞 穂 町 長 石塚 幸右衛門

幹 事 武蔵村山市長 藤 野 勝
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横田基地へのＣＶ－２２オスプレイの配備について（要請）

平成２７年５月１２日に防衛省及び外務省から、ＣＶ－２２オスプレイを横田基地に配備

する旨の米国政府からの通報内容等について説明があり、また同月１５日にＣＶ－２２オス

プレイの横田基地配備の理由や安全性等に関する説明を受けました。

ＣＶ－２２オスプレイについては、地元自治体や周辺住民に対する十分な説明責任を果た

すことなく、横田基地への配備を行うことがないよう国や米軍に対し、再三にわたる要請を

行ってきたにもかかわらず、このような突然の計画発表については誠に遺憾であります。

横田基地は、人口が密集した市街地に所在しており、かねてより航空機騒音に悩まされ、

また、航空機の部品落下といった人命にかかわる事故への懸念などからも、周辺住民の日常

生活での不安が続いています。

このような状況の中、平成２７年５月１８日（日本時間。現地時間１７日）に、ＭＶ－２

２オスプレイが、米国ハワイ州において、乗組員に死亡者及び多数の負傷者を出す事故を起

こしたとの報道があり、周辺住民の安全性への懸念は大きくなっています。

安全保障につきましては、国の専管事項であり、国の安全保障の重要性については、十分

に認識しております。

当連絡会としては、国の責任において、地元自治体や周辺住民に対して更なる具体的な説

明や迅速かつ正確な情報提供を行うことはもとより、周辺住民の生活に支障をきたすことが

ないよう、徹底した安全対策と環境への配慮を講ずるよう要請します。

併せて、米国に対しても周辺住民の安全性への懸念が払拭されるよう、強く働きかけるこ

とを要請します。

平成２７年５月２８日

外務大臣 岸田 文雄 殿

防衛大臣 中谷 元 殿

北関東防衛局長 渡邉 一浩 殿

横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長

立 川 市 長 清 水 庄 平

昭 島 市 長 北 川 穰 一

福 生 市 長 加 藤 育 男

武蔵村山市長 藤 野 勝

羽 村 市 長 並 木 心

瑞 穂 町 長 石塚 幸右衛門

幹 事 武蔵村山市長 藤 野 勝

ＭＶ－２２オスプレイのハワイ州での事故について（要請）

平成２７年５月１８日（日本時間。現地時間１７日）にハワイ州のベローズ空軍基地で、

米海兵隊所属のＭＶ－２２オスプレイ１機が着陸に失敗し、死亡者及び複数の負傷者が出

る事故が発生したとの報道がありました。

今般の事故は、横田基地へのＣＶ－２２オスプレイの配備計画が発表された矢先の事故

であり、周辺住民のオスプレイに対する安全性への懸念は、大きくなっています。

このため、当連絡会は、当該事故の原因究明とそれに基づく再発防止策について、米軍

に申し入れるよう要請するとともに、横田基地周辺市町に対し、事故に関する迅速かつ正

確な情報提供を行うよう要請します。

平成２７年５月２０日

外務大臣 岸田 文雄 殿

防衛大臣 中谷 元 殿

北関東防衛局長 渡邉 一浩 殿

横田基地周辺市町基地対策連絡会構成市町長

立 川 市 長 清 水 庄 平

昭 島 市 長 北 川 穰 一

福 生 市 長 加 藤 育 男

武蔵村山市長 藤 野 勝

羽 村 市 長 並 木 心

瑞 穂 町 長 石塚 幸右衛門

幹 事 武蔵村山市長 藤 野 勝
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ＣＶ－22 オスプレイの横田基地への配備に対する決議 

 

平成27年５月11日、米国政府から日本政府に対して接受国通報があったとの

連絡が、防衛省北関東防衛局から福生市にあった。 

同月12日及び15日には、外務省及び防衛省の担当者が福生市に来庁し、平成

33年までに計10機のＣＶ－22オスプレイを横田飛行場に配備し、そのうち最初

の３機を平成29年の後半に配備する計画がある旨、また、ＣＶ－22オスプレイ

の横田基地への配備の理由、その安全性、訓練・騒音などについて説明が行わ

れた。 

横田基地は、人口が密集した市街地に所在しており、かねてより航空機騒音

に悩まされ、また、航空機の部品落下といった人命にかかわる事故への懸念な

どからも、周辺住民の日常生活での不安が続いている。 

福生市議会では、平成 25 年７月のＣＶ－22 オスプレイの横田基地配備検討

報道に対し、同年９月 26 日付けで、「ＣＶ－22 オスプレイの横田基地配備検

討の撤回を求める意見書」を防衛大臣、外務大臣、防衛省北関東防衛局長に提

出し、政府が米国政府に対し、ＣＶ－22 オスプレイの米軍横田基地への配備検

討の撤回を強く働きかけるよう求めている。 

そのような中で、今回、ＣＶ－22 オスプレイの横田基地への配備が突然発表

されたことは、誠に遺憾であり、これ以上の基地機能強化は認められない。 

さらに、平成 27 年５月 18 日には、ＭＶ－22 オスプレイが米ハワイ州におい

て着陸に失敗し、死亡者及び負傷者を出したとの報道があり、市民の安全性へ

の懸念は大きくなっている。 

よって、福生市議会は、政府に対し次の事項を強く求める。 

１ さらなる具体的な説明を行うこと。 

２ 米国政府に対し、ＣＶ－22 オスプレイの米軍横田基地への配備計画の再検

討を強く働きかけること。 

以上、決議する。 

 平成 27 年６月９日 

 

福 生 市 議 会 
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87 

（１１）基地従業員対策と在日米軍経費 
 
（基地従業員対策） 

戦後の物資不足、食料難等の不安定な社会状況下のなかで、基地は安定した職場であり、多くの人

が基地に職を求めたものであった。 
こうした、従業員の身分の安定を図るために、昭和２７年行政協定による基本労務契約（ＭＬＣ）

と諸機関労務協定（ＩＨＩ）が締結された。 
しかし、米軍の駐留が固定化するにしたがい基地労務が削減され、職の解雇のきざしが現れはじめ

てきた。昭和４４年には米国の海外基地の軍事費削減政策等があり、昭和４５年３月に立川飛行場等

の従業員を６月に解雇するとの発表や、同年１２月には第１２回安全保障協議委員会において、在日

米軍部隊の配置変更とそれに伴う施設の整理統合が協議され、その中で大量の従業員解雇を行うとの

発表があり、横田基地でも、従業員の解雇が実施された。 
このように従業員が離職を余儀なくされることに対し、昭和３３年５月駐留軍関係離職者等臨時措

置法が公布され、職業訓練等についての特別措置、就職指導及び給付金の支給等の対策が講じられる

ようになった。福生市（当時は町）でも駐留軍関係離職者対策協議会を設置（昭和３７年３月）する

など、財団法人東京駐留軍離職者対策センター、多摩地区離職対策連絡協議会等関係行政団体相互の

連携を図ってきたが、発会当時とは社会情勢も変化し、比較的安定した雇用関係になるなど、初期の

目的が達成され、平成１１年度に当協議会が廃止された。 
（在日米軍経費） 

在日米軍が必要とする日本人従業員の労働力は、日本が給与等の勤務条件を定め雇用し、その労務

を提供しているが、これらの労務費は従来米国が負担してきたものであり、在日米軍が経費の軽減と

日本人従業員の雇用の安定を図るため、昭和５３年度から福利厚生費等を日本が負担するようになり、

昭和６２年には地位協定第２４条についての特別の措置を定める協定を締結し、退職手当等８手当の

一部を負担することとし、さらに、昭和６３年にはこの特別協定を対象とする諸手当の全額を負担で

きるよう制度を改正し、平成元年度には７５パーセントを、さらに平成２年度からは全額を負担する

こととなった。また、平成３年には在日米軍経費の日本側負担等を定めた新たな特別協定が結ばれ、

在日米軍従業員の基本給及び諸手当全項目と在日米軍が公用のため調達する光熱水費を日本政府が

段階的に、３、４年度は２５パーセント、５年度は５０パーセント、６年度は７５パーセント負担し、

平成７年度には全額を負担することになった。（光熱水費とは電気、ガス、上下水道、暖房用燃料費

などである。） 
以後、日本政府が予算の範囲内において全額負担しているが、現行特別協定は平成２７年度末に失

効するため、平成２８年度以降の新特別協定について平成２８年１月に合意した。 
なお、新協定案では、日本側の負担額は平成２８年度以降５年間も平成２７年度負担額の１，８９

９億円の現行水準を維持し、在日米軍基地で働く日本人従業員の労務費については、福福利厚生施設

で働く労働者のうち，日本側が負担する上限数を４，４０８人から３，８９３人に削減する一方，装

備品の維持・整備や各種事務等に従事する労働者のうち，日本側が負担する上限数を１８，２１７人

から１９，２８５人に増加させている。また、光熱水費については、各年度の日本側負担割合を７２

パーセントから６１パーセントに引き下げ，日本側負担の上限額を約２４９億円とする内容となって

いる。 
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【参 考】 
（基地従業員の雇用形態） 

米軍施設（基地）に対する労務の提供は、地位協定第１２条第４項に「現地の労務に対する合衆国

軍隊及び第１５条に定める諸機関の需要は、日本国の当局の援助を得て充足される。」と規定されて

いて、従業員の雇用の方法には、基本労務契約（ＭＬＣ）、諸機関労務協約（ＩＨＡ）、そして船員契

約（ＭＣ）があり、雇用主は日本政府で、使用主は在日米軍となっている。 
  従業員の具体的な労務管理等の事務取り扱いは、従来、機関委任事務として関係都道府県知事が実

施していたが、地方分権推進計画等により、当該機関委任事務が廃止され、現在は独立行政法人駐留

軍等労働者労務管理機構が実施しており、横田基地については、横田支部で取り扱っている。 
 

１．基本労務契約（ＭＬＣ：Master Labor Contract） 
各軍の司令部や部隊等に勤務する者を対象とした契約 
職種例；会計事務職、重車両運転手、フォークリフト運転手、エンジニアリング専門職、警備員、 

消防員など 
２．諸機関労務協約（ＩＨＡ：Indirect Hire Agreement） 

米軍施設内の食堂、売店等に勤務する者を対象とした協約 
職種例；販売員、コック、ウェイター、ウェイトレスなど 

３．船員契約（ＭＣ：Mariner’s Contract） 
非戦闘用船舶で勤務する者を対象とした契約 
職種例；船長、機関長など 

４．防衛省の関係窓口は、北関東防衛局の総務部労務対策室が担当している。 
 
◎ 独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構 横田支部 
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【横田基地日本人従業員の推移】 
（３月３１日現在） 

年 月 MLC IHA 計 備 考 年 月 MLC IHA 計 備 考 
昭和

37.3   2,726  平成

元.3 1,436 538 1,947 注８ 

38.3 2,666 810 3,476  2.3 1,401 599 2,000  

39.3 2,508 802 3,310  3.3 1,332 606 1,938  

40.3 2,275 805 3,080  4.3 1,337 630 1,967  

41.3 2,201 748 2,949  5.3 1,381 563 1,944  

42.3 2,264 679 2,943  6.3 1,414 578 1,992  

43.3 2,472 745 3,217  7.3 1,355 556 1,911  

44.3 2,469 708 3,177  8.3 1,421 600 2021  

45.3 2,527 679 3,206 注１ 9.3 1,433 603 2,036  

46.3 2,391 599 2,990 注２ 10.3 1,479 601 2,080  

47.3 2,326 554 2,880 注３ 11.3 1,557 571 2,128  

48.3 2,117 306 2,423 注４ 12.3 1,561 570 2,131  

49.3 1,758 284 2,042 注５ 13.3 1,554 584 2,138  

50.3 1,791 242 2,033 注６ 14.3 1,555 630 2,185  

51.3 1,678 354 2,032  15.3 1,544 620 2,164  

52.3 1,828 401 2,229  16.3 1,545 619 2,164  

53.3 1,808 410 2,218 注７ 17.3 1,555 617 2,172  

54.3 1,768 377 2,144  18.3 1,531 628 2,159  

55.3 1,715 386 2,101  19.3 1,541 593 2,134  

56.3 1,677 389 2,066  20.3 1,546 600 2,146  

57.3 1,639 394 2,033  21.3 1,551 591 2,142  

58.3 1,603 420 2,023  22.3 1,557 622 2,179  

59.3 1,591 426 2,017  23.3 1,577 621 2,198  

60.3 1,552 432 1,984  24.3 1,555 616 2,171  

61.3 1,570 436 2,006  25.3 1,547 597 2,144  

62.3 1,528 411 1,939  26.3 1,536 583 2,119  

63.3 1,506 521 2,027  27.3 1,522 565 2,087  
（東京都渉外労務管理事務所事業概要より） 

（横田防衛事務所より） 
注１： 昭和４５年３月在日米軍が昭和４６年６月２０日付で、立川基地等の１，５８３名の解

雇を発表 
注２： 昭和４５年１２月在日米軍が在日米軍基地の整理統合により、８，４３１名の解雇を伴

うと発表 
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注３： 昭和４６年５月戦闘機部隊が沖縄等に移駐 
注４： KPCP 計画発表 
注５： 昭和４８年６月在日米軍が立川基地等の７６３名の解雇を発表 
注６： 昭和４９年６月在日米軍が府中空軍施設等の６３２名の解雇を発表 

昭和４９年１１月在日米軍司令部等が横田基地に移駐 
注７： 昭和５２年１２月立川基地返還 
注８： 昭和６３年７月からフィリピンクラーク基地からの部隊移駐開始 
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